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この報告書は,日 本 自転車振興会か ら競輪収益の一部である機械工

業振興資金 の補 助 を受 けて昭和61年 度に実施 した 『情報処理技術者養

成のためのCAlシ ステムに関す る調査研究』の成 果をとりまとめた

ものであ ります。
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第1章 標準カ リキュラムの意義と目的

情報化が急速に進展している中で、情報処理技術者の不足が今日大き

な問題になっている。同時に、最近における情報処理技術の進歩、利用

分野の拡大に応じ、情報処理技術者は常に、より高度な、また新 しい知

識 ・技術を修得しなければならない。このような、情報処理技術者の量

的増大と質的向上の要請に応えるためには、適切な教育を実践する以外

に道は無い。

教育の実践に当っては、現実には種々の困難がある。

初級情報処理技術者の育成に大きな役割を演じつつある専門学校(専 修

学校)に おいては、まず適切な指導指針と教材がないという悩みがある。

また、専任の良い教員を得にくく、教員が十分な研修をする時間と機会

が少なく、新しい知識 ・技術に遅れがちになるといった問題もある。ま

た、企業等組織体では、情報処理技術者を目指す新人に対する情報処理

教育に要する費用や、指導者の配置が、大きな負担となってお り、入社

以前にある程度の基礎教育を受けてくる事が期待されるようにもなって

きている。

中 ・上級の技術者の育成については、事態はより深刻である。情報処

理技術者として、3～5年 を経過 した技術者に対 し、何 をどのように教

育すべきかは、各組織体とも共通にかかえる問題である。業務分担の分

化によって、育成すべき技術者像が不明確であったり、修得すべき技術

内容に対し、適切な教科内容をもった教材が無い、担当する業務が繁忙

で研修時間が取れない、指導者を配置する余裕がない、初級技術者と中

・上級技術者の資質の違いをどのようにして克服するかなど問題は多岐

にわたっている。

さらに、各種の研修機関は、現実の需要に応じて、大都市に集中して

おり、地方の組織体は、こうした研修機関を利用するのが大変困難な状

況である。これは情報処理関連企業の大都市集中を促す一要因にもなっ

ている。

こうした問題を踏まえ、その解決への踏み台として、
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本 報告 書 では 、まず 情報処理技 術者育 成の ための基本 的な教 育 カ リキ ュ

ラム を示 した 。さ らに 、育成 を担 当す る指導者 の不足 、研修機 関の 大都

市集 中に よる地 方の技 術者の研修 の困難 さを補 足 し、また育 成 をよ り効

果的 にす るため に 、CAI(ComputerAssistedInstruction)教 材 開発へ

の手 がか りを与 えた 。情報処理 技術者 の育成 は 、企業等組織 体の特性 に応

じて行な われ るべ き点 もあ り、本 カ リキ ュラムの 内容 を、組織体 の特性

に適 合す るよ う柔軟 に適用 され ることを期 待す る。
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第2章 標準 カ リキ ュラムの考 え方

本カ リキ ュ ラムの作 成 に 当た っては 、まず 組織体 にお け る情 報処理業

務の流れ にそ って職務 内容 を解析 し、それ を担 当す る職種 な らびにその

育成カ リキ ュラム を与 えた(表3)。

職種は 、レベル と しては初 級(基 礎)技 術者(プ ログ ラマ=表1)と 専門

技術者(シ ス テム ・エ ンジニ ア:SE)に 大別 し、さ らにSEを 、担 当業

務 の種類 によ って 、テ クニカ ルSE(表1)と アプ リケー シ ョンSE(表

1)に 分 けた 。

カ リキ ュラム と しては 、初級技術者 の育 成には基礎 篇 が 、専門技術者

の育成 には 、基 礎篇 を習得 した上 での専門 篇が対応 す る 。アプ リケー シ ョ

ンSEは 適用業 務 を熟 知 して いな けれ ばな らな いこ とは勿論 であ るが 、

適用業務 の分野 は多岐 に わた り、かつ分 野 ご とに業務 知識 の内容が異な

るため本 カ リキ ュラム には 含 まれて いな い。

また 、本 カ リキ ュラム には情 報処理関 連部 門の管理 者の育 成カ リキ ュ

ラムは含 まれ て いな い。SEに は前記の 他 に、マ ネ.一ジ リアルSE(表

1)や コ ンサル タン トSE(表1)等 が あ るが 、管理者 に含 まれ るマネ ジ

リアルSEの 育 成は 本 カ リキ ュラムの対 象ではな い 。コ ンサル タン トS

Eは 、専 門技術 者 と しての実績 と経験 を背 景 とす るもの であ るが 、それ

に対す る特別 のカ リキ ュ ラム も含 まれ て いな い。また 、 コンピュー タ ・

メ ーカ等 で基本 ソフ トウエ ア を作成 して い る技術者 は 、職 務内容が特殊

なの で含 まれて いな い 。 さらに最近情 報処理 技術者 と して の立場 を得つ

つ あるナ レ ッジ ・エ ン ジニア(KE:表1)の 育成 も含 まれ て いな い。

初級技術者 の カ リキ ュラムは 、高等学 校2年 修 了程度 以上 の学 力 を有

す る者で 、 コンピ ュー タに関す る知識 を全 くもたな い者 を対象 に してい

る.こ れ は 、専門学 校入 学者 、あ るいは 企業等組織 体 で これ か ら情報処

理業 務に携わ る(携 わ って まだ 日が浅 い)者 に当る 。専門 技術者のカ リキ ュ

ラムは 、企業等 組織 体で 、情報処理 業務 に3年 程度 以上 の経験 を有す る

技術者 を対象 と して いて 、初級技術者 の もつべ き ものは 実務能力 と して

既 に身 につ けて い る もの と想 定 して い る。
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本カリキュラムのそれぞれの職種による学習順序の概略は(図1)に 示

す 通 りであ る.酔Aを 実務 能力 として身につeナる ことを示 し・Bは

Bを 知 識 と して習得 す る ことを示 して いる 。

回

この よ うな 図は 、AとBの 習得後 にCを 、CとDの 習得後 にEを(し

た が ってEはA、B、C、Dの 習得後 に)学 習す るこ とを示 してい る。
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第3章CAIの 開発について

一般に学習には、集団学習と個別学習があるが、これを効果的にする

ために、テキスト、VTR、 コンピュータ等種々の道具が用いられる。

これちは相補性のあるものであるが、本報告書では、CAIを とり上げ 、

各教科 とCAI用 教材開発の関係を与えた 。

CAIに は、対話形式で学習がで きる、シミュレーション、動的表示

ができる等の特性がある。様式としては① ドリル演習様式、②チュトリ

アル様式、⑧問題解決様式、④シミュレーションとゲーム様式、⑤情報

検索様式等があるが、これらは互に独立なものではない。これらの特性

と様式のもとで、教師ならびに指導者不足の解消に役立つ、教育水準を

管理 し質的なばらつきの解消に役立つ、自己反復学習に効果がある、個

人教授を代行できる、選択性の高い教科の学習、これから必要とする技

術の習得に役立つこと等、さまざまな効果が考えられる。

こうしたCAIの 特性 と効果の中か ら、特につ ぎの7つ の項目を判断

基準 として、開発の優先度を与えた。教科内容により、特性と効果を考

慮して、単数あるいは複数の様式の組合わせで実現されることになろう。

①将来性がある

②教師ならびに指導者不足である

③実現可能性がある

④対話形式の学習が効果がある

⑤シミュレーションが効果的である

⑥動的表示が効果的である

⑦マシン実習ができる

各教科と判断基準の関連、ならびにそれによる開発の優先度は表

に示す通 りである。
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(表1)

情 報 処 理 技 術 者 の 職 種 と職 務 内 容

(対 象 内)

職 種 職 務 内 容

基

一

内部設計の詳細仕様書に基づきプログラム設

プ ログラマ 計書を作成 し、 プログ ラム の作成及 び修正 ・

保守を主務とする。

礎

ア プ リケ ー シ ョ ン ・システ ム の設 計 と開 発 ・

専 保守を主務とする。

ア プ リケ ー シ ョ ンSE エ ン ドユ ーザ に対 し、 ア プ リケー シ ョ ン

・システムの開発に関 してある程度 の助

言 がで きる。

、

システム運用及び共通システム資源に関する
、

テクニカルSE 技 術的サポー トを主務 とす る。

門 情報処理技術者に対して技術的助言を行う。

(対i象 外)

職 ・ 種 職 務 内 容

情報処理 システムの戦略 ・戦術 レベル の計画

マネー ジ リアルSE ・立 案 ・管理を主務 とす る。

専
ユーザ部門に対する情報処理システムに関す

コ ンサ ル タ ン トSE る助言 ・コ ンサ ル タ ン トを 主務 とす る。 一

門
エ キ ス パ ー ト ・シス テ ム の構築 に際 し

ナ レ ッ ジ ・エ ン ジ ニ ア 知 識 ベ ー スや ル ール ・デ ー タベ ー ス の作 成 に

携 わ る。

一6一



情 報 処 理 技 術 者 育 成 用 標 準 カ リキ ュ ラム (表2)

教 科 内 容
基 礎 専 門

時間配分* 備 考
プログラマ アカ ・SE テクニ・SE

基1第1部 情報 処理とコンピュータ' △ △ △ 20

基2第2部 ハ ー ドウェア △ ○ ◎ 40

基3第3部 ソフ トウェア △ ○ ◎ 40
基4第4部 情報処理ジステム ○ ◎ ◎ 40

基5第5部 プログラム流れ図の作成 ◎ △ ○ 90

基6第6部 ファイル ◎ ◎ ◎ 30

基7第7部COBOL
◎ △ △

(◎)

200

基8第8部FORTRAN 200

基9第9部 アセンブラ

基10第10部 システム開発 と運用 40

基10第1章 システム開発の手順 とシステム設計 ◎ ◎ △ 4

基10第2章 プログラム開発技法 ◎ ◎ △ 12

基10第3章 プログラムのテス トと品質管理 ◎ 7

基10第4章 文書化 ◎ ◎ △ 7

基10.第5章 システム運用 △ △ ○ 6

基10第6章 情報システム部門の機能と情報処理技術者の位置づけ △ △ △ 4

基11第11部 情報 処理一般 △ △ △ 10

基12第12部 エレク トロニクスの基礎 △ △ 90

基13第13部 商工業に関する一般知識 △. △ 2∞

第1部 共通システム資源の導入及び活用技術377～721

専1第1章 ハ ー ドウェア △ △ ◎ 25～66

専1第2章 ソフ トウェア △ △ ◎ 185～ 訂0

専1第3章 データベース △ ○ ◎ 32～60

専1第4章 通信ネッ トワーク △ △ ◎ 100～150

専1第5章 意思決定支援システム ○ ○ 25～55 KE

専1第6章 セキュリティとシステム監査 ○ ○ 10～20 システム監査人

第2部 プロジェクト管理18～36 プ ロジェク ト・マネージ ャ

専2第1章 プロジェク ト計画 ○ △ 3

専2第2章 プロジェクト実施段階の管理 ○ △ 12～30

専2第3章 プロジェク ト評価 ○ △ 3

第3部 情報処理システムの分析・設計150～300

専3第1章 情報処理システム開発上の留意点 ◎ △ 15～30

専3第2章 情報処理システム分析と要求定義 ◎ △ 35～70

専3第3章 情報処理システムの外部設計(基 本設計) ◎ △ 40～80

専3第4章 情報処理システムの内部設計(詳 細設計) △ ◎ △ 45～90

専3第5章 移行とシステム保守 △ ◎ ○
s15～30

第4部 情報処理システムの運営40～60 システム運営部門

専4第1章 情報処理システムの運営計画 △ ○ ○ 15～20

専4第2章 情報処理 システムの運営 △ ○ 25～40

第5部 関連知識63～110
専5第1章 基礎理論 △ △ 10～20

専5第2章 パター ン処理 △ △ 25～25

専5第3章 人工知能の応用 △ △ 20～30 KE

専5第4章 情報処理の人間的要因 △ △ 8～15

専5第5章 高度情報化社会 △ △ 10～20

*時 間配分:講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安

◎:修 得 した知識をもとに ○:修 得した知識をもとに

業務を遂行できる.業 務の補助ができる

△1概 要がわかればよい

ー
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一

職 務 内 容 ・職 種 ・教 科 内 容 対 応 表
(表3/そ の1)

1

鎚 専.門 鍛 専 門

職 租t プ シア シテ 職 種 プ シア シテ

u スプ スク 口 スプ スク

グ テ リ
一

プニ グ テ リ
一

ア ニ

ラ ムケ ムカ ラ
'ム ケ'

ムカ 備 考
職 務 内 容 マ エ| エル 教 科 内 容 マ 工1 エル

ンシ ン
1

ンシ ン

◎:独 力で責任を持って担当 ジ ョ ジ ◎:習 得した知識をもとに業務を遂行できる ジ ョ ジ

○:要 請に応じて支援または担当 ニン 二 O;習 得 した知識をもとに業務の補助ができる 二・ン 二

△:上 級者の援助のもとに担当 ア ア △:概 要がわかればよい ア ア

情 1.長 期計画(戦 略レベルの計画) ○ ○
報 1.1情 報 システムの基本方針の設定

処 1.2情 報 システム体系の定義と目標設定
理 1.3情 報システム長期計画の策定 冑一ジ`mレSE

シ

ス 2.短 期計画 徹 術レベルの計画) ○ ○ が主担当

テ 2.1開 発計画(適 用業務計画 ・データ計画
ム ・システム計画 ・プ ロジェク ト計画)

の 2.2サ ービス計画(サ ー ビス推進計 画 ・

計 サー ビス レベル計画 ・回復計画 ・安全

画 保護計画 ・監査計画) ∨

. 2.3資 源 計画(キ ャパ シテ ィ計画 ・スキル

統 計画 ・予算計画 ・短期計画管理} r

制 2.4管 理 計画(管 理 システム計 画 ・管理 シ

ステム監視)

プ 1.プ ロジェク ト計画 ○ △ 専2第1章 プロジェクト計画 ○ △

口 ユ.1プ ロジェク ト基本計画 の作 成及び ガイ
ジ
'ド ライン(プ ロジ

ェク ト目標 説明書)

工 の作成 カ ジェ外 ・辞 一方

ク 1.2開 発方法、開発技法の還尺
ト
'1
.3開 発体制,責 任体制 の決定 ,

が主担当
の 1.4チ ェックポイ ン トとマイルス トー ンの

計 齪
画 1.5開 発資源 見積り とスケジ ュー リング

と 1.6開 発計画書の作成

管
理 2.プ ロジェク ト管 理 ○ △

2.1オ リエ ンテー ショ ンと作業 の開始 専2第2章 プ ロジェク ト ○ △

2.2プ ロジェク トの進捗管理 、 専2第3章 プロジェクト評価 ○ △

2.3プ ロジェク ト要 件の管理

2.4プ ロジェク ト要員 の管 理

2.5プ ロジェク トの評価

ア 1.シ ステム分析と要件定義
=◎

プ 1.1予 備調i査(実行可能性の検討) 専3第2章 情報処理システム分析と要求定義 ◎ △ .`

リ 1.2ニ ーズと現状 の分折

ケ 1.3新 システムの要 件定義

1 1.4新 システムの要件定義仕様書の作成と
シ レビ ュ ー

↓ 2,シ ステムのク陪1顎 十(基 本設 計). ◎ ○ 専3第3章 情報処理システムの外部設計(基 本設計)・ ◎ △
◆ 2.1新 適用業務 フローの作 成 ・ ↑・

シ 2.2画 面設計と幸階 書設計 r

ス 2.3フ ァイルとデータベースの論理 設計

テ 2.4外 部灘 十仕様書の作成とレビュー
ム

の 3.シ ステムの内部設計(詳 細没計) ◎ ○
設 3.1フ ァイル とデ ータベースの物理設計 基6第6部 ファイル ◎ ◎ ◎
計 3.2入 出力 レコー ドの レイア ウ ト設計 専3第4章 情報処理システムの内部設計(詳 細設6十) △ ◎ △

と 3.3入 出力 レコー ドのチ ェック方式 の設計

開 3.4処 理の詳細設8十
発 3,5性 能 とキャパ シテ ィの予測評価
. 3.6内 部設計仕様書の作成とレビュー

保 3.7プ ログ ラムの作 成,テ ス ト,移 行 の詳

守 細纒十

4,プ ログ ラム設計 △ ◎ △ 基10第2章 プログラム開発技法 ◎ ◎ △

4,1プ ログラム設計基準の定義

4.2プ ログ ラムの構 造化設計
'

4.3プ ログ ラム仕様書の レビュー
◎ ◎

'△

基10第2章 プログラム開発技法

5,プ ログ ラム作成 ◎ ○ ○ 基5第5部 プログラム流れ図の作成 ◎ △ ○
5.1プ ログ ラム ・モ ジュール の論堕 郊 十

5.2プ ログ ラム ・モ ジュール のコーデ ィン

グ

基7第7部COBOL

基8第8部FORTRAN
基9第9部 アセンブラ

]◎ ]△
〕△

(◎

5.3単 体テス トと レビュー 基10第3章 プログラムのテストと品質管理 ◎

6,シ ステム ・テス トと品質評価 △ ◎ ○ 基10第3章 プログラムのテストと品費管理 ◎
6.1要 求品質の明確化

、.

6.2テ ス ト条件 の設 定

6.3テ ス ト・デ ータの決定

6.4シ ステム ・テス トの評価 と手直 し

6.5ユ ーザ による承 認,テ ス トと調整

7,移 行 ◎ ◎
7.1移 行作業

7.2導 入 テス ト

7.3最 終評価

△ ◎ ○専3・ 第5章 移行とシステム保守
8.シ ステ ム保守 ◎ 第5章5.1移 行

8.1シ スナム保守 の管理 第5皇5.2シ ステム保守

8.2変 更の影響把娘と変更管理

8.3シ ステムの保守作業

9.プ ログラムの修正貯 ◎ △ ○ 第5章5.3プ ログラムの修 正 と保守. ◎ △ o





■

⑩

俵3/そ の2)

共 1.ハ ー ドウ ェ ア ◎ 基2'第2部 ハー ドウェア △ ○ ◎
通 1,1ハ ー ドウェア構成の設計 専1第1章 ハー ドウェア △ △ ◎
シ 1.2ハ ー ドウェアの導入 基12第12部 エ レク トロニ クスの基礎 △ △
ス 1.3ハ ー ドウェア構成の管 理

テ
ム 2.ソ フ トウ ェア ◎ 基3第3部 ソフ トウェア △ ○ ◎
資 2.1基 本ソフ トウェア全般 の決定 と調整 専レ 第2章 ソフトウェア △ △s ◎
源 2.2基 本ソフトウェアの生成導入と維持管
の

開
理

2.3ソ フ トウェア構成の管理と変更制御

発 2.4開 発支援ツールの選択ないしは開発と ・

. 活用指導
導 2.5共 通ソ フ トウェアの管理

入
お 3.デ ー タ ベ ー ス ○ ◎ 専1第3章 データベース △ ○ ◎
よ 3.1デ ー タ ・モ ニ タ リ ング

ぴ 3.2DB鵠,DB!㏄ の選択 と導入 管理

維 3.3デ ータベ ースの構築 と維持

持 3.4デ ータ管理 i
.

レ 4.ネ ッ トワ ー ク ◎ 専1第4章 通 信ネ ッ トワー ク △ △ ◎
ぺ 4.1ネ ッ トワークの設8十

ル 4,2ネ ッ トワークの導入

ア 4.3ネ ッ トワー ク構 成の管理

膓 5.意 思決定支援 システム,エ キスパー ト・ ○ ○ 専1第5章 意思決定支援システム ○ .○

システム等 ナリ ジ・エンジニア

5.1DSS,ESの 設計 ・構築

5.2[鵬,{£ の導入 と維持管理 が中心となる

5.3[熔S.1る の活用 促進

'

6.安 全保護と監査 ○ ○ 専1第6章 セキュリティとシステム監査 O O・ シス弘監査人'

6.1安 全保護と監査の計画 ・設計

6.2安 全保護と監査の組み込みと維持管理 が中心となる

シ 1.シ ス テ ム ・オ ペ レー シ ョ ン ○ ○ 基10第5章 システム運用 △
・△'
○

ス 1.1シ ステ ム ・オペ レー ション基準の設定 システム運用 は、

テ と レ ビ ュ ー シス弘醗}椚
ム 1.2オ ペ レー シ ョン手順 の設3十 専4第1章 情報処理システム部門の運営計画 △ ○ ○ とは別組織で
運 1,3バ ックア ップ/リ カバ リ手順 の提 十 専4第2章 情報処理システム部門の運用 △ ○ 対応
用 ただ し、

に 2.オ ペ レー シ ョン管理 ○ 技術的支援は
関 2.1処 理と集配の日程作成 秒コル・SEが

す 2.2オ ペ レー ション部門 の運 用管理 担当
る 2,3安 全基準の設定 とレビュー

技 2.4資 源とデータの実績把握
術
支 3.性 能の評価と調整 ◎

`

援 3.1性 能の監視

3.2監 視結果の分折

4,そ の他の管理と調整 ◎
4.1キ やパ シテ ィ管理

4.2回 復管理

4.3問 題管理

4.4変 更管理G重 用段階での)

4.5ネ ッ トワー ク管理 専1第4章 通信ネットワーク △ △ ◎
4.6サ ービス管理 と評価

工 1.支 援的活動 △' ○ ○
ン 1.1教 育研修 ・利用促進

ド 1,2助 言 ・コ ンサルテ ィング コ劾 θント・SE
ユ L3開 発支援
| 1.4技 術 支援 が担当
ザ
支 2.管 理的活動 ○ ○
援 2,1シ ステム資源管理

2.2サ ービス管理

2.3事 務管理
,

そ 1.標 準 ・規則 o 主として企画
の 1,1標 準体系の設定 ' 部門で担当

他 1.2標 準の改廃

1.3準 拠性の監視

2,調 査研究 ○ ◎ 専5第1章 鍋 里8命 △ △ ¶

2.1新 製品(ハ ー ド/ソ フ ト)の 調査研究 専5第2章 パターン認識 △ △

2,2AI分 野 の闘査研究 専5第3章 人工知能の応用 △ △ 必要に応じ
2.3ニ ューメデ ィアの調査研究 専5第4章 情報処理の人間的要因(ヒ ューマン・ファクタ) △ △ ◎となる
2.4新 規情報ビジネス分野の調査研究 専5第5章 高度情報化社会 △ △

2,5そ の他の分野の調査研究 4

3.要 員 ・ ○ ○ 専4第1章 情報処理シズテム部門の運営計画 △ ○ ○ 管理者が担当
3.1能 力開発 専4第2章 情報処理システム部門の運用 △ o
3.2技 能/職 能 の定義 と レビュー ・

3.3要 員8十画

基 基1第1部 悩曄処 理 とコ ンピュータ △ △ △

基2第2部 ハー ドウェア △ o ◎'

基3第3部 ソフ トウェア △ ○ ◎
礎 基4第4部 情報処理システム ○ ◎

層◎

基1σ 第1章 システム開発の手順とシステム設計 ◎ ◎ △
担O第4章 文書化 ◎ ◎ △

知 基10第6章 ・情報システム部門の機能と情報処理技術者の位置づけ △ △ △

基112B11郁 情報処理一般 △ △ △
・

基13第13部 商工業に関する一般知識 △ △
識 専3第1章 情報処理システム開発上の留意点 ◎ △





●

学 習 の 流 れ

基 礎
1謂 報処理 とコ ンビa－ 夕

.

2.ハ ー ド ウ ェ ア3.ソ フ ト ウ ェ ア

4.情 報 処 理 シ ス テ ム

5.プ ログ ラム流 れ 図 の作 成

6。 フ ァ イ ル

(図1/そ の1)

7.COBOL or 8.FORT .RAN or

10.シ ス テ ム開 発 と運 用

専F9





(図1/そ の2)

臼 (ア プ リケー ションSE)

基i礎

学 習 の 流 れ

3.1開 発 上 の 留 意 点

1.1ハ1ド ウ エ ア

1.3デ ー タ ベ ー ス

1.2ソ フ ト ウ ェ ア

1.4通 信 ネ ッ ト ワ ー ク

&2酬 と≡ 定 義

3.3基 本 設 計

3.4詳 細 設 計

3.5移 行 と シkテ ム 保 守

4.'情 報処理 システムの運営

運営管理

評 価 ・調 整etc.

2・ プ ・ ジ ェ ク1管 理 LsX'一'"'s思決 定lli/Rxシ ス テ ム 5.関 連 知 識 1.6セ キュリティと システム監 査
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(図1/そ の3)

学 習 の 流 れ

闇 (テ ク ニ カルSE)

基 礎

lllハ ー ド ウ ェ ア

二 べ ー ス

1.2ソ フ ト ウ エ ア

1。3デ 1.4i通 信 ネ ッ ト ワ ー ク

3.1開 発 上 の 留 意 点

3.2分 析 と 要 求 定 義

3.3基 本 設 計

3.4詳 細 設 計

1.5意 思 決 定 支 援 シ ス テ ム 5.関 連 知 識 4.情 報処理 システムの運営

運営管理

3'5÷ 行 と シ ス テ ム保 守

1.6セ キュリティと システム監 査

喜平f面 ・日記整etc.

/

2.プ ロ ジ ェ ク ト 管 理
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標 準 カ リキ ュ ラ ム第2編





(構 成 ・ 体 系)





本 編 の 構 成 お よ び 体 系 を(図2)と(表4)に 示 す 。

標 準 力 (基礎編 ・専門編)

教 育 の 目標

内容 の構 成 ・一… … ・一

章

目'標 ・

内 容 一

用 語 ・

章

目 標

当該 部 に お け る学 習 内容 の あ らま し

一'…… 部 の構 成

'…・… 学 習 のガ イ ドライ ン

… 一… ・こ の章 で学 習 すべ き項 目

一一・一・… 内容 を 補 うた め の関連 用 語 の抜 粋

立
ロ

教育の目標

標準 カ リキ ュラムの構成図

一13一

(図2)
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4)(表キュ ラム体系

 

リ情報処理技術者育成用標準力

基 礎 編 専Fヨ8澗
第1部 情報処理 とコ ンピュータ
第1章 経営活動 と情報
第2章 コ ンピュータによる情報処理

融 甕 蔽花柱るあ劉 用

第1部 共 通 システ ム 資 源 の 導 入及 び活 用 技 術

第1章 ハ ー ドウ エア

1.1コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェア の 基本

1.2シ ス テ ム ・ア ー キ テ ク チ ャ

1.3コ ン ピュ ー タ の 内部 構 成(内 部設 計)

1.4コ ン ピュ ー タ の テ ク ノ ロ ジ

第2章 ソ フ トウ ェ ア

}i議議欝欝!
2.5UNIXオ ペレーヲィング・シスヲム

2,6シ ス テ ム ・プ ログ ラ ミ ング

2.7プ ログ ラム 言 語 の処 理 一言 語 プ ロ セ ッサ

第3章 デ ー タ ベ ー ス

3.1デ ー タ ベ ー ス の 基本

3.2デ ー タ ベ ー ス の実 現 方 法

3.3デ ー タ ベ ー ス システ ム の 機 能

3.4デ ー タ ベ ー ス シ ステ ム の 導入

第4章 .通f言 ネ ッ トワー ク4
.1通f言 ネ ッ トワー ク

4,2通 信 技 術

4.3通 信 ネ ッ トワー クの種 類 と特 徴

4.4通 「言ネ ッ トワー ク構 成 搬 器

4.5伝 送 制 伽手 順 とネ ッ トワー ク ・ア ーキ テ ク チ ャ
4.6通 信 ネ ッ トワ ー ク ・ソ フ トウ ェ ア

4.7通f言 ネ ッ トワ ー ク設8十

4.8通 信 ネ ッ トワ ー クの 導入 と運 用

第5章 意 思 決 定 支援 シ ス テム

5.1DSSの 概 要

5.2判 断 ・決 定 の た め の 情報 の 加 工 と提供

5.3DSS用 パ ッケ ー ジの例

5.41DSSの 開 発 と導入

5.5DSSの イ ンテ リゼ ン ト化

第6章 セ キ ュ リテ ィ と シス テ ム監 査

6.1セ キ ュ リテ ィと シス テム 監 査 の概 観

6.2セ キ ュ リテ ィの対 象 範 囲

6.3セ キ ュ リテ ィ対 策

6.4シ ス テ ム監 査 の基 本

6.5シ ス テ ム監 査 の実 施 技 法 と考 慮 点

第2部 ・ハー ドウエア
第1章 コンピュータの基本構造
第2章 データ表現
第3章 記憶装置

第4章 演算 ・制御装置
第5章 入出力装置第
6章 コ ンピュータの種類第
7章 デ ータ通信 システム

第3部 ソフ トウェア
駆1章 ソフ トウェアの役割
第2章 ソフ トウェア作成手順
第3章 ソフ トウェアの体系
第4章 プログ ラム言語 と言語処理 プログラム
第5章 オペ レーテ ィング ・システム

第6章 サー ビス ・プ ログラム
拍7章 共通ソフ トウェアの活用
第8章 ソフ トウェア開発環境

第4部 情 報処理 システム.第
1章 処理方式の種類 と特徴
第2章 システム構成

纒 ㌶ 慧:謬 エーク令シ・テ・

累1誤 あ翻 嚇;親(・A)

第5部 プ ログラム流れ図 の作成
第1章 流れ図 の基本概念
第2章3つ の基本形 とその応用

‖撫 繊 竃 撲 ・・作成技法
第6章 衷操作と内部分類の技法
第7章 科学技術計算のための流れ図技法

第2部 プロジェク ト管理第
1章 プロジェク ト計画
1.1痂 査 ・立案段階の概略計画
1.2プ ロジェク ト基本計画

,1 ,3プ ロジェク ト実行計画
第2章 プ ロジェク ト実施段階 の管理
2.1プ ロジェク ト実行計画の見 直し
2.2進 管理
2.3品 管理
2.4変 管理
2、5頓 化の推進第
3章 プ ロジェク ト評価
3.1プ ロジェク ト完了報告
3.2プ ロジェク トの実施評価

第6部 プ アイル

第1章 ファイル の基本概念
第2童 ファイルの種類

鰹難1欝1轡最
知9章 フ レキ シブル ・デ ィス ク ・フ ァイ ル の概 要

第7部COBOL
第1章COBOL概 説
第2章 見 出 し部 と環境部

薬3章 デ ータ邪
知4章 手続 き部
第5章 表操作

舞亨豊脇 ㌶ 辮 量、、
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第1部 情報処理 とコ ンピュータ

{教 育 の 目 刺

経営活動(特 に企業)の 基本的な仕組 み と,経 営活 動に必要 な情報の概念

を理解 させ る。つ いで,企 業にお ける情報処理 の中で コ ンピュータが どのよ

うに利用 されて いるかを包括的 に理解 させ ることを目的 とす る。

最近 にお けるコ ンピュー タ利用の発展 は目覚 ま しい。特 に通信処理の利用

技術 の発達 と相 まって,い わゆる情報化時代を迎 えつ つある。 この新時代 の

動向に付 いて も大略 の知 識を習得 させ る。

巨蓉の繊1

内 容 時 間 数

第1章 経営活動と情報 8

第2章 コ ンピュータによる情報処理 4

第3章 コ ンビ一 夕 の利 用 6

第4章 情報化社会の課題 2

1 合 計 20時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 経営活動と情報

巨 西
ホ}

コ ンピュータは経営体 の経営 改善,事 務合理化,生 産性向 上な どに利用 され

てい る。 コンピュータ利用 のあ り方を正確 に理解 させ るために,ま ず,経 営

体の仕組みが分か るよ うにす る。

経営活動 の考え方に は色 々な観点が あるが,あ ま り細部 に立 ち入 らずにあ

らま しを理解で きれば十分であ る。

「丙 司

1.1経 営体の目的

(1)企 業の成長 の目的

② 企業の均衡 の目的

1.2経 営管理過程

1.3経 営組織

(1)組 織 の形 態

① 階層別 の組織 の分類

② 部門別分類

② 組織形態 の分類

① 直系式組織(lineorganization)

② 職能別組織(functionorganization)

③ ライ ン ・ア ン ド・スタ ッフ組織(lineandstafforganization)

(3)集 権管理 と分権管理

① 集権的管理組織(最 高 経営層 が総ての決定権を持つ)

② 分権的管理組織(各 部門経営者に決定権 が配分 されて いる)

③ プロジェク ト・チーム編成(特 定製品 など対象 の臨時的組織)
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1.4統 制

① 統制 の対象領域(数 量的業績,目 標,方 針,手 続 など)

② 統制方法(制 度の設定 是正 解決のための処置)

③ 統制 の対象要因(統 制可能 ・不可能要因 の判別,戦 略要因の抽出)

1.5管 理の体系(製 造業の例)

(1)職 能 の構成 と管理

① 財務管理

② 労務管理(人 事管理)

③ 生産管理

④ 販売管理(マ ーケ ッテ ィングを含む)

⑤ 管理 の体系 と資金 の流れ

1.6経 営活動 と情報

α)階 層 と意 志決定

① 戦略的決定

② 管理的決定

③ 業務的決定

(2)階 層 の レベル と情報

(3}情 報 の媒体

① パ ッケー ジ系 ニュー ・メデ ィア(デ ータ通信,ビ デオ ・デ ィスク,

フロ ッピ ィ ・デ ィスク等)

② 有線形 メデ ィア(フ ァク シミリ新聞,電 子メール,テ レビ会 議、

CATV,双 方向CATV,'ビ デオ ・レスポ ンス ・システム等)

③ 無線形 メデ ィア(AMス テ レオ,ペ イ ・テ レビ,文 字音声多重,

フ ァク シミリ多重,静 止画放送 衛生通信等)

(4)定 形処理 と非定形処理
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用
五

ロ

ニ
コ
ロ

経営計画,組 織化,統 制,経 営組織 生産管理,販 売管理,財 務管理,労

務管理,意 志決定 情報の種類 情報の媒体 定形処理,非 定形処理
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第2章 コ ンピュータによる情報処理

目 標

企業において コンピュータがどのように利用 されてい るかを学習させ るの

が この章 の目的 である。

この章 で は,以 下 に示す二つ の観点か らコンピュータの役立 ちを理解 させ

る。

① コ ンピュータはどのよ うな特質 を持つか。

② コ ンピュータによ る情報管理にはどのような方式が あるか。

内 容

2.1コ ンビz.一一タの特質

(1)論 理的特質

① プ ログ ラム可能 な範囲 では完全 な 自動化が出来 る。

② 弾力的 プ ログ ラムの実行が可能であ る。

③ 特質 に限界があ る(人 間が作 ったプ ログラムによ ってのみ操作可能)。

② 性能的特質

① 高速処理が可能である(手 作業 の数百倍以上 の速度)。

② 大量記録が可能である(極 めて小 さなスペースに大量情報 の記録 可能)。

③ 反復処理が 可能 である(繰 り返 し迅速,正 確 に行 う)。

(3}利 用上の特質

① 機械計算 的性格(高 速 自動計算が出来 る)。

② ファイル処理機械的性格(台 帳(フ ァイル)処 理 に適応す る性格)

2.2コ ンピュ一一タの種類

2.3コ ンピュータによる主要処理方式

(1)一 括処理方式 と実時間処理方式

(2)オ ンライン処理 とオ フライン処理

(3}処 理 の組み合わせによる方式
一19一



① オ ン ライ ン即時 処 理(er,linerealtimeprocessing)

② 遠 隔 バ ッチ処 理(remotobatchprocessin)

③TSS処 理(TimeSharirtgSystem)

(4}ハ ー ドウェ ア構成 に よ る分 類

① 単純 な シス テム(い わ ゆ る ス タ ン ド ア ロ ン)

②1中 央 処 理 多 端 末 シス テ ム

多 重 プnグ ラ ミ ング処 理 方 式(multiprogramming)

オ ンラ イ ン多 重 プ ロ グ ラ ミング処 理 方 式(onlinemultiprogramming)

③ 多 中 央処 理 シス テ ム

多重 プ ロセ ッ シ ング処 理 方 式(multiprocessing)

オ ンラ イ ン多 重 プ ロセ ッシ ング処 理 方 式(onlinemultiprocessing)

2.4コ ンピ ュー タ に よ る情 報 処 理 の基 本 パ ター ン

(1)実 時 間処 理 の基 本 パ タ ー ン

① 伝 票処 理 ② 問 い合 わせ 処 理

② 一 括処 理 の基 本 パ ター ン

① 日次処 理(dailyjob)

② 月 次処 理(monthlyjob)

③ マ ス タ ・フ ァ イル 更新 処 理

用 語

コ ン ピュ ー タの特 質(論 理 的 特 質,性 能的 特 質,利 用 上 の特 質),マ イ ク ロ ・

コ ンピ ュー タ,パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ,オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ,汎 用 コ

ンピ ュー タ,事 務 用 計 算,科 学 技 術 用 計 算,一 括 処 理(バ ッチ処 理),実 時 間

処 理(即 時 処理;リ アル タ イム処 理),オ ンラ イ ン処 理,オ フ ラ イ ン処 理,メ

ッセ ー ジ処 理,問 い合 わ せ,デ ー タ収 集,デ ー タ分配
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第3章 コンピュータの利用

隔 標
1

コ ンピュータの利用分野 を以下 に示す分類で包括的に理解 させ,情 報処理技

術者 と しての自覚を持たせ る。

① 企業 の コンピュー タ利 用

ア)企 業 内のコ ンピュータ利用

イ)企 業間 のコ ンピュー タ利用

② 行政におけるコ ンピュー タ利用

③ 社会生活 におけるコ ンピュータ利用

匡「 容

3.1企 業 内 の コ ンピ ュー タ利 用

(1)計 画 と コ ンピュ ー タ

① オ ペ レー シ ョ ンズ ・リサ ー チ(OR;OperationsResearch)

② 数 値 解析(こ こで は ご く簡 単 に説 明)、

⑧ 統 計(statistiCS)

④ 計 量 諸 科 学(こ こで は ご く簡 単 に説 明,省 略 も可)

(2)管 理 とコ ンピ ュー タ

(3}プ ロセス 制 御 と コ ンピ ュー タ

(4}フ ァ ク トリー ・オ ー トメ ー シ ョ ンと ロボ ッ ト

㈲ 総 合的 な情 報 処理

3.2企 業 間情 報 処 理

(1)ネ ッ トワー ク化 の動 向

① ネ ッ トワ ー ク化 の現 状
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② ネ ッ トワー ク化 の動 向

③ 付加価値通信網(VAN;ValueAddedNetwork)

② 企業間 ネ ッ トワー クの事例

3.3行 政にお ける情報処理

(1)国 の行政情報 システム

② 地方 自治体 の行政情報 システム

(3)ニ ューメデ ィア ・コ ミュニテ ィお よびテ レ トピア構想

3.4社 会生活 における情報処理

用 語

オ ペ レー シ ョ ンズ ・リサ ー チ(OR),数 値 解 析,統 計,計 量 諸 科 学,プ ロ

セ ス制 御,フ ァ ク トリ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,ロ ボ ッ ト,フ レキ シブ ル生 産 シス

テム(FMS),構 内 情 報 通 信網,OA,FA,LA,シ ステ ム ・リーダ,プ

ロ トコル,垂 直 形 ネ ッ トワ ー ク,水 平 形 ネ ッ トワー ク,複 合 形 ネ ッ トワー ク,

付 加 価 値 通 信 網(VAN),共 同情 報 シス テム,行 政 情 報 システ ム,ニ ュ ー メ

デ ィア ・コ ミュ:テ ィ,テ レ トピア,総 合 デ ィジタ ル通 信 サ ー ビ ス,双 方 向C

ATV,ホ ーム ・シ ョ ッ ピ ング
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第4章 情報化社会の課題

目 標

情報化社会を実現していく上での問題点や課題を整理して学習させる。これ

らの問題点や課題を正確に理解させる事が大切である。

1内 容]

4.1ビ ジネス ・プ ロ トコル

① 帳票の標準化

② データ交換 フォーマ ッ トの標準化

③ コー ドの標準化

4.2シ ステムの運用性

① 標準化 が遅れ ることによる非効率な端末機 の設置

② オペ レー ションの煩 雑性

③ 操作,ソ フ トウエアの互換 性

4.3セ キュ リテ ィの確立

① システム事故 ・障害

② 通産省 のガ イ ドライ ン

③ 郵政省 のデータ通信 回線安 全対策

④ システム監査

⑤ プ ライバ シー保護

4.4そ の他の課題

① 法制度面での対応

② 技 術者 の不足

③ ネ ッ トワー ク関連 コス トの低減
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④ 政府の産業政策の概要

⑤ データベースの構築

用 語

ビ ジ ネ ス ・プ ロ トコル,ネ ッ トワー ク ・コ ス ト,

運用 性,情 報 処 理 技 術 者,法 制 度 セ キ ュ リテ ィ

デ ー タベ ース,シ ステ ム の

一24一



第2部 ハ ー ドウ ェア

教 育 の 目 標

ハー ドウェア全般 にわ たっての基礎知識 を習得 させ ることを 目標 とする。高

級言語が普及 し,一 方で はコ ンピュータ ・システムが複雑 化 した今 日,利 用者

は もとよ り専門食 のプ ログ ラマ として も,ハ ー ドウェアに関する知識 はかな ら

す しも必要で ない とも考 え られ る。 しか しコ ンピュータを より有効 に活用す る

ためには,コ ンピュータを単 なるブ ラック ・ボ ックス として取 り扱 うのではな

く,ハ ー ドウェアについて もある程度の基礎知識を持つ ことが肝要で ある。 た

だ し技術的内容や原理 に深 く立 ち入 る必要 はない。

巨 容の徽

内 容 時 間 数

第1章 コ ンピュータの基本構造 2

第2章 デー タ表現 6

第3章 記憶装置 6

第4章 演算 ・制御装置 8

第5章 入出力装置 6

第6章 コ ンピ ュー タ の種 類 4

第7章 データ通信 システム 8

合 計 40時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 コンピュータの基本構造

国 画

コンピュ'一夕は制御装置 ・演算装置 ・記憶装置 ・入力装置 ・出力装置か ら構

成 されてい ること,そ の各 々の役割 り ・機 能 ・相互 の関係を認識 ・理解 させ る。

匝

1.1

1.2

1.3

1.4

司
/

コ ンピュータの特徴

コ ンピュータの構成

各装置 の役割 り ・機能

各装置 の相互関係

声 語

制御装置,演 算装置,記 憶装置 入力装置,出 力装置,

憶装置,中 央処理装置(CPU),周 辺装置

主記憶装置,補 助記
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第2章 データ表現

匝 ⊃
コンピュータ内部にお けるデータの論理的表現方法を理解 させ る。2進 法,

8進 法,16進 法 による表現,基 数の変換法,負 数 の表現法,固 定少数点方 式

と浮動少数点方式,符 号 によ る文字,数 字,記 号 の表現方法,bit,Byteの

._概 念を導入 し理解 させ,ま た これ らの取扱いに習熟 させ る。

腔 司

2.12進 法

ω 数値の表現法

②2進 法

①2進 法 による数 の表示

②2進 法 による加減乗除

8進 法,16進 法

2進 ←→10進 変換

2.2文 字,記 号 の表現 とコー ド

コ ー ド

BCDコ ー ド

コー ドの標準化

2.3バ イ トの概念

2.4数 値 の表現

(D数 値 の取扱 い

② 数値の表現形 式

① 整数
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② 固定少数点表示

③ 浮動小数点表示,正 規形にも触れる。

已 五

日

'守
口

コー ド,符 号,コ ー ド体 系,符 号 体 系,BCDコ ー ド,パ リテ ィ ・ビ ッ ト

(奇 偶検 査 ビ ッ ト),パ リテ ィ ・チ ェ ック(奇 偶 検 査),誤 り検 出符 号,誤 り

訂 正符 号,ISOコ ー ド,JISコ ー ド,ASCIIコ ー ド,EBCDICコ

ー ド,ビ ッ ト,バ イLデ ィジ ッ ト,字,語,レ コー ド,パ ック され た10進

数,ア ンパ ックされ た10進 数,ゾ ー ン付 き10進 数,整 数,固 定 少 数 点表 示,

浮 動 少 数 点表 示,浮 動 少 数 点 表 示 の正 規 形,基 数,仮 数 部,指 数 部,補 数 表示
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第3章 記 憶 装 置

口
各種記憶装置の原理,機 器の仕組みを理解させ,そ れぞれの特性 と,こ れら

を組合わせて効率的なシステムを構成する技法について解説する。

口
3.1記 憶装置の種類

ω 主記憶装置 と補助記憶装置

② 記憶容量とアクセス時間

(3)記 憶階層の概念

3.2記 憶の原理 と記憶装置の仕組み

(1)半 導体記憶装置

② 磁気デ ィスク,磁 気 ドラム,磁 気テープ

(3)そ の他の記憶装置

口
主記 憶 装 置 補 助 記 憶 装 置,ア ドレス,記 憶 容量 ア ク セ ス時 間,サ イ クル

時 間,記 憶 階 層,ス ワ ッピ ング ・ロ ール ・イ ン,ロ ール ・ア ウ ト,キ ャ ッ シュ

・メモ リ
,バ ッフ ァ ・メモ リ,半 導体 記 憶 装 置ICメ モ リ,メ モ リ ・セ ル,

揮発 性,不 揮 発性,読 取 り専用 記 憶装 置 磁 気 デ ィス ク,磁 気 ドラム,磁 気 テ

ー プ
,ト ラ ック,シ リ ンダ,セ クタ,フ レキ シブ ル ・デ ィス ク,磁 気 カー ドリ

ッ ジ ・テー プ,大 容 量 記憶 システ ム ・集 積 回 路
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第4章 演算 ・制御装置

目 標

演算 ・制御装置の構成と動作,プ ログラム実行の仕組みの概要を理解させる。

内 容

4.1命 令の種類

4.2演 算 ・制御装置 の仕組み と働 き

(1)演 算 ・制御装置の構成

① 算術論理演算ユ ニ ッ ト(ALU)

'② アキ ューム レータ,汎 用 レジスタなどの演算 レジスタ

③ プ ログラムカウ ンタ,命 令 レジスタ,割 込み状 況 レジスタ,割 込みア

ドレス レジスタなどの制御用 レジスタ

④ 命令デ コーダ

⑤ 制御部

⑥CPUの 動作

4.3プ ログ ラム実 行の仕組 み

(1)逐 次制御

② 割 り込み

(3)マ イクロプ ログ ラム

4.4加 減乗除,論 理演算の仕組 み

U)演 算 の種類

② 固定小数点演算,浮 動小数点演算,10進 演算,論 理演算

(3)論 理 回路 とプール代数

一30一



口
算術 命 令,論 理 命 令,分 岐 命 令,特 権 命 令,演 算 部,ア ドレス9B,1ア ドレ

ス方 式,2ア ドレス方 式,3ア ドレス方 式,直 接 番地 間 接 番 地 イ ンデ ック

ス修 飾 番地 ベ ー スア ドレス,仮 想 番 地 算 術 論 理演 算 ユ ニ ッ ト,ア キ ュ ム レ

ー タ ,汎 用 レジス タ,プ ログ ラム ・カ ウ ンタ,命 令 レジ スタ,割 込 み状 態 レジ

ス タ,割 込 み ア ド レス ・レジ ス タ,命 令 デ コ ータ,フ ェ ッチサ イ クル,実 行 サ

イ、クル,割 込 み サ イ クル,逐 次 制 御,先 回 り制御,後 回 り制 御,パ イプ ラ イ ン

制 御,割 込 み,マ イ ク ロプ ロ グ ラム,エ ミュ レー タ,論 理 回 路,プ ール 代 表

AND,OR,NOT,NAND,NOR,ゲ ー ト,ベ イチ図 表,カ ウ ンタ,

全 加 算 器,補 数 器,デ コー ダ
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第5章 入出力装置

口
各種の入 ・出力装置の原理,構 造,機 能 特徴と入 ・出力処理の仕組みの概

要を理解させる。

口
5.1入 力 装置の種類 と機能

・カー ド読取 り装置

・テープ読取 り装置

・けん盤

・データ入力端末

・マーク読取 り装置

・磁気 イ ンク文字読取 り装置

・光学 式文字読取 り装置

5.2出 力装置の種類 と機能

・シリアル ・プ リンタ

・ライ ン ・プ リンタ

・ページ ・プ リンタ

・カー ドせん孔装置

・テープせん孔装置

5.3入 出力処理

(1)入 出力制御装置 の役割 り

② 入出力チ ャネル

(3)バ ッファ

(4)入 出力割込 み
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・ラ イ トペ ン

・タ ブ レ ッ ト

・ジ ョ イ ス テ ィ ッ ク

・コ ン トロ ー ル ・ボ ー ル

・マ ウ ス

・POS端 末

・音 声 入 力 装 置

・文字表示装置

・図形表示装置

・プ ロッタ

・音声 出力装置



口
カ ー ド読 取 り装 置,テ ー プ読 取 り装 置 けん盤,デ ー タ入 力 端 末,マ ー ク

読 取 り装 置,磁 気 イ ンク読 取 り装 置,光 学 式 文 字読 取 り装 置,ラ イ トペ ン,タ

ブ レッ ト,ジ ョイステ ィ ック,コ ン トロー ル ・ボール,マ ウス ,POS端 末,

シ リアル ・プ リンタ,ラ イ ン ・プ リンタ,ペ ー ジ ・プ リ ンタ,カ ー ドせ ん孔 装

置 テー プ せ ん孔 装 置,文 字 表 示 装 置,図 形 表示 装 置,プ ロ ッタ

入 出 力制 御 装置 直接 制 御 方 式,間 接 制 御 方 式 チ ャネ ル,セ レク タ ・チ ャネ

ル,ブ ロ ック ・マル チ プ レクサ ・チ ャネル,バ イ ト ・マ ル チ プ レクサ ・チ ャネ

ル,固 定 チ ャネル,浮 動 チ ャネル,専 用 チ ャネ ル ,汎 用 チ ャネル,チ ャネル ・

プ ロ グ ラム,外 部記 憶 装 置 内 部 記 憶 装 置,バ ッフ ァ,直 接 バ ッフ ァ方 式,入

出力 割 込 み
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第6章 コンピュータの種類

口
コ ンピュータの歴史,現 状,今 後 の発 展の方向等 につ いて展望 し,広 い視野

を与え る ことを目標 とす る。

巨
6.1ハ ー ドウ ェ ア の発 展

ω 歴 史 ノ イ マ ン型 コ ンピュ ー タ まで

② 現 状 と将 来

6.2.コ ン ピュ ー タ の規 模 と種 類

(1)汎 用 コ ン ピュ ー タ

② 機 能 別 コ ン ピュ ー タ

(3)マ イ クnプ ロセ ッサ とパ ー ソナ ル ・コ ンピ ュー タ

口
ノ イ マ ン型 コ ンピ ュー タ,パ イプ ラ イ ン処 理,並 列 処 理,時 分 割 処 理 直 結

処 理,実 時 間 処 理,多 重 プ ロセ シ ング,分 散 処 理,コ ンピュ ー タ ・ネ ッ トワ ー

ク,光 素子 バ イ オ ・'エレク トロニ ク ス,デ ー タ駆 動 型 デ ー タ要求 型 第5

世 代 コ ン ピ ュー タ,汎 用 コ ン ピュー タ,ス ーパ ー ・コ ンビ ュー 久 デ ー タベ ー

ス ・マ シ ン,高 級 言語 マ シ ン,制 御 用 コ ン ピ ュー タ,ハ イ ブ リ ッ ド ・コ ンピ ュ

ー タ ,オ フ ィス ・コ ンピ ュー タ,パ ー ソナ ル ・コ ン ピ ュー タ,ワ ー ド ・プ ロセ

ッサ,マ イ ク ロプ ロセ ッサ,ワ ー ク ・'ステ ー シ ョ ン
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第7章 デ ータ通信 システム

目 標

デ ータ通信 とは,コ ンピュータ と遠隔地 に存在す る端末装置 とを通信回線 で

接続 した,デ ータ処理 とデー タ伝送 とを一体化 した概念であ り,こ こではその

基本構成,デ ータ伝送機器,通 信 回線 と通信方式,有 線通信 と無線通信,端 末

装置 の種類な ど,デ ータ通信 システムのハー ドウ ェア的側面の基礎的知識を与

える ことを目標 とする。

L

①

②

③

④

⑤

⑥

」

2

ω

7

ワー

容

データ通信システムの構成

データ伝送機器

データ伝送の基礎知識

伝送データに関する符号

データ伝送の速度

直列伝送と並列伝送

同 期

誤り制御

伝送制御手順

② データ伝送機器

① 通信制御装置

② 回線終端装置

・調歩式 ・同期式

・垂直パ リテ ィ ・水平パ リテ ィ ・サ イクリック符 号

・基本形伝送制御手順

・ハ イ レベル ・デ ータリンク制御手順

・変復調装置 ・デ ィジタル網用 回線終端装置
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7.3通 信回線 と通信方式

(1)通 信方式 ・単向通信 ・半二重通信

② 回線接続方 式 ・ポ イ ン ト・ツー ・ポイ ン ト

・マル チポ イン ト(分 岐方式)

・集線方式

(3)交 換方式 ・回線交換 ・蓄積交換

7.4有 線通信 と無線通信

(1)有 線通信

② 無線通信

7.5端 末装置 の種類 と機能

(1)端 末装置 の種類

① 一般端末

② 多機能端末

③ 専用端 末

② 入出力機能

(3)制 御機能

① 入 出力制御

② 伝 送制御

ロ
データ通信 システム,DCE(デ ータ回線終端装置),

夕伝送,デ ータ伝送符号,文 字符号,制 御符 号,

グ伝送,デ ィジタル伝送,同 期,調 歩式,

リンク,変 復調装置(MODEM),単 向通信,

線式2線 式 回線交換,蓄 積交換,バ ケ ッ ト交換。

有線通信,無 線通信,光 ファイバ ・ケーブル,

-36一

・全二重通信

直列伝送,

伝送制御手順,

半二重通信,

網制御 装置(NCU)

通 信衛生,

通信制御装置,デ ー

並列伝送,ア ナ ロ

ハイ レベル ・データ

全 二重通信,4

イ ンテ リジェン ト端末



第3部 ソ フ トウ ェア

教 育 の 目 標

ソフ トウェアの基礎知識 として,フ ソ トウェアの役割,ソ フ トウェア作成手

順,ソ フ トウェアの体系,プ ログラム言語 と言語処理 プ ログ ラム,オ ペ レーテ

ィング ・システム,サ ービス ・プログ ラム,共 通 ソフ トウ ェアの活用,フ ソ ト

ウェア開発環境,な どにつき学 習す る。但 し,初 級技術者 として,実 務上必要

不 可欠 なよ り詳細 にわた る知識 は,第5部 以後 において扱 う。 したが って,こ

の第3部 で はよ り広 い観点か らのフソ トウェア全般 に対す る知識の習得を 目標

とする。

特 にフソ トウェアの重要性を十分認識 させ ることが必要で ある。

内 容 の 構 成

内 容 時 間 数

第1章 ソフ トウ ェアの役割 1

第2章 ソフ トウ ェア作成手順 6

第3章 フソ トウェアの体系 4

第4章 プ ログ ラム言語 と言語処理 プログラム 10

第5章 オ ペ レー テ ィ ング ・システ ム 8

第6章 サ ー ビス ・プ ログ ラム 5

第7章 共通 ソフ トウェアの活用 4

第8章 ソフ トウェア開発環境 2
`

ー

1 合 計
F

40時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 フソ トウェアの役割

目 標

ッ フ トウェアとい う言葉 の意味 を明確 に し;ハ ー ドウェア とソフ トウェアの

役割分 担に関す る変化や動 向についての認識を与 える。

内

.

容

1.1

1.2

(1)

(2)

フソ トウェア とい う言葉 の使われ方

ハー ドウェア とソフ トウ ェアの役割分担

本来 の役割

機能分担の変化

用 語

マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ム,フ ァ ー ム ウ エ ア
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第2章 ソフ トウ ェア作成 手順

匡 標

ソフトウェア作成業務の内容や工程につき共通の認識を得ることを目標とす

る。各工程毎の内容については,全 てにわたる業務担当者 としての知識は問わ

ないが,業 務の本質を理解 させ ることが望ましい。

内 容

2.1問 題分析 と要求定義

① 現状分析 と問題点の把握

② 解決策 の立案 と実現可能性 の評価

③ コ ンピュータ化 の目標 と基本構想の設定

④ ハー ドウ ェア とソフ トウェアの各 々に対す る要求の仕様化

⑤ 関連デ ータの分析

2.2シ ステム設計

(1)シ ステム設計 の内容

① コー ド設計:デ ータコー ドの設定

② 入 出力設計:入 力設計,出 力設計

③ データ設計:フ ァイル設計,デ ータベースの利用設計,記 憶媒体の設定

④ ソフ トウ ェア構造 の設計:サ ブ システム分割 プ ログラム分割,イ ン

タフェース設定

⑤ 信頼性 ・安全性設計:シ ステムの信頼性 と安全性確保機能の設計

⑥ データ通信設計:ネ ー トワー ク設計,ネ ッ トワーク ・アーキテクチ ャ

設定,通 信処理機能 の設計

⑦ 運用設 計:運 用条件 の設定,運 用支援 システムの設計
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② 留意すべ き要件

① 整然た る階層構造化

② データの構造を配慮 した プログ ラムの構造化

③ 効率化,信 頼性への配 慮

④ 保守性,拡 張性へ の配慮

⑤ 操作性,マ ンマ シ ン ・イ ンタフェースへの配慮

⑥ 運用 の経済性へ の配慮

⑦ 既存 ソフ トウェアの十分 な活用

2.3プ ログ ラミング

(1}プ ログラム設計

① 入 出力形式の設計:入 出力デー タのフォーマ ッ トの設計

② プ ログ ラム構造 の設計:プ ログ ラムのモ ジュール分割 とイ ンタフェー

スの設定

③ モ ジュール機 能の設計:各 モ ジュール内容の設計,制 御構造の設計

④ テス ト項 目の抽出:テ ス ト項目の選定,テ ス トデータの作成

② コーデ ィング

2.4テ ス トとデ バ ッグ

2.5文 書 化
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口
問 題分 析,要 求定 義,シ ス テ ム設計,プ ログ ラム設計,プ ロ グ ラ ミ ング,サ

ブ システ ム,コ ーデ ィ ング,イ ンタ フ ェー ス,テ ス ト,デ バ ッグ,ド キ ュ メ ン

ト
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第3章 ソフ トウェア の体系

巨
ソフ トウェアの体系付 けには様 々な考え方があ るが,1つ の例示 として,ソ

フ トウェアを基本 ソフ トウ ェアと応用 ソフ トウェアに分 け体系化す る。 フソ ト

ウェア体系の全ぼ うを把握 できることが目標であ る。

内 容

3.1基 本 ソフ トウェア

① ハー ドウェア機能 の効果的 な利用を支援す るプ ログラム

② 大量 データの処理 や通信処理を始 め,種 々の応用 に共通的 なサービス機

能を提供 す るプ ログ ラム

③ コ ンピュー タ ・システムの正確 ・安全且つ効率的 な運用を支援す るプ ロ

グ ラム

④ ソフ トウェアの作成を容易 にす るための支援 プ ログラム

3.2応 用 ソフ トウェア

口
基本 ソフ トウェア,応 用 ソフ トウェア,制 御 プログラム,言 語処理 プログ ラ

ム,デ ータベース管理 プログ ラム,ソ フ トウェア作成支援プ ログ ラム,共 通応

用 ソフ トウェア,業 務 ・業種 別応用 ソフ トウエア
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第4章 プ ログ ラム言語 と言語処理 プログ ラム

口
プ ログ ラム言語 の歴史,高 水準言語 の種類 と特徴,言 語処理 プ ログ ラムの機

能 につき説明する。特 にソフ トウェア作成業務 における言語 の影響 の大 きさ,

アセ ンブ ラ,FORTRAN,COBOL等 の全体 の中での位置付 け,言 語処

.。理之 旦グ ラムの重要性 な どを正 しく理解 させ る。

口
4.1プ ログ ラム言語の歴史

4.2高 水準言語の種類 と特徴

(1)汎 用 言 語

② 応用向 き言語

4.3言 語処理プ ログ ラム

(1)言 語処理 プログ ラムの役割

(2)ア セ ンブ ラ

(3)コ ンパ イラ

(4)イ ンタプ リタ

(5)ジ ェネ レータ

1旦__.一 語

機 械語,ア セ ンブ ラ言 語,コ ンパ イ ラ言 語,手 続 き型 言 語,非 手 続 き型 言 語,

汎 用 言語,応 用 向 き言 語,言 語 処 理 プ ログ ラム,オ ブ ジ ェ ク'ト ・プ ログ ラム,

ソ ー ス ・プ ログ ラム,ア セ ンブ ラ,コ ンパ イ ラ,イ ンタプ リタ,ジ ェ ネ レー タ,

高水 準 言 語
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第5章 オ ペ レー テ ィグ ・システ ム

口
オペ レーテ ィング ・システムの目的 とその基本的概 念お よび主要機能につい

て説明 し,オ ペ レーテ ィング ・システムの各種機能 を利用 す る立場 として必要

な知識を得 ることを目標 とする。

口
5.1オ ペ レーテ ィング ・システムの目的 と基本概念

① ハ ー ドウェアの能 力の有効 な活用

② 正確 ・安全 なコ ンピュータ処理 の実行

③ 利用者プ ログラムの負荷 の軽減

④ コンピュータ操作や その運用 の支援

5.2オ ペ レーテ ィング ・システムの主要機能

(1)ジ ョブ管理

① ジ ョブ制御言語(JobContro1Language:JCL)

②JCLの カタ ログ機能

③ 入出力に対す るスプー リング機能

② タス ク管理 ・

① タス クの実行 可能状態(ready),実 行状態(run),待 ち状態(wait)

の管理

② 入出力割込み

③ バ ッチ処理,リ アルタイム処理,TSS処 理 のそれぞれ におけ るタス

ク切換 え

④ 優 先制御



(3}デ ータ管理

①JCLの フ ァイル定義文(FD文)と の関係

② 種 々のファイル ・アクセス法 の提供

③ ファイル ・ラベルの処理

④ フ ァイル ・レコー ドのブ ロ ック化 非 ブロ ック化 とバ ッファ

⑤ ファイル記憶装置 入出力チ ャネルな ど,関 連す るハー ドウェアの誤

動作への対処

(4)そ の他の機 能

① 資源管理

・各資源 の状態 の把握

・資源割 当て方策 の決定

・資源 の割 当て

・用済みの資源 の回収

② 障害管理

・障害 の検 出 ・診断 ・波及防止

・回復,再 構成,再 開始

・障害記録

③ データ保護

・本人確認

・ア クセス制御

・モ ニタ リング

④ 運用管理

⑤ 通信制御

5.3仮 想化 の概念

(1)仮 想記憶

② 仮想OS

(3)仮 想計算機



用 語

オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム(OS),制 御 プ ログ ラム、

ロセ ス,ジ ョブ制 御 言語(JCL),仮 想 記憶 ,仮 想OS,

保 護,ジ ョブ管 理,タ ス ク管 理,デ ー タ管 理,資 源 管理,

割 込 み,ア クセ ス制 御

ジョブ,タ スク,プ

仮想計算機,デ ータ

障害管理,運 用管理,
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第6章 サ ービ ス ・プnグ ラム

口
オペ レーテ ィング ・システムの核 となる制御 プ ログ ラムに準ずるもの として,

種 々の応用 に共通的 なサー ビス機能を提供す るのが,サ ービス ・プ ログラムで

ある。 ここでは代表的 なサ ービス ・プログラムの例をあ げて,そ の役割 りを理

解 させ る。

口
6.1サ ー ビ ス ・プ ログ ラム の概念

6.2サ ー ビ ス ・プ ログ ラム の例

(1)連 係 編 集 プ ロ グ ラム と ローダ(Linkageeditor&Loader)

② 編 集 プ ログ ラム

(3)整 列 ・併 合 プ ログ ラム

(4)シ ステ ム生 成 プ ロ グ ラム

、亘
サ ー ビ ス ・プ ログ ラム,ユ ー テ ィリテ ィ ・プ ログ ラ ム,連 係 編 集 プ ログ ラム ・

ロー ダ,編 集 プ ロ グ ラム,整 列 ・併合 プ ログ ラム,シ ス テ ム生成



第7章 共 通 ソフ トウェアの活用

目 標

ソフ トウェアの総合的生産力の増強のために は,既 製の ソフ トウ ェアまた は

その一部を可能 な限 り再利用す ることが必要であ る。

共通 ソフ トウェアの種類,活 用の利点 や活用の現状,作 成上の留意点 などに

つ き説明 し,そ の重要性を理解 させ る。

内 容

7.1共 通 ソフ トウェア活用 の利点

7.2共 通 ソフ トウェアの種類

(1)サ ブルーチ ンとサブプ ログ ラム

① 開 いたサブルーチ ンと閉 じたサ ブルーチ ン

② インタフェース

③ サブルーチ ンの管理

④ サ ブルーチ ンの種類

(2}プ ログラム ・パ ッケー ジ

(3)部 品化 と再利用

7.3共 通 ソフ トウェア作成上 の留意点

区 語

共 通 ソ フ トウ ェア,サ ブ ル ー チ ン,サ ブ プ ログ ラム,イ ンタ フ ェー ス,プ ロ

グ ラム ・パ ッケ ー ジ,部 品化,開 い た サ ブル ーチ ン,閉 じたサ ブル ーチ ン
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第8章 ソフ トウェア開発環境

目 標

ソフ トウェアを開発す る環境を改善 することによって,ソ フ トウェアの生産

性 や品質を大 き く向上 させ得 るとい う考え方が出て来て いる。 ソフ トウェアの

開発環境 とは何か,そ の改善の効果 などにつき理解 させ る。

口
8.1ソ フ トウェ ア開 発 環 境 とは

8.2ソ フ トウ ェ ア開 発 支 援 ツー ル

医 語

ワ ー ク ・ス テ ー シ ョ ン,

支 援 ツ ー ル

ソ フ トウ ェア開 発 支援 システ ム,ソ フ トウ ェ ア開発
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第4部 情報処理 システム

教 育 の 目 標

情報処理 システム とは,ハ ー ドウェア とソフ トウェアを総合 した概念 である。

コ ンピュータの利用分野 の拡大 とニーズの多様化 に ともない,ハ ー ド,ソ フ ト

それぞれの固有技術 に加 えて,そ れ らを統合す るシステム化技術 の重要性 が増

大 しつつあ る。

そめような背景 に もとづ き,代 表的 なシステムと して,コ ンピュータ ・ネ ッ

トワーク ・システム,デ ー タベー ス ・システム,オ フ ィス ・オ ー トメー ション

・システムな どを主 と して とりあ げ,そ の目的,基 本機能,特 徴 などを通 して,

システム とい う概念 とその実体,有 効性 などを理解 させ る。

内 容 の 構 成

内 容 時 間 数

第1章 処理方式の種類と特徴 5

第2章 システ ム構成 5

第3章 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム 10

第4章 デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム 5

第5章 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン(OA) 5

第6章 その他の情報処理システム 10

合 計
'40時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 処理方式の種類 と特徴

巨
バ ッチ処理 リアルタ イム処理,オ ンライ ン処理,TSS,対 話形処理 など,

コ ンピュータの利用分野 の拡大,情 報処理 と通信 の融合などによ って,コ ンピ

ュータの処理方式 は多様化 して来た。 これ らの処理方式の種類 特徴 適応業

務などを理解 させ る。

×巨 ヨ

1.1バ ッチ処理 とリアル タイム処理

(1)バ ッチ処理(一 括処理)

② リアルタイム処理(実 時間処理)

1.2リ モー ト処理 とローカル処理

(1)リ モー ト処理

② ローカル処理

1.3オ ンライ ン処理 とオフライ ン処理

(1}オ ンライ ン処理

② オ フライ ン処理

1.4タ イム シェア リング処理 と対話形処理

(1)タ イムシェア リング処理

② 対話形処理

口
バ ッチ処 理,リ アル タ イム処 理 ,オ ンラ イ ン処 理 オ フ ライ ン処 理,オ ンラ イ

ン ・リア ル タ イム処 理 オ ン ライ ン ・バ ッチ処 理 リモ ー ト処 理 ロー カ ル処

理,リ モ ー ト ・バ ッチ処 理,リ モ ー ト ・ジ ョブ ・エ ン トリ,タ イム シ ェア リン

グ ・シス テ ム(TSS),対 話 形,会 話 形
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第2章 システム構成

目 標

コ ンピュータ ・システムのハー ドウェア構成 は,信 頼性,効 率性,運 用性,

経済性 な どの観点か ら,各 利用者 の環境条件 や システムの目的 によって さまざ

まなバ リエー シ ョンが存在す る。'

ここで は主 と して信頼性 の面か ら多重化構成 と分散処理 システムにつ いて,

それぞれ の特色や適応性 につき説明する。

内 容

2.1多 重化構成

U)CPUの 多重化

① デュプ レックス構成

② デュアル構成

③ マルチプロセッサ構成

② 周辺装置の多重化

① 入出力装置 補助記憶装置,

② アクセス ・パスの多重化

2.2分 散処理システム

(1)分 散処理と集中処理

② 分散処理 システムのタイプ

① 垂直型(階 層型)

② 水平型

語

通信制御装置の多重化

用

多重 化,デ ュプ レックス,デ ュアル,マ ルチプロセ ッサ,ア クセス ・パ ス,分

散処理,集 中処理,垂 直型(階 層型)分 散処理 水平型 分散処理
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第3章 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シ ス テ ム

巨 標

バ ッチ処 理 を点,端 末 とコ ン ピュー タ間 の オ ン ライ ン処 理 を線 とす れ ば,コ

ンピュ ー タ同 志 を結 合 した コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・システ ム は面 に拡 が

った処 理 方 式 と考 え る こ とが で きる。

コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム とは,複 数 の コ ンピュー タ ・シス テ

ム を接 続 して,相 互 の交 信 や デ ー タ の送 受 信 を 容易 に し,そ の総 合的 な リソ ー

スの共 用 を可 能 とす る システ ム で あ る。 こ こで は コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク

・シス テ ム の構 成 ,ネ ッ トワー ク ・ア ー キ テ クチ ャ とプ ロ トコル の概 念 コ ン

ピュー タ ・ネ ッ トワ ー クの種 類 や その サ ー ビス機 能 な ど につ き説 明 し,そ の利

用 方 法 や 効用 に つ いて も理 解 させ る。

内 容

3.1コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ トワ ー ク ・シス テ ム の構 成 と利用 形 態

(1)コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ムの構 成

① デ ー タ交換 網

② ホ ス ト ・コ ンピュ ー タ ・シス テ ム

⑧ ネ ッ トワ ー クの型 ・集 中型(ス タ ー型)

・リ ング型 ・混 合 型

② コ ンピ ュー タ ・ネ ッ トワー ク の利 用 形 態

3.2ネ ッ トワ ー ク ・ア ーキ テ クチ ャ

(1}ネ ッ トワ ー ク ・アー キ テ クチ ャの概 念

(2)ネ ッ トワ ー ク ・ア一一キ テ クチ ャの標 準 化

・分散型
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3.3

(1)

(2)

(3)

3.4

ω

(2)

ネ ッ トワーク ・システムの種類

広域 ネ ッ トワー クとLAN

公衆 ネ ッ トワー クと専用ネ ッ トワーク

ネ ッ トワーク間接続

通信 ネ ッ トワーク、・サービス

第一種電気通信事業者 のサー ビス

第二種電気通信事業者 のサー ビス

用 語

コ ン ピュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム,デ ー タ交 換 網,ホ ス ト ・コ ンピュ ー

タ,集 中型 ネ ッ トワー ク,分 散 型 ネ ッ トワー ク,リ ング型 ネ ッ トワ ー ク,ノ ー

ド,通 信制 御 プ ロセ ッサ(CCP),FEP,ロ ー カル ・ネ ッ トワー ク,ネ ッ

トワ ー ク ・ア ー キ テ クチ ャ,通 信 プ ロ トコル,OSI,広 域 ネ ッ トワー ク,L

AN,公 衆 ネ ッ トワ ー ク,専 用 ネ ッ トワー ク,ゲ ー トウェ イ,第 一 種 電 気通 信

事 業,第 二 種 電 気 通 信事 業,VAN(付 加 価 値 通 信網)
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第4章 デ ー タ ベ ース ・シス テ ム

目 標

データベースの概念 とその特徴,デ ータベースを形成 するデータの構造,デ

ータベースの効率的 な使用を支援す るDBMSな どにつ き説明す る。デ ータベ

ースを活用す る立場 として必要 な知識 を習得す ることを目標 とす る。

戸 一 答

4.1デ ータベースの概念

4.2デ ータベー スの構造

ω 階層型

(2)ネ ッ トワー ク型

(3)ノ レー ショナル型

4.3デ ータベース管理 システム

ω 三層構造 ・外部 スキーマ ・概念 スキーマ ・内部 スキーマ

(2)DBMSの 主要機能

(3)デ ータベース言語 の代表的機能

① データ操作機能

② スキーマ定義機能

③'イ ンタフェース機能

④ 運用機能

口
デ ー タ ベ ー ス,デ ー タ構 造,階 層 型,ネ ッ トワ ー ク型,

一 夕ベ ー ス管 理 システ ム(DBMS) ,外 部 ス キ 「マ,

キ ーマ,ビ ュー,デ ー タベ ー ス言 語,親 言 語
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第5章 オ フ ィス ・オ ー トメ ー シ ョ ン(OA)

匡 標

近 年 オ フ ィス ・オ ー トメー シ ョン(OA;OfficeAutomation)の 発 展 は 目覚

ま しい。 この章 で はOAの 目 的,機 能,OAシ ス テ ム,OA機 器 な どの概 念 を

学 習 させ る こ とを 目的 と して い る。

内 容

5.1オ ー トメ ー シ ョ ンの概 念

① 生 産 オ ーV-一 シ ョ ンとOAの 比 較

②OAに お け る 日米 条 件 比較

③ 生 産 オ ー トメニ シ ョ ンの概念

5.20Aシ ス テ ム

{1)OAジ ステ ム の概 念

②OAの 発 展 過程

(3)OAシ ステ ムの構 成

① 企 業 内(イ ンハ ウス)OAシ ス テ ム

・構 内 情 報 通信 網(LAN:LoacalAreaNetwork)

・端末機器 ・独立の機器

・各 種 の 制 御 装置(ネ ッ トワ ー ク制御 ,電 子 メー ル制 御 等)

② 広 域OAシ ス テ ム

・INS(lnformationNetworkSytem)

・情 報 ユ ー テ ィリテ ィ

・関 連 の シ ステ ム(官 庁 ,国 際,家 庭,等)
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5.30A機 器

(1)各 種OA機 器の役割

① 非定形的なアナログ情報を扱う機器

② 定形的デジタルな情報を扱う機器

② 主要OA機 器の原理

用 五
百
'重
曹

メ カニ カ ル ・オ ー トメ ー シ ョン,プ ロセ ス ・オ ー トメ ー シ ョン,イ メー ジ情 報

シス テ ム,文 書 情 報 シス テ ム,数 値情 報 シス テム ,音 声 情 報 シス テ ム,INS

電 子 メ ール,電 子 フ ァ イル,情 報 ユ ー テ ィ リテ ィ,ア ナ ログ的処 理 ,デ ィジ タ

ル的 処理,ア ル ゴ リズ ミ ック処 理 ノ ン ・ア ル ゴ リズ ミ ック処 理
,フ ァ ックス,

マ イ ク ロ ・コ ン ピュ ー タ,オ フ ィス ・コ ン ピュー タ,パ ー ソナル ・コ ンピ ュー

タ,ワ ー ド ・プ ロ セ ッサ,テ レ ビ会議



第6章 その他の情報処理 システム

巨
これ まで に説明 した種 々の情報処理 システム以外 の主要 システムについて学

習 させ る。

口
6.1フ ァク トリ ・オ ー トメー シ ョン(FA)

①CAE(ComputerAidedEngineering)

②CAD/CAM

③CAT(ComputerAidedTesting)

④CAR(ComputerAidedRetrleva1)

6.2CAD/CAM

①CAD(コ ンピ ュー タ に よ る設 計)

②CAM(コ ン ピ ュー タ に よ る製 造)

⑧NC工 作 機 械(NUmericalContro1-typemachinetools)

④NC自 動 プ ロ グ ラ ミ ング装置

⑤NCロ ボ ッ ト(Numerica1Controlrobot)

6.3フ レキ シブ ル 生 産 シ ステ ム(FMS;FlexibleManufacturingSystem)

(1)FMSの 構 成 要 素

①NC工 作 機 械(NC旋 盤(前 出)な ど)

② 産業 用 ロボ ッ ト(NCロ ボ ッ ト)

③ 自動 搬 送 シス テ ム

④ 自動化 立 体 倉 庫 シス テ ム(automaticstackbuilding)

⑤ 自動 保 守 ・点検 シ ステ ム

⑥ コ ン ピュ ー タ中 央 管 理 システ ム
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t'て3ザー学 級
・学 校 運 営(CMI

(4)関 連 の教 育 機 材 の概 要

6.6人 工 知 能(AI)と エ キ スパ ー ト'・シス テ ム

(1)人 工 知 能(AI:ArtificialIntelligence)

① 人 工 知 能 の特 性

② 人 工 知 能 の用 途

③ 関 連 事 項 ・第5世 代 コ ン ピュ ・・一夕開 発 『・AI言 語

(2)エ キ スパ ー ト ・システ ム(expertsystem)

① 推 論 の 方 法 の解 説

② 構 築 ツー ル

AI用 ハ ー ドウ エ ア

② 類 似 の 概 念

①FMC(FrexibleManufacturingCell)

特 に 中 小 企 業 との 関 連 を 考 え る 。

②IMS(IntegratedManufacturingSystems)

③CIM(ComputerIntegratedManufacturing)

6.4コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク(CG)

6.5CAI/CMI

(1)CAI(ComputerAided(Assisted)Instruction)の 構 成 要 素

②CAIの 種 類

ComputerManagedInstruction)

口
フ ァ ク ト リ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,メ カ ト ロ ニ ク ス

,フ レキ シ ブ ル 生 産,数 値 制

御(NC),工 作 機 械,産 業 用 ロ ボ ッ ト,CAE ,CAT、CAT,ウ ル ト ラ ・マ イ ク ロ.

フ イル ム,光 デ ィ ス ク,CAD/CAM ,グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ,NC■ 作 機 械,

自 動 搬 送 シ ス テ ム,自 動 立 体 倉 庫 シ ス テ ム,パ レ ッ ト ・ラ ッ ク
,FMC,IMS,

コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ フ ィ ッ ク
,イ メ ー ジ ・プ ロ セ シ ング,コ ン ピ ュ ー タ ・グ ラ

フ ィ ッ ク,イ メ ー ジ ・プ ロセ シ ン グ ・コ ン ピ ュ ー タ ・ア ニ メ ー シ ョ ン
,CAI,

CMI,人 工 知 能(AI),エ キ ス パ ー ト ・シ ス テ ム
,推 論
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第5部 プ ログラム流 れ図 の作成

教 育 の 目 標

情報処理技術者が,プ ログ ラムを作成す るに当 って は,処 理 すべき問題 の論

理(ロ ジ ック)を 正 し くかつ適切に組み立 てる能力が不可欠で ある。個 々のプ

ログ ラム言語 にいかに精通 していて も,論 理の組み立て能力が欠如 していたの

で は,プ ログ ラミング能 力があ るとはいえない。 そ こで,当 部 で はプ ログ ラム

論理を正 しくかつ適切 に構築す る ことので きる能力の養成を主眼 とす る。 単に

プ ログ ラム論理が正 しいだけで はな く,わ か りやす く構造化 した論理 の組み立

てがで きる能力を養 う。

プ ログ ラム論理 の作成 には,今 でもプ ログ ラム流れ図が広 く用 い られている

ので,当 部 で もプログラム流 れ図 を用 いた論理の組立て技法 を教 え る。

唖
内 容 時 間 数

第1章 流れ図の基本概念 4

第2章3つ の基本形 とその応用 6

第3章 ファイル処理の基本技法 14

第4章 構造化 したプログラム論理の作成技法 13

第5章 複数ファイル処理の技法 20

第6章 表操作 と内部分類の技法 18

第7章 科学技術計算のための流れ図技法 15

合 計 90時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。



第1章 流れ図の基本概念

信 標

学 習者が次 の事柄がで くようになるのを目標 とする。

1.流 れ図作成 にさい して必要 となる主要な4つ の記号 と,そ れ らを用 いて

作成す ることのできる3つ の流れ図 の基本形を指摘す る。

2.シ ステム流れ図 とプ ログ ラム流れ図 のそれぞれの主要 な特徴 と目的,お

よび概括流 れ図 と詳細流 れ図 の差を説 明す る。

3.JISで 規定 してい る 「情報処理流れ図記号」の規則に したが って,プ

ログ ラム流 れ図 の主要な記号の適切 な使用をす ると同時 に,作 成 したプロ

グ ラム流れ図の見直 しをす る。

4.3で 習得 した流 れ図記号 の書 き方 とそれぞれの用法 を生 か して,基 本的

な問題 に関す るプログ ラム流れ図を完成す る。

内 割

1.1流 れ図の特徴と基本形

(1)流 れ図の目的と一一般 的特徴

② アルゴリズムと流れ図の関係

(3)流 れ図を表現するための基本的な記号

・端子記号 ・処理記号 ・判断記号 ・流れ線

(4)流 れ図の基本形

① 直線形(連 続形)の 流れ図

② 分岐形(選 択形)の 流れ図

③ ループ形(反 復形ないしは繰返 し形)の 流れ図
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流れ図の種類

システム流れ図

プログラム流れ図

概括流れ図と詳細流れ図

プログラム流れ図の主要な記号と用法

記号の適用範囲と用法の…般事項

主要な流れ図記号の種類と用途

流れ図作成上のその他の規則

作成したプログラムの見直し

最 も基本的な論理の流れ図

カード内容の印刷

明細印刷

最終レコー ドの判定方法

入力レコードのチェック(コ ー ド・テス ト他)

配列検査

区 五

目
ニ
コ
ロ

流 れ図(フ ローチ ャー ト),ア ルゴ リズム,端 子記号,処 理記号,判 断記号,

流れ線,直 線形(連 続形),選 択形(分 岐形),反 復形(繰 返 し形),ル ープ,

永久 ループ,入 出力記号,シ ステム流 れ図,プ ログ ラム流れ図,プ ログ ラムの

保守,プ ログ ラム文書化(プ ログ ラム ・ドキュメ ンテー ション),情 報処理用

流れ図記号,準 備記号,結 合子,注 釈記号,サ ブルーチ ン,副 プ ログ ラム,定

義済み処理 記号,オ ンライン記憶記 号,出 結合子,入 結合子,横 線入 り記号,

明細印刷,区 切 りカー ド(デ リミタ ・カー ド),配 列検査
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第2章3つ の基本形とその応用

口
学習者が流れ図の3つ の基本形 に関連 して,次 の事柄がで きるよ うになるの

を目標 とす る。

1.プ ログラム流れ図作成 にあた っての3つ の基本形 を指摘 し,そ れぞれの

_」 重用上 の主要 な特徴を説明す る。

2.プ ログラムの逐次制御 を生か した直線形の適応,選 択形 の中のIFTHEN

ESLE形 とIFTHEN形 の使 い分 け,お よび複合条件を駆使 した選択条件 の指

定をす る。

3.DOWHILE形 とREDEATUNTIL形 の反復,さ らにカ ウンタを用 いた反復制御

のそれぞれの適切 な使 い分 けをす る。

4.与 え られた問題 に対 して,直 線形,選 択形,反 復形 の3つ の基本形を適

用 して,そ れぞれの問題 に最適 なプ ログ ラム流れ図を完成す る。

口
2.13つ の基本形 の整理

(1)直 線形(連 続形)

② 選択形(分 岐形)

(3)反 復形(繰 返 し形)

2.2直 線形の応用

(1)逐 次制御 と制御 の流れ の変更

① プ ログラム記憶方式 と逐次制御

② 制御の流れの変更(飛 び越 し命令、無条件飛び越 し命 令,条 件付 き飛

び越 し命令)
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② 直線形 の応用

2.3選 択 形の応用

(1)IFTHENELSE形

(2)IFTHEN形

(3)多 分岐形(CASE形)

(4)複 合条件 に もとつ いた選択

2.4反 復 形の応用

(1)DOWHILE形

① プログ ラム流れ図 の基本的 な構造

(2)REPEATUNTIL形

① プログ ラム流れ図 の基本的 な構造

(3)カ ウ ンタを用 いた反復制御のパ ター ン

① 反復制御用 のカウ ンタの使 い方(初 期値 のセ ッ ト,反 復処理,増 加値

のセ ッ ト,反 復条件 の判定)

已 ∋
流れ図の基本的パ ター ン(基 本形),IFTHENELSE形,IF

THEN形,DOWHILE形,REPEATUNTIL形,多 分岐形,

CASE形,条 件式、論理式,複 合条件,論 理和,論 理積,OR条 件(論 理和

条件),AND条 件(論 理積条件),NOT条 件(否 定条件),カ ウンタ,初

期値,増 加 値(増 分値),制 御変数,入 れ子
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第3章 ファイル処理の基本技法

己 郵

学習者 が ファイル と流れ図に関連 した次 の事柄 がで きるようになることを目

標 とす る。

1.事 務処理分野 でのデ ータ処理でのデータ処理 の基本的 な内容 と主要な処

理パ ター ンを説 明する。

2.フ ァイルを構成 する諸要素を列挙 し,ま た主要 な ファイルの種類 とその

用途を説明す る。

3.フ ァイル処理の主要 な作業内容 を説 明 し,フ ァイル処理 プログ ラムの基

本構造を流れ図にま とめる。

4.次 の処理内容を含んだ単数入力 ファイルを処理 す るためのプ ログ ラム流

れ図を作成す る。

(1)入 力 レコ・一.一ドの検査

② 明細印刷 と改 ペー ジ制御

(3)昏 乱　{]検査

(4)単 一 レベル のグループ制御

㈲ 多重 レベル のグループ制御 と合計印刷

口
3.1フ ァイル処 理の特性

(1)事 務分野 での基本的なデ ータ処理

① データ処理 の基本的要 素 とその内容(デ ータの発生,デ ータの記録,

データの処理,報 告書 の作成,デ ータの保管)

② 事務処理 のパター ン(報 告書 の作成事務,帳 簿 の内容 更新事務)

③ 事務処理 の性格 とコ ンピュータ処理 の特徴
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② フ ァイル処 理 の概念 と基本的 内容

① ファイルの基本構 造(け た,バ イ ト,サ ブフ ィール ド,副 項 目 フ ィ

ール ド,項 目または欄,レ コー ド,論 理 レコー ド,物 理 レコー ド,ブ ロ

ック化 レコー ド,ブ ロック化係 数,デ ー タベース)

② ファイルの種類(入 出力別 フ ァイノ∪ 機能別 ファイル.使 用目的別 フ

ァイル,記 録 媒体 別 ファイル,処 理方式別 ファイル)

⑧ マスタ ・フ ァイル と トランザ クション ・ファイルの関係

順処理 フ ァイル と乱処理 ファイル

④ ファイル処理 の基本的内容(フ ァイルの入力媒体変換 ファイルの分

類 ラァイルの生成 フ ァイルの組合せ,フ ァイルの更新,フ ァイルの

出力媒体変換)

⑤ フ ァイル処理 プ ログラムの基本構造(処 理の前準備,処 理 の本体 処

理 の後始末)

3.2単 数 ファイル処理 のプ ログ ラム流れ図

(1)フ ァイルの入力媒体変換 と入力 レコー ドの検査

① ファイルの入力媒体変換 の論理

② 入力 レコー ドの検査 の論理

(2)明 細印刷 と改ペー ジ制御

① 明細印刷 の論理

② 改ページ制御の論理の組込み

(3)配 列検査 とグループ制御

① 配列検査の論理

② グループ制御の論理

(4)合 計処理 と報告書作成

① 明細印刷 とグループ合計印刷

② グループ合計印刷の例題と詳細プログラム流れ図

⑧ 多重レベルのグループ制御の論理
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L語
媒 体 変 換,分 類,組 合 せ,突 合せ,フ ァイル処 理,デ ー タ ・フ ァイル,フ ァ

イル,フ ィー ル ド(項 目,欄),サ ブ フ ィール ド(副 項 目),論 理 レコー ド,

物 理 レコ ー ド,ブ ロ ック化 レコ ー ド,ブ ロ ック化,ブ ロ ック化 係 数,非 ブ ロ ッ

ク化,デ ー タ ベー ス,保 存 フ ァイル,一 時 フ ァイル,作 業 用 フ ァ イル(ワ ー ク

・フ ァ イル) ,マ ス タ ・フ ァ イル(基 本 フ ァイル,親 フ ァ イル,主 フ ァイル,

一台帳2ア イル,ト ラ ンザ ク シ ョン ・フ ァ イル(変 動 フ ァ イル,発 生 フ ァイル,

取 引 フ ァ イル),マ ス タ ・レコー ド,ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・レコー ド,キ ー,キ

ー項 目(キ ー ・フ ィー ル ド) ,順 処 理 フ ァ イル(シ ー ケ ン シャル ・フ ァイル),

順 処 理(シ ー ケ ン シャル 処 理,順 次 処 理),乱 処 理 フ ァイル(ラ ンダ ム ・フ ァ

イル),乱 処 理(ラ ンダ ム処 理,直 接 ア クセ ス処理),入 出 力 媒 体変 換,分 類

プ ログ ラム,昇 順(正 順)、 降 順(逆 順),フ ァ イル の生 成 フ ァ イル の組 合

せ 分類/併 合 プ ログ ラム(分 類/組 合 せ プ ログ ラ ム).,フ ァイル の更新,フ ァ

イル の入 出 力 媒体 変 換 シス テ ム検査(シ ステ ム ・チ ェ ック),限 界検 査(範

囲 チ ェ ック),コ ー ド検 査,妥 当性 検査,け たず れ検 査,検 査 数 字 検 査(チ ェ

ック ・デ ィジ ッ ト検査),ハ ッ シュ ・トー タル検 査(合 計検 査),順 序 検 査(

配 列 検査),使 用 文字 検 査,改 ペ ー ジ制御,様 式 制 御(フ ォー マ ッ ト制 御),

プ ロ グ ラム ・ス イ ッチ,グ ル ー プ制 御(グ ルー プ ・コ ン トロー ル),制 御 項 目

(コ ン トロー ル項 目),制 御 グル ー プ(コ ン トロー ル ・グル ー プ)
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第4章 構造化 したプログラム論理の作成技法

目 標

学習者がプ ログ ラム論理 の構造化 に関連 して,次 の事柄がで きるよ うになる

ことを目標 とす る。

1.プ ログ ラム論理 の構造化 の背景 とその重要性 の主要 な理由を述べ る。

2.わ か りやすい プログ ラムにす るための論理 の構 造化 を適用 した,フ ァイ

ル処理 に関す るプ ログ ラム流れ図を作成 する。

内 容

4.1プ ログラム論理の構造化の必要性

(1)ハ ー ドウェア技術の進歩と価格性能比の向上

① ハー ドウエア技術の長足の進歩

② 価格性能比の飛躍的向上

② 従来のプログラミング技法の反省

① ソフトウエア開発のあり方の問題

② プログラムの維持保守の負担増

③ 人権費比率の増大化傾向

④ システムやプログラムの高度 ・複雑化

(3}プ ログラム論理の構造化の重要性

① わかりやすさの必要性

② わかりやすさの要件

4.2構 造化プログラミングの規則の適用

(1)分 か りやすいプログラム論理の組立て方

① 適正でないプログラム流れ図

② プログラム論理の構造化
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② 適正プログラムへの論理の構造化

① 入口が複数個の例題の適正構造化

② 出口が複数個の例題の適正構造化

(3)フ ァイル処理プログラムの論理の構造化

① 標準化したファイル処理の基本構造

② 入力媒体変換プログラムの論理の構造化

③ 明細印刷プログラムの論理の構造化

④ グループ制御を含んだプログラム論理の構造化

用 語

モ ジ ュー ル,モ ジ ュ ール分 割,モ ジュ ール の独立 性,機 能 の階 層 構 造 化,ス ト

ラク チ ャー ド ・プ ログ ラ ミ ング,ス トラクチ ャー ド ・コ ーデ ィング,適 正 プ ロ

グ ラム,基 本構 造 単 位,拡 張構 造 単位
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第5章 複数 ファイル処理の技法

口
学習者が複数 フ ァイル処理に関 して,次 の事柄 がで きるよ うになることを目

標 とす る。

1.突 き合せ形 の ファイル処理 の4つ の種類を列挙 し,そ れ らに共通す る処

理技法上 のポイ ン トを指摘 する。

2.下 記 のフ ァイル処理 に関す るプ ログラム流れ図 を,構 造化論理 の原則 に

したが って完成す る。

(1)フ ァイルの併合処理

② ファイル の突合せ処理

(3)フ ァイルの更新処理

(4)フ ァイルの維持保守

巨
5.1突 合せ形 ファイル処理 の基本的なポ イ ン ト

(1)突 合せ 形の ファイル処理 とは

② 突合せ形処理の種類

① フ ァイルの併合(フ ァイル ・マージ)

② ファイルの突合せ(フ ァイル ・マ ッチ ング)

③ ファイル の更新(フ ァイル ・ア ップデー ト)

④ フ ァイル の維持保守(フ ァイル ・メ ンテナ ンス)

(3)突 合せ形処理 の技法上 のポイ ン ト

5.2フ ァイル の併合処理

(1)フ ァイル の併合処理の概略

② フ ァイルの併合処理 のプログラム論理
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ファイルの突合せ処理

ファイルの突合せ処理 の概念

ファイルの突合せ処理 のプ ログラム論理

1対1の 突合せ処理

1対nの 突合せ処理

ファイルの更新処理

ファイルの更新処理 の概念

ファイルの更新処理 のプ ログラム論理

ファイルの維持保守のプ ログ ラム論理

ファイルの維持保守 の概略

ファイルの維持保守 の基本論理

用 語

突合 せ 処 理 フ ァ イル の併 合(フ ァ イル ・マ ー ジ)、,フ ァ イル の突 合せ(フ ァ

イル ・マ ッチ ング),フ ァイル の更新(フ ァ イル ・ア ップデ ー ト),フ ァ イル の

維 持 保 守(フ ァ イル ・メ ンテ ナ ンス),プ ログ ラム ・ス イ ッチ
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第6章 表操作 と内部分類の技法

巨
学習者が表操作 と内部分類に関 して,次 の事柄 ができるようになることを 目標

とす る。

1.次 の3種 類の表につ いて,そ れぞれ の構造 とその要素を参照 し処理す る

や り方を説明す る。

(1)一 次元 の表 の場合

(2)二 次元 の表 の場合

(3)三 次元の表の場合

2.次 の表探索 のプログ ラム論理を組 み込んだプ ログラム流れ図を作成す る。

(1)順 次探索

(2)複 合表の探索

(3)区 間探索

(4)直 接探索

㈲ 二分探索

⑥ 二次元 の表探索

3.内 部分類 の技 法を説明 し,そ の うちの交換分類法 のプ ログラム論理を組

み込 んだプ ログラム流 れ図 を作成す る。

口
6.1

(1)

(2)

(3)

(4)

表の構造 と表要素の参照法

一次元の表の場合

二次元の表の場合

三次元の表の場合

表の初期値の設定方法
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6.2表 探索の各種技法

(1)順 次探索のプログラム論理

② 複合表 とその探索技法

(3)区 間探索の手法 とプログラム論理

(4)直 接探索の技法とプログラム論理

㈲ 二分探索の手法とプログラム論理

(6)二 次元の表探索技法

6.3内 部分類の技法とプログラム論理

(1)分 類の基本概念

① 内部分類と外部分類

② 外部分類の基本的ステップ

③ 内部分類の種類

② 交換分類法の技法とプログラム論理

1用 副

表(テ ーブル),配 列,表 要 素(配 列要 素),表 名(配 列名),添 字(指 標)

限界値,表 操作(配 列処理),一 次元配列,二 次元配列,三 次元配列,行 列,

表探索(テ ーブル ・サーチ),表 索 引,探 索 引数 テー ブル引数(表 引数),

順次探索,複 合表 区間探索,直 接探索 二分探索 分類 キー,昇 順,降 順,

外部分類 内部分類 交換分類法,挿 入分類法 選択分類法,バ ランス型分類

法 ・
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第7章 科学技術計算のための流れ図技法

⊆ 副

学習者は、科学技術計算に関連した次の要素を組込んだプログラム流れ図が

作成できるようになることを目標とする。

1.基 本的技法(平 均と標準偏差,素 因数分解,最 大公約数,計 算誤差,相

関係数)

2.方 程式の数値解法

3.数 値積分

4.行 列演算 と統計計算

内 容

7.1基 本的パ ター ン

(1}平 均 と標準偏差

② 素因数分解

(3)最 大公約数

㈲ 計算誤差'

㈲ 相関係数

7.2方 程式 の数値解法

ω 二分法

② ニュー トン法

(3)掃 き出 し法

7.3数 値積分

{1)台 形則

② シ ンプソ ン則
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7.4行 列演算と統計計算

(1)行 列演算 と行列式

② 統計計算

1用 語

平均,標 準偏差,相 関係数,素 数,素 因 数分解,最 大公約数,計 算誤差,方

程式の数値解法,二 分法,ニ ュー トン法,数 値積分,行 列演算,行 列式,文 字

一 処理,ビ ッ ト処理,数 の基底変換
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第6部 フ ァイル

⌒
ファイルの概念を理解 し,論 理 レコー ドと物理 レコー ドの違 いを明確 にする。

つぎにフ ァイル編成法を媒体 と関係づ けて説明す る。 さ らに フ ァイルを読み書

きす るときのアクセス法 と、 それを実行 す るときのプ ログ ラム書法を対照 して説

明す る。

フ ァイルの知識 は,情 報処理 に欠 くことがで きないので、 実際 のプ ログ ラム

作成や システム設計 の講義 にお いて必要な事項を洩れな く説明す る ことが望 ま

しい。 そのため,フ ァイル作成 や再編成 などに使用す るユーテ ィリテ ィ ・プ ロ

グ ラム,ジ ョブ制御言語 など もこの内容 に加え る必要があ る。

亟
内 容 時 間 数

第1章 ファイルの基本概念 4

第2章 ファイルの種類 2

第3章 磁気テープ順編成ファイルの作成と処理 4

第4章 磁気デ ィスク順編成ファイルの作成と処理 4

第5章 区分編成ファイルの概要 2

第6章 索引順編成ファイルの作成 と処理 5

第7章 直編成ファイルの作成 と処理 1

第8章VSAMフ ァイルの概 要 6

第9章 フ レキ シブ ル ・デ ィス ク ・フ ァイル の概 要
2

合 計 30時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。



第1章 フ ァイルの基本概念

巨
学習者が次の事柄がで きるよ うになるのを目標 とす る。

1.フ ァイルの媒体 とそれを読み書 きす る装置について,フ ァイルの取扱い

に必要 な程度 の知識を持つ。

2.フ ァイル媒体 ごとにその上 の記録 可能な ファイル編成法を列挙す る。

3.ビ ッ ト列か らバ イ ト,デ ータ項 目,論 理 レコー ド,物 理 レコー ド,フ ァ

イルへ と順 に組み立ててい くファイルの構造を説明す る。

4.ラ ベル の役割を知 り,内 容,形 式を説明する。

口
1.1

1.2

1.3

1.4

1.5

1.6

レコー ドとファイル

論理 レコー ドと物理 レコー ド

フ ァイル記憶媒体 と補助記憶装置

レコー ド形式

磁気 テープの特性

直接 アクセス記憶装 置の特性

用
五
目
'雪
田

デ ー タ項 目(フ ィール ド),論 理 レコ ー ド,物 理 レコ ー ド,ブ ロ ック化 非

ブ ロ ック化,ブnッ ク化 因(係)凱 記 録 密 度,ブnッ ク間 ギ ャ ップ(IBG),

ラベル,ボ リュー ム,ト ラ ッ ク,ヘ ッ ド,キ ー項 目,カ ウ ン ト,シ ー ク(ポ ジ

シ ョニ ング),サ ー チ(回 転 待 ち),エ クス テ ン ト,キ ー付 レコー ド,キ ー な

し レコ ー ド,単 一 ボ リュ ー ム ・フ ァ イル,複 数 ボ リュー ム ・フ ァイ ル,ボ リュ

ー ム目録 テー プ ・マ ー ク,固 定 長 レコー ド,可 変 長 レコー ド,不 安 長 レコー

ド,ス パ ン レコ ー ド ー77一



第2章 ファイルの種類

目 標

学習者が次の事柄 がで きるようにな るのを 目標 とす る。

ファイルが処理 に用い られる とき,用 途やい ろい ろいな区別によ り,さ まざ

まな名前で呼ばれた り区分 され た りす るので,そ れ らの名前を指摘 し,基 本的

な事柄を説明す る。

内 容

2.1利 用主体 による分類

2.2用 途による分類

① 基本 フ ァイル

② 変動 フ ァイル

③ 入 出力 フ ァイル

④ 作業用 フ ァイル

2.3使 用期間 か ら見た分類

2.4ボ リューム数か ら見た分 類

2.5媒 体 によ る分類

2.6ラ ベルの有無 よる分類

2.7フ ァイル編成法 による分類

用 語

⑤ 累積 フ ァイル

⑥ 経 歴 フ ァイ ル

⑦ サ マ リー ・フ ァイル

⑧ ロ グ ・フ ァイ ル

基本 フ ァイル,変 動 フ ァイル,入 出 力 フ ァイル,作 業 用 フ ァ イル,シ ス テム

・フ ァ イル ,利 用 者 フ ァイル,累 積 フ ァイル,経 歴 フ ァイ ル,サ マ リー ・フ ァ

イル,ロ グ ・フ ァイル,永 久 フ ァイル,一 時 フ ァ イル
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第3章 磁気テープ順編成ファイルの作成と処理

恒 副

学習者が次の事柄がで きるよ うになる ことを目標 とする。

磁気 テープ順編成 ファイルの作成,形 式,処 理 の内容 を説明す る。

区 割

(1)磁 気 テープ順編成 ファイルの構造

② フ ァイル ・アクセス法

(3)磁 気 テープ順編成 ファイルの処理

㈲ 収容 レコー ド数 と読 み書 き時間 の計算

已 郵

昇顧,降 順,更 新,追 加,削 除,拡 張処理
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第4章 磁気デ ィスク順編成 ファイルの作成 と処理

口
学習者が次 の事柄 ができるようになるのを目標 とす る。

磁気 テープ順 編成 ファイル と対比 しなが ら,磁 気 デ ィスクの特性を指摘 する。

口
1

2

3

4

磁気デ ィスク順編成 ファイルの構 造

ファイル ・ア クセス法

磁気デ ィス ク順編 成 ファイルの処理

フ ァイル容量 と読み書 き時間 の計算

口
削除文字,再 編成,エ クステ ン ト



第5章 直編成ファイルの作成と処理

目 標

学 習者が次 の事柄 ができ るよ うにな ることを目標にす る。

直編成 ファイルの構造,形 式,処 理についてその要点 を説明す る。

内 容

(1)直 編成 フ ァイルの構造

② ファイル ・アクセス法

(3)レ コー ド ・ア ドレス

(4}シ ノニム ・レコー ドの管理

㈲ 直編成 フ ァイルの処理

一
直接 ア ドレス,間 接 ア ドレス,実 ア ドレス,相 対 ア ドレス,キ ー変 換,シ ノ

ニム ・レコー ド
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第6章 索引順編成ファイルの作成 と処理

目 標

学 習者 が次 の事柄 がで きるのを 目標 とす る。

索引順 編成 ファイル の構造,形 式,処 理について その要点を理解す る。

内 容

(1)索 引順編成 フ ァイルの構造

② 索引

(3)フ ァイル ・ア クセ ス法

(4)索 引順編成 ファイルの処理

-
基本 データ域,索 引域,マ スタ索 引,

域,シ リンダあふれ域、独立あふれ域

シ リ ンダ索 引,ト ラ ック索 引,あ ふれ
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第7章 区分編成ファイルの概要

目 刺

学習者が次 の事柄がで きるよ うにな るのを目標 とす る。

区分編成 フ ァイル の構造 と特長 について説 明す る。

内 容

(1)区 分編成 フ ァイルの構造

② ファイル ・アクセス法

(3)区 分編成 フ ァイルの処理

1用 司

登録 簿,メ ンバ ー,標 識 フ ィール ド,メ ンバ ー記 入項 目
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第8章VSAMフ ァイルの概要

目 標

学習者が次の事柄がで きるよ うになるのを 目標 とす る。

VSAMフ ァイルの構造 と利用法 を説 明 し,ア クセス法,フ ァイル管理方法,

特長 の要点を述べ る。

内 容

(1)VSAMフ ァイルの特長

②VSAMフ ァイルの種類

(3)VSAMフ ァイルの構造

(4)VSAMフ ァイルの処理

用 語

KSDS,ESDS,RRDS,コ ン トm・一ル ・エ リア(制 御域),コ ン ト

ロルー ・インターバル(制 御 イ ンターバ ル)
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●

第9章 フ レキ シブル ・デ ィス ク ・フ ァイ ル の概 要

目 標

学習者が次の事柄ができるようになるのを目標とする。

フレキ シブル ・デ ィス グに記録す るファイルの形式を指摘 し,読 み書 きに必要

な時間や記憶容量を計算 する。

内 容

(1)フ レキ シブル ・デ ィスク ・ファイルの形式

② ファイル ・アクセス法

③ ファイル容量 と読み書 き時間の計算

用 語

セクタ,両 面記録,片 面記録
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第7部COBOL

卵
与 え られた問題をCOBOLで 記述 で きるよにす ることが,こ の部 の目標 である。

そのため,JIS/COBOL(最 高水 準)の うち,相 対 ファイルの水準2,索 引 ファイル

の水準2,プ ログラム間連絡 の水準2,報 告書作成の全部,区 分 化の全部,登 録

集 の全部,デ バ ッグの全部,通 信 の全部を除 く部分の書 き方を正確 に理解 させ,

プ ログ ラム流れ図を見 てプ ログ ラムが記述で きるようにす る。

函
内 容 時間数

第1章COBOL概 説 8

第2章 見出 し部 と環境部 2

第3章 デー タ部 10

第4章 手続 き部 60

第5章 表操作 15

第6章 順 ファイルの取 り扱い 45

第7章 相対 ファイルの取り扱い 15

第8章 索引ファイルの取り扱い 15

第9章 整列併合 15

第10章 プログラム間連絡機能 15

合 計 200時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章COBOL概 説

口
学 習者が次 の事柄がで きるよになるこ とを目標 とする。

1.COBOLの 歴史や特長 を知 り,意 義や役割を説明する。

2.COBOLの 形式を知 り,文 法 の基礎的部分を説明する。

3.第3部 ソフ トウェア第4章 プnグ ラム言語の うち,COBOLに ついて輪郭 を説

明す る。

口
1.1COBOLの 歴 史

(1)COBOLを 制定 す る に い た った 動機 や 背景

(2}1959年 にCODASYL(TheCOnferenceonDAtaSYstemLanguage)

が設 立 され た こ と。CODASYLがCOBOLの 標 準 化 に果 た して い る役 割

(3}COBOLが 発 表 され た経過 。COBOL-68以 降最 近 まで の動 向

1.2COBOLの 特長

(1}共 通 言語 で あ る こと

② 事 務用 言 語 で あ る こ と

(3)文 書化 能 力 が あ る こ と

④ 英 語 と類 似 して い る こ と

1.3COBOLプ ログ ラム記 述 の基 本事 項

(1)文 字`

② 語

(3)定 数

1.4COBOLプ ログ ラム の構 成

1.5COBOLの 一 般 形 式

1.6正 書 法
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唖
CODASYL,COBOL文 字集合,語,文 字 の組,分 離符,句 読点 のための文字 の組,

算術演算子,比 較演算子,編 集用文字の組,予 約語,条 件名,デ ータ名,フ ァイ

ル名,指 標名、 レベル番号,呼 び名,段 落名,プ ログラム名,レ コー ド名,節 名,

定数,文 字定数,数 字定数,表 意定数,COBOLの 一般形式,正 書法,原 始 プmグ

ラム,一 意名,修 飾語,A領 域,B領 域,標 識領域

一88一



第2章 見出し部と環境部

亘
学習者 が次 の事柄がで きるよになることを目標 とす る。

1.見 出 し部 と環境部が読 める。

2.問 題 の記述や システム流れ図をみて,見 出 し部 と環境部の内容を確定 できる。

3.見 出 し部 と環 境部 が正 しく書 ける。

口
2.1見 出 し部 の書 き方

2.2環 境部 の書 き方

口
見出し部,環 境部,

計算機

プ ログ ラム名段落,翻 訳 日付段落,翻 訳用計算機,実 行用
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第3章 デ ー タ 部

口
学 習者 が次 の事柄がで きる ことを 目標 にす る。

1.フ ァイル とレコー ドの関係を 明確 に理解す る。

2.デ ータ部 の構成 と書 き方 を理解 し,フ ァイル設計書を見てデ ータ部が書 け る。

匝
3.1デ ー タ部 の書 き方

(1)部 の見 出 し

② フ ァ イル節

①FD及 びSD

②BLOCKCONTAINS

③RECORDCONTAINS

④LABELRECORDS

⑤DATARECORDS

⑥VALUEOF

{3}作 業 場 所 節

亘
フ ァイル節,作 業場所節,報 告書節,字 類,項 類,基 本項目,集 団項 目,レ ベ

ル番号,PICTURE,挿 入編集,浮 動挿入編集,ゼ ロ抑制編集,指 標名,フ ァイル

記述,レ コー ド記述,デ ータ記 述
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第4章 手 続 き 部

口
学 習者 が次 の事柄 がで きるよ うになることを目標 とす る。

1.流 れ図を見てプ ログ ラムの手続 き部 が書 ける。

2.手 続 き部の構文 と文法,処 理パ ター ンの関係が説明で きる。

口
4:'1手 続 き部 の機能

4.2直 線形 プ ログ ラムの書 き方

(1)命 令における共通句 と一般規則

①ROUNDED句

②CORRESPONDING句

② 入 出力命令

(3)転 記命令

(4)算 術命令

① 被加数 と加数 の位置,項 類,最 大 けた数

② 四捨五入 の指示 の仕方

③ けたあふれの場合 の処理 の仕方

④ 答を求め る場所を変え る ことがで きること

⑤ 対応(CORRESPONDING)指 定

⑥ 算術演算 の種類

⑦ 演算の優先順位

⑧ カ ッコの使 い方

⑨ 四捨五入 とけたあふれ

㈲ その他 の命令

4.3選 択形 プ ログ ラムの書 き方

(1)IF命 令

② ケー ス選択構造
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4.4繰 返 し形 の プ ログ ラム の書 き方

(1)PERFORM命 令

(2)GOTO命 令

口
宣言部分,手 続 き部分,実 行順序,条 件文,算 術式,条 件式,字 類条件,条 件

名条件,ス イ ッチ状態条件,正 負条件,無 条件文,転 記,編 集,桁 調べ,桁 あふ

れ

一92一



第5章 表 操 作

亘
COBOLプ ログラムにおいて,表 とは一連 のデータ項 目を論理的 に連続 したデー

タ項目の集ま りとして定義 した ものをい う。各項 目(要 素)の 呼び出 しは,表 の

名前 とその項目の嚢中 の相対的位置 を示 して行 う。相対的位置 は,添 字 または指

標名 によって指定す ることを例示 して説明する。

本章で は学習者が次 の事柄 がで きることを 目標にする。

{1)表 の論理的 な概念,構 造 につ いて理解 し,表 の定数 ,OCCURS句 の使用,表

要 素に値を設定す る。

(2)添 字,指 標,SEARCH命 令によ り表が操作で きる。

(3)PERFORH命 令 と組合せて表操作がで きる。

口
5.1デ ータ部 の書 き方

(1)OCCURS句

(2)REDEFINES句

5.2手 続 き部 の 書 き方

(1)SEARCH命 令

②SET命 令

用 語

表,添 字,指 標付 き,キ ー



ど

第6章 頗 ファイルの取 り扱い

亘
ファイルか らレコー ドを,記 録 されている順序で呼び出 し,処 理 をするのが順

ファイル の取 り扱 いの内容で ある。 したが って,呼 び出 しの順序 は,フ ァイルに

レコー ドが書かれる ときめ られ る。順 ファイル に対 する処理を行 うには,環 境部

の ファイル管理段落,入 出力管理段落,デ ータ部の ファイル記述項でそれぞれ定

義を行 い,そ の上で手続 き部 にお いてOPEN,CLOSE,READ,WRITE命 令を使 って処

理 を行 うことを説明す る。

本章で は学習者が次 の事柄を達成 してい ることを目標 とする

1.順 フ ァイルの編成法,フ ァイル処理の方法,フ ァイル処理 に関連す る論理を

習得 する。

2.フ ァイル処理 に関連 す るCOBOL文 法を習得 し,プ ログ ラムが作成で きる。

亘
6.1環 境部の書 き方

{1)フ ァイル管理段落

② 入 出力管理段落

6.2デ ータ部 の書 き方

② ファイル節

6.3手 続 き部 の書 き方

{1)OPEN命 令

(2)CLOSE命 令

(3)READ命 令

(4)WRITE命 令

口
呼 び 出 し法,終 了 条件,非 リー ル/ユ ニ ッ ト,順 単 一 リー ル/ユ ニ ッ ト,順 複

数 リール/ユ ニ ッ ト
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第7章 相対 ファイルの取 り扱 い

口
相対 ファイル は直接ア クセス記憶装置上にだけ許され るファイルで ある。 ファ

イル内 の レコー ドは,相 対 レコー ド番号によ り識別され,こ の番号 によ って読 み

書 きされ ることを説明す る。

相対 フ ァイルに対 して用い られ る呼び出 し法は,フ ァイルに存在す る レコー、ド

を相対 レコー ド番号 の昇順で呼 び出す順呼び出 し法 と,利 用者の制御によ って相

対 レコー ド番号で レコー ドを呼 び出す乱呼 び出 し法が使用 できる ことを説明す る。

本章で は学習者 が,次 の事柄 を達成 していることを目標 とす る。

1.相 対 ファイルの取扱 いを理解 し,そ の処理を記述で きる。

2.相 対 ファイル処理の論理 についてプ ログ ラムを作成す ることができる。

口
7.1環 境部 の書 き方

α)フ ァイル管理段落

{2)入 出力管理 段落

7.2デ ータ部の書 き方

7.3手 続 き部 の書 き方

{1)OPEN命 令

(2)CLOSE命 令

(3)READ命 令

(4}DELETE命 令

(5)REWRITE命 令

{6)WRITE命 令

嗣
順序呼び出し法,乱 呼び出し法,相 対キー項目



第8章 索 引ファイルの取 り扱 い

口
索引 ファイル は順 呼び出 しも乱呼び出 しもで きるファイルであ り,レ コー ド中

の1っ のキーの値 に よ って レコー ドが識別 され る。 キーの値 によ って識別す る点

で相対 ファイル とは異 なる ことに注意する。

レコー ドには1つ または複数 のデ一一タ項 目がキー と して設定 されることを説明

す る。

本章で は,学 習者が次 の事柄を達成 している ことを 目標 にす る。

1.索 引 ファイル の処理を行 う場合 の流 れが説明で きる。

2.フ ァイル処理 に関連 するCOBOL文 法を習得 し,プ ログ ラム作成がで きる。

口
8.1環 境部 の書 き方

(1)フ ァイル管理段落

② 入出力管理段落

8.2デ ータ部 の書 き方

8.3手 続 き部 の書 き方

(1)OPEN命 令

(2)USE命 令

(3)CLOSE

(4)DELETE命 令

㈲READ命 令

⑥REWRITE命 令

(7)WRITE命 令

亘
索 弓Lキ ー,重 複 キ ー,状 態 キ ー
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第9章 整 列 併 合

口
COBOL整 列併合機能 は,利 用者が指定 したキーの組に従 って,い くつかの フ ァ

イルの レコー ドの順序 をそ ろえた り,同 じくそろえ られた レコー ドを持 つ2つ 以

上 のファイルを併合す るものであることを説 明す る。利用者は入力手続 や出力手

続 きによ って,各 レコー ドに対 し特別な処理 を行 うことがで きる。 このよ うな処

理 はSORT命 令 による順序づ けの前,後 また はその両方で,ま たMERGE命 令によ る

併合の後 で行 うことがでる ことを説明す る。

このよ うな処理 は,INPUTPROCEDURE,OUTPVTPROCEDUREと いう記述項 によ り

行 う場合 と,USING,GIVING句 によ って行 う場合の2通 りがあることを説 明す る。

本章で は,学 習者 が次 の事柄がで きる ことを目標 とす る。

1.順 フ ァイル処理,そ の他照合順序 に従 った処理 のための整列併合 の論理を理

解 する。

2.COBOLプ ログ ラムで整列併合を行 うときの書 き方を習得す る。

口
9.1環 境部 の書 き方

(1)入 出力節

① ファイル管理段落

② 出入力管理段落

9.2デ ータ部の書 き方

9.3手 続 き部の書 き方

(1)RELEASE命 令

(2)RETURN命 令

(3)SORT命 令

(4}MERGE命 令
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亘
昇 順 キ ー 降 順 キrRELEASE,RETURN,INPUT,PROCEDURE,OUTPUTPROCEDURE,

照合 順 序



第10章 プログラム間連絡機能

口
プ ログ ラム間連絡機 能は,複 数個 のプ ログ ラムが互いに連絡す る機能であ って,

大 きな問題をプ ログラムするとき,全 体 をい くつかの単位 に分 けてそれぞれ独立

の小 さいプ ログラムと して作成 し,完 成 させ,実 行 時にそれ らのプログラムを互

いに連絡 させて処理を進 めるときに使用 す る機能であ ることを説明す る。 そのほ

か,標 準的 なプ ログ ラム部分を あ らか じめ作成 してお き,そ れ らを利用 して新 し

いプログ ラムを作成す るときに も便利 な機能 である。連絡 とは,1つ のプ ログ ラ

ムか ら別 のプ ログラムへ実行時 に制御 を移 す ことと,両 方のプ ログ ラムか ら同一

データ項 目を使用す ることで ある点 も説 明す る。

本章 で は,学 習者が次の事柄がで きることを目標 にす る。

1.プ ログ ラムを分割 して作成す る。

2.す でにでき上 った複数個 のプ ログラムを,実 行時 に一体化す る。

口
10.1デ ータ部 の書 き方

10.2手 続 き部 の書 き方

用 語

連絡節,独 立連絡場所,CALL,呼 ぶ プ ログラム,呼 ばれ るプログラム
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第8部FORTRAN

⌒
本指針 にお けるFORTRANの 教育 の目標 は,初 級情報処理技術者に求 め られる科

学技術計算 のプログ ラム技法につ いて,JISFORTRAN上 位水準 に準拠 して,適 正 プ

ログ ラムを作成す る能力を習得す る ことにあ る。

函
内 容 時間数1

第1章 ・FORTRAN概 説 5

第2章FORTRANプ ログ ラムの形式 5

第3章 プログ ラムの構造 5

第4章 直線形のプログラム 10

第5章 選択形のプログラム 10

第6章 反復形のプ ログ ラム(1) 10

第7章 反復形のプログラム② 10

第8章 反復形のプ ログ ラム(3) 10

第9章 反復形のプ ログラム(4} 15

第10章1次 元配列 とプ ログ ラム 15

第11章2次 元配列 とプ ログ ラム 30

第12章 文関数を引用するプログラム 15

第13章 関数副プログラムの引用 30

第14章 サブルーチ ン副 プ ログ ラムを引用す るプログ ラム 30
…

合 計 200時間i

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章FORTRAN概 説

口
1.FORTRANの 特長,開 発 と標準化 の歴史を理解す る。

2.実 習計算機 に即 して,FORTRANの 原始プ ログ ラムの翻訳 と実行 の仕組を理解

す る。

亘
1.1FORTRANの 特 長

{1)プ ログ ラム言 語FORTRAN

1.2翻 訳 と実 行

(1)翻 訳 と実 行,JCL

(2)JISFORTRAN

・用 語

高 水 準言 語,問 題 向 き言 語,手 順 向 き言 語,コ ンパ イ ラ言語 、JISFORTRAN,基

本 水 準,上 位 水 準,FORTRAN77,処 理 系,原 始 プ ログ ラ ム,翻 訳,実 行,ソ ー ス

リス ト,エ ラー メ ッセ ー ジ
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第2章FORTRANプ ログ ラムの形式

亘
1.FORTRANプ ログ ラム の形 式,文 字 の 書 き方 の規則 に従 って,コ ー デ ィ ングの

練 習 を す る。

口
2.1FIRTRAN.の 文 字 集 合

(1)英 数 字,特 殊 文 字

② 文 字 の書 き方

2.2プ ログ ラム の形 式

{1)文,文 番 号,行 の 領域

(2)コ ン トロー ル ・シthト

13)誤 り修 正

亘
コ ー デ ィング,コ ーデ ィ ング用 紙,プ ログ ラム ・カ ー ド,デ ー タ ・カ ー ド,制

御 カ ー ド,ORCシ ー ト,コ ン トロール ・シー ト,パ ス ワ ー ド,文 字 集 合,英 字,

数 字,特 殊 文 字,文,開 始 行,注 釈 行,継 続 行,文 番号,カ ラム,END文,プ ロ

グ ラ ム単位
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第3章 プログラムの構造

口
1.事 例を完成 して,ア ル ゴ リズムの意味 とその基本性質を理解 す る。

2.三 つ の基本形 の特長を説 明 し,流 れ図に表現す る。モ ジュールの意味を理解

す る。

口
3.1事 例

3.2ア ルゴ リズムの定義 と性質

(1)ア ルゴ リズムの定義

② 基本性質

3.3三 つの基本形 と流れ図

(1)直 線形

(2)選 択形

(3)反 復形DOWHILE形

3.4モ ジュール と適正 プログ ラム

{1)ユ ーク リッ ドの互除法

② 適正 プ ログ ラム

西
ア ル ゴ リズム,算 法,三 つ の 基本 形,直 線 形,選 択形,IFTHENELSE形,反 復

形,DOWHILE形,モ ジ ュー'ル,論 理 式,真,偽,適 正 プ ログ ラム,奇 数 魔 方 陣

(ド ・ラ ・ル ー ブ ル の方 法),整 列(選 択 交 換法),ニ ュ ー トン法,ユ ー ク リ ッ ド

の互 除 法,素 数(エ ラ トス テ ネ ス の飾),組 み立 て 除法
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第4章 直線形 のプ ログラム

口
直線形 の事例,演 習問題を解析 し,流 れ図 を作成 し,プ ログラムを完成す る。

口
4.1事 例解析

4.2文 法

(1)PROGRAM文,プ ログ ラム名,英 字名,SPOT文,END文

(2)デ ータの型,型 宣言,型 宣言文,INTEGER文,整 数型データ,整 定数,整 数

型変数,変 数名,数 値記憶単位

(3)算 術演算子,算 術式,算 術定数式,演 算の優先順位,整 数化 された商,算

術代入文

(4)PRINT文,書 式識別子,出 力並 び,並 び による出力文

屋 二蚕]、

PROGRAM文,プ ログ ラム名,英 字名,デ ータの型,型 宣言,型 宣言文,INTEGER

文,整 数型データ,整 定数,整 数型変数,変 数名,数 値記憶単位,算 術演算子,

算術式,演 算の優 先順位,整 数化 され た商,整 数数式,算 術代入文,PRINT文,

書式識別子,出 力 並び,並 びによる出力文,STOP文
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第5章 選択形 のプログラム

口
選択形の事例,演 習問題を解析 して流れ図を作成し,プ ログラムを完成する。

口
5.1事 例 解 析

5.2文 法

(1)ブ ロ ックIF文,ELSE文,ENDIF文,IFブ ロ ック,ELSEブ ロ ック,字 下 げ効 果

② 関 係 演 算 子,関 係 式,論 理 式

(3)入 力 並 び によ る入 力文,入 力並 び,READ文

(4)組 込 み 関数MOD,総 称 名,引 数

口
ブ ロ ックIF文,ELSE文,ENDIF文,IFブ ロ ック,ELSEブ ロ ック,関 係 演 算 子,

関 係 式,論 理 式,入 力 並 び,並 び に よ る入 力文,READ文,組 込 み関 数MOD,総 称名,

引数
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第6章 反復形 のプ ログラム(1)

口
1.先 行判定反復形(DOWHILE形)の 事例,演 習問題を解析 して流れ図を作成 し,

プ ログラムを完成 す る。

2.整 数形デ ータの正負 の最大値を理解 し,プ ログラ ミングに役立て る。

口
6.1事 例 解 析

6.2文 法

(1)論 理IF文,GOTO文

{2)READ文,WRITE文,FORMAT文,装 置 指 定 子,行 送 り,1形 編集,ア ポ ス

トロ フ ィ編 集,X形 編 集

6.3整 数 型 デ ー タ と固 定 小 数点 方 式

口
論 理IF文,GOTO文,READ文,WRITE文,装 置 指 定 子,FORMAT文,行 送 り,1

形 編 集,ア ポ ス トロ フ ィ編 集,X形 編 集,固 定 小 数 点 方式,フ イボ ッチ数 列,漸

化式
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第7章 反復形のプログラム②

亘
後続判定反復形(REPEATUNTIL形)の 事例,演 習問題を解析 し,流 れ図を作成

しプログラムを完成する。

口
7.1事 例解析

7.2文 法

(1)実 数型 データ,実 定数 基本実定数,実 数型変数REAL文,型 の変換

(2)組 込み関数ABS,SQRT,個 別名

(3)F型 編集,E形 編集,斜 線編集

(4)REPEAT.UNTIL形

嗣
実数型 データ,実 定数,基 本実定数 実数型変数,REAL文,F型 編集,E形 編

集,斜 線編集,組 込み関数ABS,組 込み関数SQRT,個 別名,逐 次近似法,ニ ュー

トン ・ラフソ ン法,黄 金分割比
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第8章 反復形 のプ ログ ラム(3)

口
中間判定反復形の事例,

成する。

演 習問題を解析 し,流 れ図を作成 し,プ ログラムを完

亘
8.1事 例解析

8.2文 法

(1)フ ァイル終了指定子,

READ文 を証明す る。

制御情報並び,書 式付き入出力文,並 び項目をもつ

嗣
フ ァイル終了指定子,制 御情報 並び,書 式付 き入出力文,ヘ ロンの公式
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口

第9章 反復形のプ ログ ラム(4)

1.DO形 反復形 の事例,演 習問題を解析 し,流 れ図を作成 し,プ ログラムを完成

す る。

2.計 算機 の計算誤差 を認識 して,プ ログ ラミング,結 果 の評価に役立 てる。

雨
一'⑨:一^丁 事 例解 析

9.2文 法

(1)DO文,DOル ー プ の端 末文,CONTINUE文,DOル ー プの 範囲,DO変 数,初 期 値

パ ラメ ー タ,終 値 パ ラメ ー タ,増 分 パ ラメ ー タ

9.3実 数 型 デ ー タ と浮動 小 数 点 方式

用 語

DO文,DOル ー プの 端 末文,CONTINUE文,DOル ー プ の範 囲,DO変 数,初 期 値 パ ラ

メ ー タ,終 値パ ラメ ー タ,増 分 パ ラメ ー タ,浮 動 小 数 点 方 式
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第10章1次 元配列 とプnグ ラム

亘
1次 元配列を用い る事例,

成す る。

演習問題を解析し,流 れ図を作成 しプログラムを完

口
10.1事 例解析

10.2文 法

(1)1次 元配列,配 列宣 言,配 列名,配 列要素,寸 法宣言子,上 限,下 限 添

字式

{2)DO形 並び

西
1次 元配列,配 列宣言,配 列名,配 列要素,寸 法宣言子,

DO形 並 び,標 準偏差,ベ ク トル の内積,相 関係数

上限,下 限,添 字式,
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第11章2次 元配列 とプ ログラム

ロ
2次 元配列を引用する事例や演習問題を解析し,流 れ図を作成 し,プ ログラム

を完成する。

口
11.1事 例 解 析

11.2文 法

(1)2次 元 配 列

②DO形 並 び

(3)CHARACTER文,DATA文,文 字代 入 文

口
2次 元配列,CHARACTER文,DATA文,文 字代入文,組 込 み関数SIN,組 込み関

数COS,組 込み関数EXP
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第12章 文 関数 を引用す るプログ ラム

ロ
文関数を引用する事例,演 習問題の流れ図を作成 し,プ ログ ラムを完成する。

口
12.1事 例解析

12.2文 法

α)文 関数定義文,文 関数 の引用,仮 引数,実 引数,関 数名

西
文関数定義文 文関数の引用,仮 引数 実引数 関数名,二 分法 シンプソン

則,は さみ打ち法,ク ラメールの定理,サ ラスの規則
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第13章 関数副 プログ ラムの引用

口
関数副プログラムを引用する事例や演習問題を解析して流れ図を作成し,プ ロ

グラムを完成する。

口
13.1事 例 解 析

－r13
.2文 法

(1)主 プ ログ ラム,関 数 副 プ ログ ラム,外 部 関数 名,手 続 き,FUNCTION文,

RETURN文

口
車プ ログ ラム,関 数副 プ ログ ラム,外 部関数名,手 続 き,FUNCTION

文,RETURN文,パ スカル の三角形
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第14章 サブルーチ ン副プ ログ ラムを引用 するプログラム

亘
サ ブルーチ ン副 プ ログ ラムを引用す る事例や演 習問題 を解析 し,流 れ図を作成

して プログ ラムを完成す る。

口
14.1事 例解析

14.2文 法

(1)サ ブルーチ ン,サ ブルーチ ン副 プ ログラム,サ ブル ーチ ン名,CALL文

②COMMON文,共 通 ブ ロック名,無 名共通ブ ロック

(3)整 合配列,定 配列宣言子,仮 配列宣言子,実 配列宣言子

陸
サブルーチ ン,サ ブル ーチ ン副プ ログ ラム,サ ブルーチ ン名,CALL文,COMMON

文,整 合配列,定 配列宣言子,仮 配列宣言子,実 配列宣言子,共 通 ブ ロック名,

無名共通 ブ ロック,掃 き出 し計算,逆 行列,全 加算器
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第9部 アセ ンブ ラ

嗣
基礎的 なアセ ンブ ラ言語 プ ログ ラミングがで きるようにする ことと,あ わせ て

マ シンの構造 と動作原理を理解 させ ることが目標 である。教育を効果 あるものに

す るためには演習,実 習が不可欠で ある。

⑭
内 容

'

時間数

第1章 アセ ンブ ラ言語 プ ログ ラミング概説 1

第2章 .マ シンの構造 と動作 4

第3章 機械語命令 8

第4章 アセ ンブ ラ言語 7

第5章 基本 プ ログ ラ ミング 30 .

第6章 応用 プ ログ ラ ミング 60

合 計 110時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第 ユ章 アセ ンブ ラ言語 プ ログ ラミング概説

口
1.ア セ ンブ ラ言語 は,基 本的 には,マ シンを直接的 に操作す るための言語であ

ることを理解す る。

2.ア セ ンブ リとはどんな作業で あるかを理解す る。

3.他 のプログ ラ ミング言語 と較べたアセ ンブラ言語 の長所 と短所を理解す る。

4.ア セ ンブラ言語 が使 われている応用分野を知 って,な ぜアセ ンブラ言語が使

われてい るのか を理解 す る。

5.ア セ ンブ ラ言語 によ るプ ログ ラミングで の留意点 が把握 で きる。

口
1.、1ア セ ンブ ラ言 語 とは

(1)ア セ ンブ ラ言 語 と機 械 語

② ア セ ンブ ラに よ るア セ ンブ リ作業 の概 略

1.2ア セ ンブ ラ言 語 プ ログ ラ ミングの特 長

(1)ア セ ンブ ラ ・プ ログ ラム の特 長

② .ア セ ンブ ラ言 語 プ ログ ラ ミングの問 題 点

(3)ア セ ンブ ラ ・プ ログ ラム の要 件.

1.3ア セ ンブ ラ言 語 プ ログ ラ ミ ング の応 用 分 野

(1)オ ペ レー テ ィ ング ・シス テ ム

(2)シ ステ ム ・プ ロ グ ラ ミング

③ リア ル タ イ ム ・シス テ ム の プ ログ ラム

(4)マ イ コ ン組 込 み プ ログ ラ ミング

㈲ コ ンパ イ ラが つ くり出 す 目的 プ ログ ラム

(6)ス ーパ ー コ ン ビ 」L'一夕 の コ ー ド ・チ ュ ー ニ ング
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口
アセ ンブ ラ言 語,ア セ ンブ ラ,ア セ ンブ リ,機 械 語,コ ンピュ ー タ ・ア ー キ テ

ク チ ャ・ オ ペ レーテ ィ ング ・シス テ ム,コ ンパ イ ラ,シ ステ ム ・プ ログ ラム,リ

アル タ イム ・システ ム,ス ーパ ー コ ンピ ュー タ ,コ ー ドの効 率化
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第2章 マシンの構造 と動作

亘
1.ア セ ンブ ラ言語 プ ログ ラミングに必要 なマ シンの構造 と動作 を理解す る。

2.マ シンの中で は,す べて の情報が(0と1の)ビ ッ ト列に コー ド化 されて記

憶 され,操 作 され ることを理解 する。

3.ノ イマ ン型 マ シンによ る命令の順次実行制御 を理解す る。

4.各 種データが マ シンの中で どのよ うに表現 され るかがわか る。

5.ア ドレス とア ドレッツ シングを理解す る。

6.ス タ ックの考 え方 と,ス タ ック ・ポ イ ンタによるスタ ック操作を理解す る。

7.割 込 み は,考 え方 と,割 り込 むタイ ミングについてわかればよい。

8.入 出力操作 はチ ャ ンネル等CPU以 外 の装置 にその大半 の作業をまかせ て し

ま うことがわかれば十分 で,入 出力 の詳細 まで は分か らな くて もよい。

口
2.1コ ンピュータ ・システムの構成

2.2主 記憶装置 の構成

(1)主 記憶を構成 す るア ドレス単位 とア ドレス

② ビ ッ トの意味

(3)バ イ トとい う単位

(4)語 とデータ処理 の幅

(5)ア ドレス ・レジスタ とデータ ・レジスタ

2.3中 央演算処理装置 の構成

(1)レ ジスタ類 算術論理演算 ユニ ッ ト,制 御ユ ニ ッ ト

(2)汎 用 レジスタ

{3)フ ラグ ・レジスタ(条 件 コー ド・レジスタ)

④ 制御 カ ウ ンタ と命令 レジスタ

(5)中 央演算処理装置 の動作
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2.4デ ータの表現

・(1)2進 整数 の表現

② 符号付 き2進 整数 の補数 表現

㈲ 論理デ ータの表現(ビ ッ ト列)

(4)文 字 の表現 とコー ド体系

2.5命 令 の表現

(1)命 令の表現

② 命令を構成 す る各 フ ィール ド

2.6ア ドレッシング

(1)命 令ア ドレス ・フ ィール ド

(2)指 標 レジスタによるア ドレス修飾 と実効ア ドレス

(3}ス タ ックとスタ ック ・ポ インタ

2.7ス タ ック

(1)ス タ ックの本質

(2)ス タ ック ・ポイ ンタ とスタ ック操作

2.8命 令 の実行制御 と割 込み

ω 制御 カウ ンタによ るプ ログラム実行 の順次制御

② 割込み の考 え方

(3)割 込み のタイ ミング

2.9入 出力動作

(1)チ ャンネル

② 入出力操作 をチ ャンネル以降の機器に委ね る理由

垣=亙]
主記憶装置 ア ドレス ・レジスタ,デ ータ レジスタ,中 央演算処理装置 チ ャ

ネル,入 出 力装 置,語,ア ドレス,バ イ ト,語 長,ビ ッ ト,レ ジス タ,汎 用 レジ

ス タ,指 標 レジス タ,フ ラグ レジ タ,制 御 カ ウ ンタ,命 令 レジス タ,算 術 論 理

演算 ユ ニ ッ ト,制 御 ユ ニ ッ ト,コ ー ド,数 値 デ ー タ,論 理 デ ー タ,文 字 デ ー タ,

文 字 コー ドの体 系,2進 化16進 数 補数,命 令形 式,命 令 コ.一 ド,ア ドレ ッシ ン

グ,実 行 ア ドレス,ス タ ック,ス タ ック ・ポ イ ンタ,順 次 制 御,割 込 み,入 出 力

命 令
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第3章 機械語命令

口
1.個 々の機械語命令に よる動作 を理解 する。

2.2進 整数 と10進 整数 の間 の変換 ができる。

3.補 数表現による符号付 き2進 整数 の加減算がで きる。

4.AND,OR,EXCLUSIVEOR,NOTの 論理演算 ができる。

5.条 件 コー ドのセ ッ トと判定がで きる。

6.ス タ ック操作がで きる。

7.副 プuグ ラム との連係方法 を理解 する。

8.オ ペ レーテ ィング ・システムな どの システム ・プログ ラムで使 われる システ

ム制御 命令(セ ッ ト)を は じめ多 くの種類の機械語命令があ ることを理解す る。

口
3.1ロ ー ド/ス トア命令

(1)ロ ー ド命令

(2)ス トア命令

(3)ロ ー ド即値ア ドレス命令

3.2算 術演算命 令

(1)符 号付 き2進 整数 の加 算命令

② 符号付 き2進 整数 の減算命 令

(3)10進2進 変換 と2進 変換

(4)符 号付 き2進 整数 の加減算

⑤ 補数 のつ くり方

⑥ 加減算 の結果 によ るフラグ ・レジスタへの条件 コー ドの設定

(7)桁 あふれ とその条件

3.3論 理演算命 令

{1)汎 用 レジスタ と主記憶装置 の語 の間 の論理積(AN,D)命 令

② 汎用 レジスタ と主記憶装置 の語 の間 の論理和(OR)命 令
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{3)汎 用 レジスタと主記憶装置 の語の間 の排他的論理和(EXCLUSIVEOR)命

令

(4)論 理積,論 理和,排 他的論理和の結果 によるフラグ ・レジスタへの条件

コー ドの設定

㈲ 論理積 によるマスク操作

(6)排 他的論理和演算の種 々の性質

3.4シ フ ト演算命令

(1)算 術左 シフ ト命令

② 算術右 シフ ト命令

(3)シ フ ト操作 による2進 数整数の乗 除

(4)シ フ トにお ける上位桁 あふれ(オ ーバフロー)と,下 位桁あふれ(ア

ンダ フロー)

㈲ 論理左 シフ ト命令

㈲ 論理右 シフ ト命令

3.5比 較命令

(1)算 術比較命令

② 論理比較命令

3.6分 岐命令

(1)正 分岐命令,負 分岐命 令,非 零分岐命令,零 分岐命令

② 無条件分岐命令

3.7ス タ ック操作命令^

(1)プ ッシュ命令

② ポ ップ命令

3.8コ ール/リ ター ン命令

(1)コ ール命令

② リター ン命令

3.9シ ステム制御命令

3.10そ の他の命令
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用
五
百
'ヨ
口

口ー ド命令,ス トア命令,ロ ー ド即値 ア ドレス命令,加 算命令,減 算命令,

10進2進 変換,2進10進 変換,等 号付 き2進 整数 の加減算,条 件 コー ドの設定,

桁あふれ,論 理積命令,論 理和命令,排 他的論理和命令,真 理値表,マ スク操作,

排他的論理和命令の性質,シ フ ト,算 術左 シフ ト命令,算 術右 シフ ト命令,2進

整数 の乗除,上 位桁 あふれ(オ ーバ フロー),下 位桁 あふれ(ア ンダフ ロー),

論理左 シフ ト命令,論 理右 シフ!命 令,算 術比較 命令,論 理比較命令,正 分岐命

令、負分岐命令,非 零分岐命令,零 分岐命令,無 条件分岐命令,プ ッシュ命令,

ポ ップ命令,プ ッシュダ ウ ン操作,ポ ップア ップ操作,副 プ ログ ラム,サ ブプ ロ

グラム,サ ブルーチ ン,コ ール命令,リ ター ン命令,シ ステム制御命令 セ ッ ト,

入出力命令 セ ッ ト,浮 動小数点命令 セ ッ ト,10進 整数命令セ ッ ト

一122一



第4章 アセ ンブ ラ言語

亘
1.個 々の機械語命令をアセ ンブ ラ言語 としての記号命令で表せ る。

2.ア セ ンブ ラ命令が分か り,個 々のアセ ンブ ラ命令を使え る。

3.マ クロ命令が分 か り,個 々のマク ロ命令を使える。ア セ ンブ ラが どの うよう

に してアセ ンブ ラ言語 プログ ラムを機械語 プ ログ ラムに変換 してい るかが大筋'

として分か る。

口
4.1命 令 の形 式

4.2記 号命 令

4.3ア セ ンブ ラ命 令

(1)擬 似命 令

(2)START命 令

(3)END命 令

(4)記 憶 領 域 定義(DS:DifineStorage)命 令

(5}定 数 定義(DC:DefineConstant)命 令

4.4マ ク ロ'命令 とオ ペ レー テ ィ ング ・システ ム の呼 出 し

(1)マ ク ロ命 令 の機 能

② 入 力(IN)命 令

(3)出 力(OUT)命 令

(4)終 了(EXIT)命 令

口
ア セ ンブ ラ言 語 の命 令 の形 式,ラ ベル 欄,命 令 コー ド欄,オ ペ ラ ン ド欄,注 釈

欄,注 釈行,ラ ベル,記 号 命 令,ニ モ ニ ック ・コー ド,ア セ ンブ ラ命 令,擬 似 命

令,START命 令,END命 令,記 憶 領 域 定 義 命 令,定 数 定義 命 令,マ ク ロ命 令,オ ペ

レー テ ィング ・シス テ ム,入 力 命 令,出 力 命令,終 了 命令
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第5章 基本プ ログ ラミング

口
1.基 本命令セ ッ トのアセ ンブ ラ言語プ ログラムでよ く使われる基本機能 のプ ロ

グ ラミングを理解す る。

2.プ ログ ラムの各種実行制御を機械語命令で どのよ うに行 うかを理解 する。

3.ス タ ックを使 った再帰処理がで きる。

4.ア セ ンブ ラ言語 の表記法 に慣れ る。

口
5.1論 理 操 作

5.2判 定 操 作

5.3場 合分 け制御

5.4繰 返 し制 御

5.5文 字 操 作

5.6加 減 乗 除

5.7表 操 作

5.8ス タ ック操作

5.9副 プ ログ ラムのコール とリター ン

5.10入 出 力 操 作

5.11再 帰呼び出 し

口
マ ス ク操 作,判 定 操 作,場 合 分 け制 御,繰 返 し制 御,WHILEDO形,REPEAT-

UNTIL形,FOR形,16進 表 現,文 字 コー ド,2進 整 数 の乗 除算,10進 整 数 の 加減 算,

ス タ ック操 作,表 操 作,副 プ ロ グ ラム の コ ール,リ タ ー ン,リ タ ー ン ・ア ドレス,

入 力 引数,出 力 引数,レ コ ー ド,再 帰 呼 び 出 し,階 乗
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第6章 応用 プ ログ ラミング

口
1.簡 単なアセ ンブ ラ言語 プ ログ ラムが書 ける。

2.ア セ ンブ ラ言語 プ ログ ラミングで要求 され る心掛 けが身につ く。

3.マ シンの動作 が理解で き,コ ンパ イラ言語の文が現実 にはどのような機械語

に翻訳 され実行 されているかが大体わか る。

口
1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

2進10進 変換

最大公約数の計算

素数の計算(エ ラ トステネスのふるい)

表 の 整 列

ポインタによる表の整列

巡回冗長符号の計算

論理行列のANDとORに よる内積

2進 浮動小数点の加算

10進浮動小数点の加算

ポーランド記法変換

2進 木の作成 と探索

文字データ処理

口
2進10進 変換,ユ ーク リッドの互除法,エ ラ トステネスのふ るい,バ ブル ソー

ト,昇 順,整 列,ポ イ ンタ,巡 回冗長符号,論 理行列,内 積,2進 浮動小数点表

現,10進 浮動少数点表現,逆 ポー ラン ド記法,ハ ノイの塔,2進 木,出 力領域
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第10部 システム開発 と運用

塵
当部で は,ア プ リケー ション ・システムの開発 か らプ ログラム開発 プログラ

ム ・テス トか らシステム運用に至 るまでのすべて の局面 について説明する。 さ ら

に,そ れ らの各局面を成功裡 に遂行 してい くための組織体制の あり方,お よび情

報処理技術者 の位置づ け と役割について も理解 させ る。

当部で取 り上 げるテーマのい くつかは,初 級情報処理技術 者 の守備範囲を超え

るものもあるが,こ れ らは初級情報処理技術者 の担 当業務を全体の中に位置づ け

て考え,か つ視野 を拡大 して もらう狙 いがあ る。 また,中 上級技術者 を目指すた

めのキ ャリア の一環 と して の知識を修得 させ る目的 もある。 プ ログラム開発やテ

ス トの知識 ・技術 は初級 技術者 にとって も不可欠 な ものであ る。

函
内 容 時間数

第1章 システ ム開発 の手順 とシステム設計 4

第2章 プログラム開発技法 12

第3章 プログ ラムの テス トと品質管理 7

第4章 文書化 7

第5章 システム運用 6

第6章 情報 システム部門の機能と情報処理技術者の位置づけ 4

合 計140時 間

※上記の時間数 は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 システム開発の手 順 とシステム設計

口
学習者が システムの開発手順 とシステム設計 に関 して,次 の事柄がで きるよ う

になる ことを目標 とする。

1.シ ステム開発 におけるそれぞれの段階(局 面)の 主要 な目的 と作業内容を説

明す る。

2.シ ステム分析 と要求定義お よび外部設計段階で用い られるデータ ・フ ロー ・

ダイヤ グ ラムや トップダウ ン展開 の技法 を説明 し,そ の成果物で ある適用業 務

フローやデ ータ ・フローの解読 をす る。

3.画 面設計 と報告書設計お よびフ ァイルの論理設計の手順 と要点を指摘す る。

4.フ ァイル の物理 設計 と入 出力 レコー ドの レイアウ ト設計,処 理 の詳細設計 の

手順 と要点を説明する。

口
1.1シ ステム開発過程 の概観

(1)実 行可能性の検討(予 備調査)

② システムの分析 と要求定義

(3)シ ステムの外部設計(基 本設計)

(4)シ ステムの内部設計(詳 細設計)

㈲ プログ ラム開発

(6)シ ステム ・テス ト

(7}シ ステムの運 用

1.2シ ステム分析 と要求定義

(Dシ ステム分析 と要求定義 の技法

(2)成 果物 の種類

1.3シ ステムの外部設計(基 本設計)

(1)新 適用業務 フn－ の作成技法

② 画面設計 と報告書設計

(3)フ ァイル,デ ー タベー スの設計
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④ 成 果物 の種類

1.4シ ステムの内部設計(詳 細設計)

(1)フ ァイルの物 理設計

② 入 出力 レコー ドの レイアウ ト設計

(3)入 出力 レコー ドのチェ ック

(4)処 理の詳細設計

⑤ 成果物 の種 類

嗣
局 面 化 開 発 要 件 業 務 フ ロー,デ ー タ ・フ ロー ・ダ イヤ グ ラム,デ ー タ ・フ ロ

ー記 述 デ ー タ ・ス トア記 述 ,新 適 用 業 務 フ ロー,入 出 力仕 様 フ ァ イル の論 理

仕 様 プ ログ ラム 構 造 図,プ ロ グ ラ ム機 能仕 様 トップダ ウ ン展 開 簡 略 仕様 書

IPO記 述,デ シジ ョ ン ・テ ー ブル,画 面 フ ロー,デ ー タ要 素 主 要 デ ー タ ・フ ァ

イル,一 一時 デ ー タ ・フ ァ イル,入 出力 メ ッセ ー ジ ・フ ァイ ル,ロ グ ・フ ァイル,

チ ェ ッ クポ イ ン ト ・フ ァ イル,バ ッ クア ップ ・フ ァ イル,情 報 サ ブ シス テ ム,

HIPO,図 式 目次,ダ イヤ グ ラム
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第2章 プログラム開発技法

亘
学習者がプ ログ ラム開発技法に関連 して,次 の事柄 ができるよ うにな ることを

目標 とす る。

1.プ ログラム開発 にお ける作業 ステ ップを列挙 し,そ れぞれのステ ップで の主

要な目的 と作業内容を説明す る。

2.プnグ ラムを構成す る要素を指摘 し,そ れ らの相互 の関連を説 明す る。

3.分 割 して作成 したプログラムを結合す る4つ のや り方の概要を説 明す る。

4.最 適 なプ ログ ラム分割技法 を適用 してプ ログ ラムの構造化設計 を行 い,か つ

設計 した結果 のモ ジュールの分割 と独立性 の妥 当性を評価 し必要 に応 じて手 直

しをす る。

5.論 理設計 に関す る代表的な手法を用 いて,モ ジュールの論理の適切 な構造化

設計を行 う。

亘
2.1プ ロ グ ラム の開 発 手 順

(1)プ ロ グ ラム開 発 の問 題 点

② プ ロ グ ラム の構 造 化 設計

(3}モ ジ ュー ル の論 理 設 計 と コー デ ィ ング

(4)品 質 管 理 とテ ス ト

2.2プ ログ ラム の構 成

(1)ソ フ トウェ ア ・シス テム とプ ログ ラム

(2)プ ログ ラム ・モ ジ ュ ール

(3)セ グ メ ン ト

(4)ス テ ー トメ ン ト

㈲ 要 素

2.3プ ログ ラムの 結 合方 法

ω 原 始 プ ログ ラム ・モ ジュ ール の作 成 段 階
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② 原始 プ ログラム ・モ ジュールの翻訳段階

(3)目 的 プ ログラム ・モ ジュールの連係編集段階

(4}ロ ー ド・モ ジュールの実行 中

2.4プ ログラムの構造化 設計

ω 構造化設計 の基本概念

② 構造化設計の手順

(3)代 表的 な分割技法

(4)設 計結果の評価

2.5モ ジュール の論理 設計 とコーデ ィング

(1)モ ジュールの論理 設計の考 え方

② モ ジュールの論理設計 の手順 とポ イン ト

(3)コ ーデ ィング技法 一 ス トラクチ ャー ド ・コーデ ィング

2.6論 理設計の代表的 な手法

ω 構 造化 プ ログ ラム流れ図

② 判断表(決 定表,デ シジ ョン ・テーブル)

(3)ワ ーニ工法

(4)ジ ャクソン法

(5)NSチ ャー ト

⑥ 擬似言語(プ ログ ラム記述言語)

(7)HIPO

(8)PAD

亘
プ ロ グ ラム の分 割,モ ジ=.一一ル の 独 立 性,プ ログ ラム の階 層 構 造 化,GOTOLE-

SSプ ログ ラム,ウ ォ ー クス ル ー,ト ップダ ウ ン ・テス ト,ボ トム ア ップ ・テ ス ト,

プ ログ ラム ・モ ジ ュール,上 位 モ ジ ュ ール,従 属 モ ジ ュー ル,セ グ メ ン ト,上 位

セ グ メ ン ト,従 属 セ グ メ ン ト,ス テ ー トメ ン ト,実 行 ステ ー トメ ン ト,非 実 行 ス

テ ー トメ ン1,複 合 ス テ ー トメ ン ト,ブ ロ ッ ク,原 始 プ ロ グ ラム ・モ ジ ュ ー ル

(原 始 モ ジ ュール),目 的 プ ログ ラム ・モ ジ ュ ール(目 的 モ ジ ュー ル),ロ ー ド

・プ ロ グ ラム ・モ ジ ュー ル(ロ ー ド ・モ ジ ュール),構 造 化 設計 ・論 理 設 計,階
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層 モ ジ ュー ル構 造 図,モ ジ ュ ール間 イ ンタ フ ェー ス,モ ジ ュー ル の分割 技 法,源

泉/変 換/吸 収 分 割(STS分 割),ト ラ ンザ ク シ ョン分割,共 通 機 能 分割,モ ジ ュ

ー ル強 度
,モ ジ ュー ル間 結 合 度,順 次 形(Sequence形),選 択 形(IFTHENELSE

形),繰 返 し形(DOWHILE形),DOUNTIL形,CASE形,ス トラ クチ ャー ド定 理,ス ト

ラ クチ ャー ド ・コ ーデ ィング,判 断 表(決 定 表),デ シジ ョ ン ・テ ー ブル,構 造 化

流 れ図,ワ 一 二工 法,ジ ャク ソ ン法,NSチ ャー ト,擬 似 言 語,プ ログ ラム記 述 言

語,HIPO,木 構 造 チ ャー ト,PAD,HCPチ ャー ト,YACll,SPD,デ ー タ構 造 図,

プ ログ ラム構 造 図,図 式 目次,IPOダ イヤ グ ラム
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働

第3章 プログラムのテス トと品質管理

口
学習者 がプ ログ ラムのテス トと品質管理 に関 して,次 の事柄がで きるよ うにな

ることを 目標 とす る。

1.品 質管理 の重要性 とその技法 の種 類や内容を説明す る。

2.ウ ォークスルー とインスペク ションの目的 と適用の仕方を説明 し,そ れぞれ

の適用段階でその技法を活用す る。

3.プ ログラム ・テス トの種類を列挙 し,そ れぞれ のテス トの特徴を説明す る。

4.プ ログ ラム ・テス トの計画を作成 し,テ ス ト・ケースの設計をす る。

5.統 合テス トの種類 と進 め方,お よびそれ らの長所 と短所を説明 し,テ ス ト環

境 にふ さわ しい手法を選択 して テス トを行 う。

口
3.1品 質管理 とその技法

(1)品 質管理の必要性

(2)品 質 管 理 の 方 向

(3)品 質 管 理 の 技 法

3.2ウs－ クスルー/イ ンスペ クション技法

{1)適 用 段 階

(2)進 め方 と留意点

3.3プ ログ ラム ・テス トの種類 と特徴

(1)単 体 テス ト(モ ジュール ・テ ス ト)

② 統 合テス ト(つ なぎテ ス ト)

(3)シ ステム ・テス ト(総 合テ ス ト)

④ 承認 テス ト(引 渡 しテ ス ト)

⑤ 導入 テス ト
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3.4テ ス ト計画 とテス ト ・ケースの設計

・(1)テ ス ト計画 の作成 手順

② テス ト・ケースの設計技法

3.5プuグ ラム ・テス トの手法

(1)統 合 テス トの種類 と特徴

② ボ トムア ップ ・テス トの進 め方

(3)ト ップダ ウ ン ・テス トの進 め方

㈲ 折衷テ ス ト

⑤ プ ログラム ・デバ ッグの手法

口
ウ オー クス ル ー,イ ンスペ ク シ ョン,プ ログ ラム ・テ ス ト,テ ス ト計 画,テ ス

ト ・ケー ス,ボ トム ア ップ ・テ ス ト,ト ップダ ウ ン ・テ ス ト,折 衷 テ ス ト,テ ス

ト ・デ ー タ,因 果 グ ラフ,単 体 テ ス ト,モ ジュ ール ・テ ス ト,統 合 テス ト,シ ス

テ ム ・テ ス ト,総 合 テ ス ト,承 認 テ ス ト,引 渡 しテ ス ト,導 入 テ ス ト
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第4章 文 書 化

亘
学習者が文書化に関して,次 の事柄ができるようになることを目標とする。

1.文 書化の意義 と目的および文書作成上の配慮点を説明する。

2.情 報 システムの開発 と運用に関する文書の種類を列挙する。

3.次 に示す文書に盛 り込むべき具体的な内容が指摘できる。

ω システム要件書

② 外部システム設計書

(3)内 部 システム設計書

(4)プ ログラム仕様書

㈲ テス ト計画書

(6)オ ペ レーション仕様書

口
4.1文 書化の目的 と作成上の考慮点

ω 文書化の意義と目的

{2)文 書化の考慮点

4.2文 書化の体系

(1)各 種文書の全体的な位置づけと利用目的

(2)シ ステム計画全般に関する文書化

(3)プ ロジェク トに関する文書化

㈲ システムの実行可能性検討に関する文書化

{5)シ ステム分析 と要求定義に関する文書化

(6)シ ステムの外部設計に関する文書化

(7)シ ステムの内部設計に関する文書化

(8)プ ログラム開発に関する文書化

(9)シ ステム ・テス トと移行に関する文書化

⑱ システムの運用と維持保守に関する文書化
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4.3シ ステム要件書

α)新 システムに関す る要約

② 適用業務 の記述

(3)情 報要件 の記述

(4)品 質要件の記述

㈲ 制 約 事 項

4.4外 部 システム設計書

α)シ ステムの概要

② 利用者か らみ た入力 と出力

(3)デ ータ ・ファイル/デ ー タ ・ベース仕様

(4)ハ ー ドウェア/ソ フ トウェアの構成

4.5内 部 システム設計書

(1)内 部 システムの設計方針

② プ ログ ラム構造図

(3)共 通 プログラム一覧表

(4)プ ログラム機能仕様書

㈲ システム性能/容 量分析

(6)共 通 テーブル仕様書

(7)デ ータ ・フ ァイル仕様 書

4.6プ ログラム仕様書

(1)シ ステム流れ図

② プ ログ ラム機能概要 と補足説 明

(3)モ ジュール構造図

(4)イ ンタフェース定義書

㈲ モ ジュール機能記述 と補足説明(モ ジュールごと)

(6)添 付 資 料

4.7テ ス ト計画書

(1)テ ス ト実施方針

② テス ト実施体制

{3)テ ス ト実施方法
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(4)テ ス ト実 施 に必 要 な資 源

4.8オ ペ レー シ ョ ン仕 様 書

ω 工 程(プ ロセ ス)流 れ 図

(2)オ ペ レー シ ョ ン ・マ:ユ アル

(3)ジ ョブ制 御 情 報(JCL)

㈲ 磁 気 テ ー プ や磁 気 デ ィス ク ・パ ック の ラベル 記 入 例

㈲ 印 刷 出力 サ ンプ ル

(6)オ ペ レー シ ョ ン ・シー ト

亘
システム要件書 情報要件,処 理要件 品質要件,外 部 システム設計書 業務

サ ブシステム,内 部 システム設計書 プ ログ ラム機能仕様書 プ ログラム構造図

共通テーブル仕様書,デ ータ ・ファイル仕様書,テ ス ト計画書,オ ペ レー ション

・マニュアル㌦ オペ レー ション ・シー ト,プ ログ ラム仕様書 モ ジュール構造図

モ ジュール機能記述 書
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第5章 シ ス テ ム 運 用

口
学習者がシステム運用に関して,次 の事柄ができるようになることを目標とす

る。

1.運 用部門の業務の概要 と役割使命および管理の対象領域と管理ポイントを説

明する。

2.運 用作業の流れと各作業工程での主要作業内容,お よびそれ らの作業工程を

遂行するための運用組織体制のあり方について説明する。

3.下 記の管理分野について,管 理の概要,管 理目標,管 理要素および管理シス

テムの要点を説明する。

ω 運 用 管 理

(2)問 題 管 理

(3)パ フォーマンス管理

{4)キ ャパ シテ ィ管 理

㈲ 変 更 管 理

⑥ 回 復 管 理

(7)要 員 管 理

(8}ネ ッ トワー ク管 理

口
5.1シ ステム運用部門の性格 と役割使命

(1)シ ステム運用部門の概要 と性格

(2)運 用部門の役割使命 と管理分野

5.2シ ステム運用部門の作業 と運用体制

{1)運 用作業の流れ と作業工程

② 運用組織 と体制

(3)シ ステム運用部門 と利用部門の関係
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口
運用管理,問 題管理,パ フォーマ ンス管理,キ ャパ シテ ィ管理,変 更管理,要

員管理,シ ステム監査,デ ータ変換工程,自 動化オペ レー ション,サ ー ビス計画,

サ ービス管理 サ ービス水準,サ ー ビス目標,ス ケ ジュール管理,デ ータ管理,

安全性管理,外 注管理

一138一



第6章 情報 システム部門の機能 と情報処理技術者の位置づけ

口
学習者が情報システム部門の機能と情報処理技術者に関して,次 の事柄ができ

るようになることを目標とする。

1.情 報 システム部門の主要な役割性格と機能を列挙し,そ れ らの円滑で効果的

な遂行を果すにふさわしい組織体制を説明する。

2.利 用部門志向やオフィス ・オー トメーション(OA)志 向を促進するための情

報 システム部門の役割活動機能とそれらの機能を実行するにふさわしい組織体

制について説明する。

3.情 報処理技術者の職種,そ れぞれの位置づけや役割を説明する。

口
6.1情 報システム部門の機能と組織

(1)情 報 システム部門の性格 と今後の役割

② 情報システム部門の機能

① システム開発と保守の機能

② システム運用機能

③ 計画と管理の機能

④ 技術支援機能

⑤ 利用部門に対する支援機能

(3)組 織化への配慮と組織の例

6.2利 用部門志向ない しはOA推進のための組織体制

(1)・「推進組織」(情 報セ ンター)の 必要性

② 情報センターの目的 と組織的位置づけ

(3)情 報センターの役割 と活動機能

(4)情 報セ ンターの組織体制

⑤ 情報センター設置による利点

6.3情 報処理技術者の役割 と位置づ け

(1)情 報処理技術の実態 と今後の方向
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② 情報処理技術者の位置づけと役割

① 情報処理技術者の職種と位置づけ

②SE的 人材の役割と位置づけ

③ プログラマの役割と位置づけ

④ オペレータの役割と位置づけ

睦
情 報 シス テ ム管 理 体 系,情 報 シス テ ム戦略 資 源 管 理 バ ック ログ管]里 機 能

型 組織 業 務 型 組 織 プ ロ ジェ ク ト型 組織 機 能 ・プ ロ ジ ェク ト型 組 織 業務 ・

プ ロ ジ ェ ク ト型組 織 マ トリ ックス型 プ ロ ジェ ク ト ・チ ー ム ,情 報 セ ンタ ー,利

用 部 門 主 導 エ ン ド ・ユ ーザ ー主 導 エ ン ド ・ユ ーザ ー ・コ ンピ ュー テ ィ ング,

マ ネ ジ リア ルSE,ア プ リケー シ ョンSE ,テ クニ カルSE,コ ンサ ル タ ン トSE,ア プ リ

ー シ ョ ン ・プ ログ ラマ
,コ ー ダ,シ ステ ム ・プ ログ ラマ,コ ンソール ・オ ペ レー

タ,周 辺 装 置 オ ペ レー タ,ス ケ ジ ュー ラ,デ ータ ・エ ン トリ ・オ ペ レー タ,ラ イ

ブ ラ リア ン
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第11部 情報処理一般

⑭
1.情 報処理に関する規格や標準化に対 して関心を持たせる。

2.プ ログラムやデータに対する法的保護についての基礎知識を持たせる。

3.電 気通信に関する法制 と,そ れに従って事業を行う電気通信事業者の業務内

容や範囲について基礎的知識を持たせる。

4.労 働者派遣法について基礎的知識を持たせる。

5.VDT作 業に対する労働衛生管理について関心を持たせる。

6.電 子計算機システム安全対策基準について基礎知識を持たせる。

7.情 報 システムに対する監査基準の概要を知らせる。

函
内 容 時間数

第1章 標 準 化 20

第2章 法制度,指 針,基 準 80

合 計 100時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 標 準 化

口
1.標 準化 の利点 をプ ログ ラム開発 上の利点,コ ンピュータ利用上 の利点,デ ー

タ利用上の利点,教 育や情報交換上 の利点 などに分 けて理解 させ る。

国際的な規格 国内的な規格のほカ、 組織内あるいは共同作業グループ内に

おいて,国 際規格や国内規格 と矛盾せ ず それ らを補完 あるいはそれ らと両立

す る基準 をつ くる必要が生 じるとき,そ れに必要 な知識を持たせ る。

2.情 報処理 の分野で も,開 発 コス トの低減 仕様 の合理化,シ ステム間 の情報

の互換性確保 を図 るため,工 業技術法 に基づ く日本工業規格(JIS)が 設 け られ

て いることを知 らせ,し か もJISは 適正 な内容を維持す るため5年 ごとに見直

しが行われ,新 規に制定 され た ものが出 るので,最 新の規格を知 らせ る。

3.国 際規格 と してISOが あ り,国 内規 格 は国際規格 に基づいて決 め られ ること

を知 らせ る。

4.情 報処理 に関係 する規格の内容 を用語 と記号,キ ャラクタ ・セ ッ トとコーデ

ィング,文 字認識字形,入 出力媒体,入 出力媒体上の情報 の形式,プ ログ ラム

用語,コ ー ドな どに分 けて理解 させ る。

5.規 格や標準化に関心 を持 ち,た えず規 格化や標準化 の動向に注意す るよ うに

す る。

口
1

9
臼

∩O
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民
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1

1

1

1

1
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寸
1

用語 と記号

キャラクタセ ッ トとコーデ ィング

文字認識 のための字形

入 出力媒体

プ ログ ラム用言語

デ ータ通信

デ ータ ・コー ド
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亘
国際標準化機構,ISO,日 本工業規格,JIS

第2章 法制度,指 針,基 準

口
情報処理に関係する法令,基 準などに基礎的な理解を得 る。

口
2.1プ ログラムに対する法的保護

2.2デ ータに対する保護

(1)プ ライ>N'シ一権の保護

② データ ・ベースなどの保護

2.3電 気通信事業者に関する法制

α)第 一種電気通信事業者

② 第二種電気通信事業者

2.4情 報処理技術者 と労働者派遣法

(1)法 律制定の背景

② 事業規制

(3)労 働者派遣事業の定義

(4)派 遣労働者の保護

2.5VDT作 業における労働衛生管理のあり方(労 働省労働基準局長通達)指

針

(1)指 針発行の経緯

② 対 象

(3)作 業環境管理

(4)作 業 管 理

(5)VDT機 器等及び作業環境の維持管理
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(6)健 康 管 理

(7)労 働衛生教育

2.6電 子計算機 システム安全対策基準

2.7情 報 システムに対 す る監査基準

口
工業所有権 特許 権,著 作権,発 明,プ ライバ シー権,財 産,

使用,相 互接続,労 働者派遣,VDT,グ レア

他人使用,共 同
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第12部 エ レク トロニクスの基礎

⑭
マイクロプ ロセ ッサ,パ 三ソナル ・コ ンピュータの普及に伴 って,こ れ らに他

の機器を接続 してデータの変換 を行 い,ま た計測 ・制御を行 うことが多 くな った。

この種 の技術を持つ ことを初級情報処理技術者 に要求 され る場合が,今 後一層増

大す るであ ろう。 ここで はそのために必要な基礎知識を習得 させ,実 際 は活用 で

きるよ うにす ることを目標 とす る。

函
内 容 時間数

第1章 電子回路の基礎 30

第2章 半導体素子と集積回路 30

第3章 インタフェース技術 の基礎 10

第4章 計測 と制御 20

合 計 90時間

※上記の蒔間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 電子回路の基礎

口
電子回路の基礎を理解し,簡 単な回路の計算ができるようにする。

匝
1.1直 流 回 路

1.2交 流 回 路

口
直 流 回 路,交 流 回路,イ ンピ ーダ ンス,フ ィル タ

第2章 半導体素子 と集積回路

口
半導体素子の原理と機能を理解し,取 り扱えるようにする。また集積回路の機

能を理解し,取 り扱えるようにする。簡単な回路を構成できるようにする。

口
2.1半 導 体 の 物 性

2.2半 導 体 素 子

2.3集 積 回 路

2.4演 算 増 幅 器

2.5種 々 の 回 路

口
半導 体,ダ イオ ー ド,ト ラ ン ジス タ,集 積 回 路,IC,LSI,VLSI,演 算 増 幅 器,

増 幅 回 路,整 流 回路,発 振 回路,変 ・復 調 回 路,パ ル ス回路
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第3章 インタフェース技術の基礎

ロ
イ ンタフエースの役割 り,機 能,構 成法を理解 し,実 際にICを 用 いて構成 で き

るようにす る。

匝
3.1イ ンタ フ ェー ス の概 要

3.2入 出カ イ ンタ フ エー ス

用 語

イ ンタ フ ェー ス,信 号 レベル,タ イ ミ ング,直 列 イ ンタ フェ ー ス,並 列 イ ンタ

フ ェ ー ス,信 号 レベル,タ イ ミ ング,直 列 イ ンタ フ ェー ス,並 列 イ ンタ フ ェー ス,

同 期 式 イ ンタ フ ェ ー ス,非 同 期 式 イ ンタ フ ェー ス,バ ス方式
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第4章 計 測 と 制 御

口
計測と制御に関する基本的な概念と手法を理解させる。

口
4.1計 測

(1)セ ン サ

(2)A/D変 換,D/A変 換

4.2制 御

{1)制 御 の 概 要

② マ イクロ ・コンピュータによる制御

亘

センサ・A/D蝋D/A熱 シーケンス醐 フィードバ・醐
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第13部 商工業に関する一般知識

函
情報処理技術者 にとっては,ハ ー ドウェア とソフ トウェアを完全に理解,習 得

す るだけに とどま らず,い かに情 報 システムを効果的に,効 率的に開発,構 築 す

るかが重要 なテーマである。 このためには適用分野 に対す る十分な関連 す る知識

と理解が必要で ある。 ここで は,企 業経営,販 売,生 産等の分野において,コ ン

ピュータを利用す る場合,情 報処理技術者 に最低限必要 となる基礎 知識 について,

商業,工 業 に大 き く分 けて習得 させ るもので ある。

函
内 容 時間数

第1章 商 業 110

第2章 工 業 90

合 計 200時 間

※上記の時間数は,講 師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 商 業

亘
企業活動に コ ンピュータ ・システムを導入(適 用)す る場合,情 報処理技術者

は,概 論的 には経済学 か ら,実 務 的に は会計手続 きの実際 まで の知識が必 要 とな

る。 この章で は,経 済学,商 学,経 営学等に関 して,そ の概要 を知識 として理解

させ,主 として会計手続 き,経 営分析の手法 の内容 を具体的 に習得 させ る。

口
1.1商 業 ・経済に関 する こと

(1)経 済 につ いて(経 済学概論)

② 商学 につ いて(商 学概論)

{3}経 営 につ いて(経 営学概論)

1.2会 計 に関す る こと

(1)簿 記 原 理

② 、財務会計(決 算)

(3)税 務 会 計

㈲ 経 営 分 析

1.3企 業運営 に関 すること

(1)事 務 管 理 と組 織

② 経営情報 システム

(3)経 営 数 学

亘
経済循環,所 得,消 費,投 資,イ ンフ レー ション,デ フレー ション,経 営戦略,

マーケテ ィング,資 産,負 債 収益,費 用,資 本,売 上価格,売 上原価,利 益額,

直接費,間 接費,取 引 ・勘定,仕 訳,元 帳,試 算表,損 益計算書,貸 借対照表,

決算 有価証券,信 用取引,手 形取 引,固 定資産 流動資産,繰 延 棚卸 定額

法 定 率法 直接税 間接税 国税 地方税 所得税,減 価償却 引当金 所得
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控 除,青 色 申告,法 人税,生 産性分析,原 価分析,資 本利益率 売上高利益率,

資本回転率,損 益分岐点,流 動比率,固 定比率,自 己資本比率,資 金繰 表,オ フ

ィス ・オー トメー ション,事 務管理,経 営情報 システム ・情報検索,ロ ー カル ・

エ リア ・ネ ッ トワーク,確 率分析,統 計手法,分 布,母 集団,標 準偏差
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第2章 工 業

口
製造分野においても,会 計処理 販売業務などと同様に,生 産性向上,自 動化

を目的 に コンピュータ ・システ ムの導入 が積極的 に取 り入れ られてい る。効果的

な生産システムを構築するためには,生 産に関する知識が必要であり,こ の章で

はその基礎的な内容を解説する。

口
2.1製 造業 の概要 に関す ること

2.2生 産計画 と管理に関 す ること

(1)生 産計画 の概要

(2)生 産管理 の概要

2.3設 計 と生産技術 に関す ること

(1)設 計 ・ 製 図

(2)自 動 化 技 術

(3)計 測 と 制 御

(4)品 質 管 理

2.4資 材計画 と管理に関 す ること

{1)購 買

② 外 注

{3)在 庫

2.5原 価計算 に関す ること

(1)工 業簿記 の概要

働 原 価 計 算 法

(3)製 品の販売 と管理費

{4)損 益 と 決 算

2.6生 産管理 システムに関す ること

2.7オ ペ レー ションズ ・リサーチに関 する こと
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ω 予 測

(2)シ ミュ レー シ ョン

(3}線 形 計 画 法

口
生 産 形 態 イ ンダ ス トリア ル ・エ ン ジニ ア リング,オ ー トメ ー シ ョ ン,需 要 予

測 作 業 工程 ネ ッ トワー ク,マ テ リアル ・マ ネ ジメ ン ト,部 品 展 開,マ イク ロプ

ロセ ッサ,メ カ トロ ・エ レク トロニ ク ス ,フ ァ ク トリ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,ロ ボ'

ッ ト,NC,工 程分 析,動 作 研 究 稼 動 分祝 時間 研 究,ラ イ ン ・バ ラ ンス,CAD,

CAM,マ イコ ン制 御,計 測 と誤 差 信頼 性 工 学,ワ ー クサ ンプ リング ,購 買 支 払

業 務 個 別 原価 計 算 原 価 材 料 費,労 務 費,経 費,直 接 費,間 接 費,原 価 差異,

ラボ ラ トリ ・オ ー トメ ー シ ョ ン,CAE,ス ケ ジュー リング,予 測 モ デ ノv,数 理 計

画法 モ ンテ カル ロ法 ゲ ー ム理 論 線 形計 画 法 シ ンプ レ ック ス法 指 数平 滑

法
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)編門専(





第1部 共通システム資源の導入及び活用技術

嗣
情報処理 シス テムの開発 ・運用 にあた ってハー ドウェア 、ソフ トウ ェ

ア 、デー タ、ネ ッ トワー ク等の共通 資源 を有効 に管理 ・活 用 し、情報 処

理 シス テムの利用効 率 を高 め信頼性 を向上 す るため に必要 な知識 ・技 術

を修得す ることを 目的 とす る。

嚇
内 容 時 間 数

第1章 ハ ー ドウ ェア 25r－66

第2章 ソフ トウ ェア 185～370

第3章 デー タベ ース 32～60

第4章 通 信 ネ ッ トワー ク 100～150

第5章 意志決定支援システム 25～55

第6章 セキ ュ リテ ィとシステム監査 10～20

合 計 377～721

*上 記の時間数は 、講師が講義 を行った場合の講義時同数の目安である。

一155一



第1章 ハー ドウ ェア

国
SE的 人材 、 と りわけテ クニ カルSEに とっては 、 コンピュー タ ・ハ

ー ドウ ェアに関す る幅広 くかつ 専門 的な知識 が必須 であ る。コ ンピュー

タ ・ハー ドウ ェア とい って も、非 常に範囲 が広 く、コンピ ュー タの種類

も多種 多様 で あ るの で 、この章 ではデ ィジタル ・コンピ ュー タに絞 り、

しか も汎 用 コン ピュー タを主体 に解説す る。汎 用 コン ピュー タの システ

ム ・アーキテ クチ ャ 、CPUを 中心 に した 内部構成(内 部設 計)、 お よび

それ らをさ さえて い るテ クノロ ジの3分 野 を柱 に した展開 内容 に してい

る 。学習者 が 、 この章 の学習 を修 了す る ことに よって 、次の 四つ の こと

がで き るよ うにな る ことが 目標 で ある 。

1.汎 用デ ィジタル ・コ ンピュー タに関す る基本 的な設計思 想 を説明す

る 。

2.汎 用 デ ィジ タル ・コンピュー タの システ ム ・アーキテ クチャ 、内部

設 計 、テ クノロ ジの三つ の レベル の相 互関連 と現在 に至 る発展過程

を指摘す る と同時 に将 来 を見通 す 。

3.汎 用 デ ィジ タル ・コ ンピ ュー タの最新 の システ ム ・アーキ テ クチ ャ、

内部構 成 、テ ク ノロ ジの動 向を説 明す る 。

4.階 層 的な記 憶 システムや マ イ クロプ ログ ラ ミング、多重 プロ セ ッサ

な どの考 え方 とそれ ちの意義 を説明す る。

囮
1.1コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェ ア の基 本

1.1.1デ ィジ タル ・コ ン ピ ュ ・一タの 概 念

(1)基 本 的 な 構 造
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(2)種 類 と特徴

(3》 歴史的 な発展

(4)各 種 の単位(速 さの単位 、デー タ処理 の単位 、記憶容 量の

単位 、デ ー タ表現 の単位)

1.1.2シ ステ ム ・アー キテ クチ ャ 、内部 構成 、テ クノロジの関

係

(1)シ ステ ム ・アーキテ クチャ とは

(2)内 部構 成(内 部設計)と は

(3)テ クノロ ジ とは

(4)三 者の 相互関係

1.1.3標 準 イ ンタ フェー ス

(1)物 理 的標準 イ ンタフ ェー ス

(2)論 理 的標準 インタフ ェー ス

(3)高 水 準標準 インタフ ェー ス

1.1.4ハ ー ドウ ェア とソ フ トウ ェア

(1)コ ンピ ュー タ ・システム の階層 構造

(2)脳 の階 層構造

(3)階 層構 造 内で のハ ー ドウ ェアの位置 づ け

(4)階 層構 造 内での ソフ トウ ェアの位置 づ け

(5》 イン タフ ェースの高水準 化

1.2シ ス テ ム ・ア ー キ テ クチ ャ

1.2.1動 作 原 理(PrinciplesofOperation)

(1)命 令 形 成 と命 令 セ ッ ト

(2)デ ー タ形 式 とデ ー タ表 現 の 種 類
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(3)レ ジス タの種 類 と用途

(4)主 記憶装 置 の番地 形式(Addressin8)

(5)デ ー タ ・チ ャネル と入 出力方 式

(6)記 憶保 護

1:2.2シ ステ ム ・アーキ テ クチャの確 立 と発 展

(1)第 一世代 と第 二世代 の コン ピュー タ

(2)第 三世代 コン ピュー タの 出現 とシス テム ・アーキテ クチ ャ

の確立

(3》 第三 世代 コン ピュー タ ・アt・一.キテ クチャの 内容

(4)標 準 アー キテ クチ ャの発展

(5)拡 張 アー キテ クチ ャの 目的 と内容

1.2.3デ ー タ ・チャ ネル

(1)デ ー タ ・チ ャネルの 目的 と基本概 念

(2)バ イ ト多重 チ ャネル と選択 チャネル

(3》 標準 入 出カ イン タフ エース

(4)チ ャネル 間切換 機構

(5)チ ャネル ・プ ログ ラム

(6》 チ ャネル 間 アダプ タ

(7)チ ャネル 間接 デー タ番 地指示

(8)チ ャネル ・サ ブ システム

(9)ア レイ ・プロセ ッサ

1.2.4非 ノイマ ン型 ア ーキ テ クチ ャ

(1)ノ イマ ン型 アー キテ クチ ャの特徴 と発展

(2)ノ イマ ン型 アー キテ クチ ャにおけ る問題 な い しは限界

(3)非 ノイマ ン型 アーキ テ クチ ャの特 徴

(4)コ ンピ ュー タ ・アー キテ クチャの分類
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1.3コ ンピュ'一夕の 内部構成(内 部設計)

1.3.1主 記憶 装置

(1)ア クセス ・タイム とサ イクル ・タイム

(2)主 記憶 装置の 内容 とデ ータ の流れ

(3)CPUと 主記憶 装置の速度 のギ ャ ップ

(4)広 帯域 デー タ幅の採用

(5》 バ ン ク ・イ ンタ リー ブ方式(多 経 路方式)の 概 念 と種類

(6)主 記 憶装置 の配置 とア ドレス変換

1.3.2階 層 記憶

(1)主 記 憶 アクセスの局所 性

(2)平 均 ア クセス時間の計 算

(3)ス トア スル ー ・バ ッファとス トアイ ン ・バ ッフ ァ

(4)高 速 バ ッフ ァの構造 とマ ッピング方式

(5)デ ィス ク ・キ ャ ッシュと半導体 デ ィスク

(6》 仮想 記憶 空間の階層構 造

(7》 多重階層 記憶 システムの構造

(8)ア ドレス ・スペ ースの管理 と仮 想記憶空 間

1.3.3マ イクロ ・プログ ラ ミング

(1)マ イ クロ ・プログ ラ ミングの基本概念 と仕組 み

(2)制 御記 憶装置 の役 割

(3)水 平型 マ イ クロ コー ド'1

(4》 マ イ クロプ ログ ラムの発展 と垂直型 マ イクロ コー ド

(5)ソ フ トウェアのハー ドウ ェア化(フ ァームウ ェア化)

(6)マ イ クロコー ドの階層

(7)ダ イナ ミック ・プ ログ ラ ミング
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〈8)マ イク ロ ・プ ログ ラミングの利点

1.3.4大 型 プ ロセ ッサ の内部構造'

《1)大 型 プ ロセ ッサ の構造的特 徴

(2)シ ステ ム内部 での機能分 化(分 業化 、専 門化 、分権化)

(3)'パ イプ ライ ン ・プ ロセ ッサ(ア セ ンブ リ ・ライ ン ・アプ ロ

ーチ)

(4)命 令 の連続 処理 の方 式(要 約)

1.3.5多 重 プ ロセ ッサ

(1》 結合 度合 い に よる多重 プロセ ッサ の分類

《2)命 令 ス トリーム とデー タ ・ス トリーム に よる分類

(3)プ ロセ ッサ ・ア レPt・・(SIMD)・ アプ ローチ とパ イプ ラ

イ ン ・アプ ローチ

(4)各 種 緊密結 合 多重プ ロセ ッサ

(5)多 重プ ロセ ッサ にお け るデ「 タの保 全性

(6)ユ ニプ ロセ ッサ と多重 プロセ ッサ

1.4コ ン ピ ュー タ の テ ク ノ ロ ジ

1.4.1半 導体

く1)シ リコンの位置 づ け

(2)シ リコン単結 晶

(3》 論 理 回路 とメモ リ回路の構成要素

(4)バ イポ ー ラ回路 とMOSFET

(5)半 導体 ス イッチ

(6)汎 用 コン ピュー タに用 い ちれ る集積 回路

1.4.2LSIメ モ リ
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(1)メ モ リ素 子の歴 史的発 展

(2)MOSFETメ モ リでの ピ ッ ト表示の仕方

(3)シ リコン ・チ ップ の実 装

(4)コ ス トと歩留 り

(5)各 種 メモ リ ・チ ップの比較

(6)リv－ ド ・オ ン リ ・メモ リ(ROM)

(7)集 積度の 向上

1.4.3論 理 回路

(1)論 理素子 の歴史 的発展

(2)TTL回 路 と高 速論理 回路

(3)論 理演算 の基本 要素

(4)集 積度 の向上

(5》 マ ス タ ・ス ライス方 式

1.4.4信 頼 性 、可用性 、保 守容易 性(RAS)

(1)RASの 基本 概念

(2)RAS技 術の 進歩

(3)エ ラー検 出 と訂正 コー ドの例

(4)プ ロセ ッサ 内部で のRAS

(5)磁 気テー プの記録 方式 とRAS

(6)磁 気デ ィス ク装置 にお け るRAS

1.4.5コ ンピ ュー タ ・ハ ー ドウ ェアの発展

(1)価 格 と性 能の推 移

(2)性 能 と記 憶容量 の推移

(3)テ ク ノロ ジの発 展
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口
デ ィジ タル 信 号 、 デ ィジ タル ・コ ン ピ ュー タ 、 ミニ コ ン ピ ュ ー タ 、マ イ

ク ロ コ ン ピ ュ ー タ 、 ス ー バ ・コ ン ピ ュー タ 、 ス モ ー ル ・ビ ジ ネ ス ・コ ン

ピ ュー タ 、オ フ ィス ・コ ン ピ ュー タ 、パ ー ソ ナ ル ・コ ン ピ ュ ー タ 、汎 用

ゴ ン ピ ュー タ 、 ミ リ秒 、マ イ ク ロ秒 、ナ ノ秒 、 ピ コ秒 、 ビ ッ ト、バ イ ト、

キ ロ バ イ ト、 メ ガ バ イ ト、 ギ ガ バ イ ト、テ ラバ イ ト、サ イ クル ・タ イ ム 、

10進 数 、固 定 小 数 点 数 、浮 動 小 数 点 数 、MIPS、 シス テ ム ・アー キ テ

ク チ ャ 、内 部 構 成(内 部 設 計)、 テ ク ノ ロ ジ 、互 換 性 、ポ ー タ ビ リテ ィ、

拡 張 ア ー キ テ クチ ャ 、プ ロ グ ラマ ・イ ン タ フ ェー ス 、仮 想 ハ ー ドウ ェア 、

真 空 管 、 トラ ン ジ ス タ 、 ドラム 、 コ ア 、IC、LSI、VLSI、MO

SFET、 バ イ ポ ー ラ 、TTL、ECL、 標 準 イ ン タ フ ェ ー ス 、物 理 的

標 準 イ ン タ フ ェ ー ス 、標 準 入 出 カ イ ン タ フ エー ス 、論 理 的 標 準 イ ン タ フ ェ

ー ス 、ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェー ス 、キ ャ ラ ク タ ・マ シ ン 、 ワ ー ド ・マ シ ン 、

内 部 多 重 処 理 、 パ イプ ライ ン方 式 、高 速 乗 算 回路 、ECC(誤 り訂 正 コ

ー ド) 、 汎 用 レ ジ ス タ 、浮 動 小 数 点 レ ジス タ 、基 本 命 令 セ ッ ト、商 用 命

令 セ ッ ト、 科 学 計 算 用 命 令 セ ッ ト、有 効 ア ドレ ス 、パ ッ ク形 式 、ゾ ー ン

形 式 、ハ ー フ ワ ー ド、 ワ ー ド 、 ロ ン グ ワ ー ド、PSW(プ ロ グ ラ ム状 況

ワ ー ド》、命 令 、指 令(コ マ ン ド)、 副 指 令(オ ー ダ)、 パ リテ ィ ・チ ェ ッ

ク 、 エ ミ ュ レ ー シ ョン 、デ ー タ ・チ ャ ネ ル 、開 放 設 計(open-endeddesi

gn)、 多 重 プ ロ セ ッサ 、仮 想 記 憶(VS)、 仮 想 計 算 機(VM)、 ダ イ ナ ミ ッ

ク ・チ ャ ネ ル 、パ イ プ ラ イ ン ・マ シ ン 、拡 張 精 度 浮 動 小 数 点 演 算 、書 換

え可 能 制 御 記 憶(WCS)、 入 出 力 指 令 語(1/Oコ マ ン ド ・ワー ド)、

デ ー タ ・チ ェ イ ニ ン グ 、バ イ ト多 重 チ ャ ネル 、選 択 チ ャ ネ ル 、 ブ ロ ッ ク

多 重 チ ャ ネル 、 チ ャ ネ ル ・ス イ ッチ 、チ ャ ネ ル ・プ ロ グ ラム 、 コ マ ン ド

・チ ェ イ ニ ン グ(指 令 連 鎖) 、 チ ャ ネ ル 間 ア ダ プ タ 、 ア レイ ・プ ロ セ ッサ 、

ス ト リ ン グ ・ス イ ッチ(ス ト リ ン グ切 換)、 チ ャ ネ ル 間 接 デ ー タ番 地 指 定 、

間 接 デ ー タ番 地 語(IDAW)、 チ ャ ネル ・セ ッ ト ・ス イ ッチ 、 ノイ マ ン

型 ア ー キ テ クチ ャ 、非 ノ イ マ ン型 ア ー キ テ ク チ ャ 、 デ ー タ フ ロ ー ・マ シ
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ン 、 ア クセ ス ・タ イ ム 、 フ ェ ッチ ・ア ク セ ス 、ス トア ・ア ク セ ス 、 同 期

式 コ ン ピ ュ ー タ 、非 同期 式 コ ン ピ ュー タ 、 デ ー タ ・パ ス幅 、バ ン ク ・イ

ン タ リー ブ方 式(多 経 路 方 式)、 高 速 バ ッフ ァ 、2バ ン ク方 式 、2ウ ェ イ

・イ ン タ リー ブ方 式 、4ウ ェ イ ・イ ン タ リー ブ 方 式 、2バ ン ク ・2ウ ェ

イ ・イ ン タ リー ブ方 式 、8ウ ェ イ ・イ ン タ リー ブ 方 式 、バ ン ク方 式 、水

平 型 バ ン ク ・イ ン タ リー ブ 方 式 、垂 直 型 バ ン ク ・イ ン タ リー ブ方 式 、絶

対 番 地 方 式 、静 的 再 配 置 、 動 的 再 配 置 、記 憶 空 間 の 断 片 化(註ora8espa

cefragraentation)、 動 的 ア ドレ ス 変 換 、特 権 命 令 、仮 想 入 出 力(VIO)

連 想 記 憶 装 置(TLB)、 チ ャ ネ ルDAT、TODク ロ ック 、 ク ロ ック 比

較 機 構 、CPUタ イ マ 、 プ ロ グ ラ ム事 象 記 録(PER)、 ア ク セ ス の 局 所

性 、バ ッフ ァ ・ヒ ッ ト率 、 ス トア スル ー ・バ ッフ ァ 、ス トア イ ン ・バ ッ

フ ァ 、LRUア ル ゴ リズ ム 、 キ ャ ッ シ ュ(cache)・ メ モ リ 、デ ィス ク ・

キ ャ ッ シ ュ 、 マ イ ク ロ ・プ ロ グ ラ ミ ン グ 、制 御 記 憶 装 置 、水 平 型 マ イ ク

ロ ・コ ー ド、垂 直 型 マ イ ク ロ ・コ ー ド、 フ ァー ム ウ ェ ア 、並 列 デ ー タ転

送 幅 、内 部 機 構 の 分 業 化 、サ ー ビ ス ・プ ロ セ ッサ 、プ ロ セ ッサ ・コ ン ト

ロ ー・一ラ 、サ イ クル ・ス チ ー ル 、命 令 解 読 機 構(1-B。x>、 実 行 機 構(E-Bo

x)、 プ ロセ ッサ 制 御 機 構 、命 令 の パ イプ ラ イ ン処 理 、 ア セ ン ブ リ ・ラ イ

ン ・プ ロセ ス 、柔 軟 結 合 多 重 プ ロ セ ッサ(LCMP)、 緊 密 結 合 多 重 プ ロ

セ ッサ(TCMP)、 付 加 プ ロ セ ッサ(AP)、 双 頭 プ ロ セ ッサ(DP)、 復

式 双 頭 プ ロ セ ッサ(QP)、 イ ン タ ー ロ ッ ク(デ ッ ドロ ック)、 ユ ニ プ ロ セ ッ

サ(UP)、 多 重 プ ロ セ ッサ(MP)、SISD、SIMD、MISD、M

IMD、 ベ ク トル 処 理 、 ビ ッ ト ・ス ラ イ ス 方 式 、パ イ プ ラ イ ン 方 式 、 パ

イ プ ラ イ ン ・プ ロ セ ッサ 、複 合 パ イ プ ラ イ ン 、 フ ロ ン ト ・エ ン ド ・プ ロ

セ ッサ 、バ ック ・エ ン ド ・プ ロ セ ッサ 、ベ ク トル ・レ ジス タ 、 ベ ク トル

命 令 、 シ リコ ン単 結 晶 、 シ リコ ン ・ウ エハ 、 シ リコ ン ・チ ップ 、 ダ イ オ

ー ド、 レ ジス タ 、 キ ャパ シ タ 、受 動 素 子 、能 動 素 子 、 バ イポ ー ラ ・トラ

ン ジ ス タ 、ユ ニ ポ ー ラ ・トラ ン ジ ス タ 、nMOS、pMOS、cMOS、

バ イ ポ ー ラ論 理 回 路 、TTL回 路 、ECL回 路 、メ モ リ回路 、半 導 体 ス

イ ッチ 、8ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ 、16ピ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ ッ
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サ 、32ビ ッ ト ・マ イ ク ロ プ ロ セ ッサ 、LSIメ モ リ 、電磁 リレー ・メ モ

リ 、真 空 管 メ モ リ 、陰 極 線 管 メ モ リ 、磁 気 ドラ ム ・メ モ リ、 フ ィル ム ・

メ モ リ(thinfilramemory)、 バ イポ ー ラICメ モ リ 、nMOSFETメ

モ リ、DRAM、 磁 気 コ ア ・メ モ リ 、SRAM、 チ ップ 、モ ジ ュ ー ル 、

カ ー ド 、メ モ リ ・シス テ ム 、ROM、 マ ス クROM、 プ ロ グ ラ マ ブ ルR

OM、SSI、MSI、 、VLSI、 ゲー ト、AND回 路 、OR回 路 、N

OT回 路 、NAND回 路 、NOR回 路 、加 算 回 路 、マ ス タ ・ス ラ イ ス 方

式 、RAS、 信 頼 性 、 可 用 性 、保 守 容 易 性 、 故 障 検 出 、故 障 箇 所 の 分 離 、

復 旧 回復 、パ リテ ィ ・チ ェ ック 、診 断 プ ロ グ ラム 、 リラ ン 、チ ェ ックポ

イ ン ト/リ ス タ ー ト、 マ イ ク ロ診 断 、再 試 行 、誤 り検 出 、訂 正 コー ド、

自動 検 出 ・自動 分 離 、 遠 隔 診 断 ・保 守 、保 守 用 サ ー ビ ス ・プ ロ セ ッサ 、

再 構 成 、命 令/指 令 再 試 行 、 妥 当性 検 査(バ リデ ィテ ィ ・チ ェ ック)、 タ

イム ア ウ ト ・チ ェ ッ ク 、SLT、MST、MLC、TCM
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第2章 ソフ トウ ェア

国
本 章では 、主 として基本 ソフ トウ ェア に関 して説 明す る。SE的 人材 、

中で もテ クニカルSEに とっては 、基本 ソ フ トウ ェア につ いての深 い知

識 と経験 、専門 的で高度 な技術 が要求 され る。単 に基本 ソフ トウ ェア を

自分 で駆使で き るだ けでは不十 分で あ る。他の 情報処理技術 者 に対 して

『基本 ソフ トウ ェアに関す る技術 的支援 を行 った り
、助 言や コンサル テ ィ

ングがで きなけれ ばな らな い 。

基本 ソフ トウ ェア と して は 、言 うまで もな く、オペ レーテ ィング ・シ

ステム を取 りあげ る。第1節 では 、一般的 なオペ レ・一一テ ィング ・システ

ムの仕組 み と構 成 、代表 的な機能 につ いて解説す る。すで にオペ レーテ ィ

ング ・システ ムに関す る知識や経 験の あ る人 も 、こ ・で知識 や技術 を整

理 し、体系化す る。第2節 で は 、オペ レーテ ィング ・システムの もとで

の処理 プ ログ ラムの1つ で あ るサー ビス ・プ ロ グラムの詳 解 をす る。こ

・で 、サー ビス ・・プ ログ ラムの機能 と使用法 を修得 し、役立 て ・もら

う。第3節 か ち第6節 にか けては 、オペ レーテ ィング ・システムの構 成

と仕組 み 、シス テム ・プログ ラムの作成技法 を中心 に学習す る。ここで

は具体 的な3つ のオペ レ一一テ ィング ・システム と して 、汎用 大型 コンピュ

ー タ用 の多重仮想 記憶 オペ レーテ ィング ・シス テム(MVS:MultipleV

ertualStora8eoperatingsystem)、 汎 用 コン ピュー タ用 の仮想計算機

オペ レーテ ィング ・システ ム(VM=VertualMachineoperatingsystem)

お よびマ イ コンをは じめ と した小型 コ ンピュー タ向 きの簡 易 オペ レーテ ィ

ング ・システムで あ るUNIXシ ステム を取 り上げ て説明 してい るが 、

必 ず しも、これ ら3つ の オペ レーテ ィング ・システムのすべ て を修得す

る必要 はな い。仕事の環境 上 、使用す るオペ レーテ ィング ・システム に

応 じて 学習すれ ば よい 。 第7節 では 、プロ グ ラム言語の処 理の仕方 、

つ ま り言語 プロセ ッサ の基本 的な作 り方 を説 明す る。 コンパ イラ等 を作
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成す る立場 のSEに とっては必 須で ある 。また 、一般の テ クニカルSE

も一 応は知 ってお くと便 利な知 識で もあ る。

学 習者 が 、この章の学 習 を修 了す るこ とによ って 、基 本 ソフ トウ ェア

に関連 して 、次 の事柄 がで きる よ うにな るこ とを目標 に して いる 。

1.オ ペ レーテ ィング ・システム の一 般 的な仕組 み と構成 、 ジ ョブ管

理機 能や タス ク管理 機能 、デー タ管理機 能 をは じめ とした代 表的 な

オペ レー テ ィング ・システム の機能 につ いて体 系的 に整理 し、説 明

す る。

2.次 の代 表的 な3つ のオペ レーテ ィング ・システム(ま たは 、同等

の シス テム)の 仕組 みや構 成が説 明で き 、その機 能 を 自分 で活用す

ると同時 に 、関係者 に対 して の適切 な技術支 援 と助言 ・コンサ ルテ ィ

ングをす る 。

一多重 仮想 記憶用 オペ レーテ ィング ・システム(MVS)

一仮想 計算 機用 オペ レーテ ィング ・システム(VM)

-UNIXシ ステム

3.監 視 プ ログラムのサ ー ビス機 能 を利 用す るため の システム ・マ ク

ロ を駆使 して 、制御 プ ログラムの一部 手直 しや 追加 、拡 充 を行 うた

め の システ ム ・プ ログ ラム あるいは特 別な通信 制御用 のプ ログ ラム

を作成す る。

4.言 語 プ ロセ ッサ 作成上 の基 本的 な技法 を理解 し、コンパ イ ラの作

成に役 立て ると同時 に、他 の システム ・プ ログ ラム等の作成 に応用

す る。

回
2.1オ ペ レー テ ィング ・シス テムの基 本概念 と諸機能

2.1.1オ ペ レ ー テ ィン グ ・シ ス テ ム とは
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(1)目 的と主要な働き

(2)生 産性向上のための手段

(3)基 本的構成

2.1.2オ ペ レーテ ィング ・システ ムの歴史的 発展段 階

(1)構 成要素 の開発 段階

(2)連 続 ジ ョブ処理 とプログ ラムの統合化

く3)各 種手法 の統合 と新 しい設計 思想

(4)多 重処 理形態 と仮想 シス テムの追求

(5)パ ソコ ン用 オペ レーテ ィング ・シス テムの 出現

2.1.3、 具体的 な構成 と機能

(1)制 御 プロ グ ラム(監 視プ ロ グラム 、マ ス タ ・ス ケジュー ラ、

ジ ョブ ・スケ ジュ・一ラ)

(2)処 理 プロ グ ラム(言 語翻訳 プ ログ ラム 、サー ビス ・プログ

ラム 、ユーザ 作成の問題処 理プ ログ ラム)

2.1.4割 込み を主体 と したハー ドウ.ア 機能

(1)割 込み 機能(割 込 みの概 念 、割込 み機能 とプロ グラムの実

行順序 、割込 みの種類 、割 込みの制御)

(2)シ ステ ムの 状態 とプロ グラム状況語(マ ス ク状態 と割込 み

可能状 態 、監視プロ グラム状態 と問題 プログ ラム状態 、

作動状 態 と待 ち状態)

(3)記 憶保 護機能

2.1.5ジ ョブ管理 機能

(1)ジ ョブの実 行 に必要な制御 情報

(2)具 体的 な ジ ョブの実行順序 と制御プ ロ グ ラムの働 き

(3)ス プ ール と多重 ジ ョブ処理 の実現

一167一



2.1.6プ ログ ラムの実行 と制御

(1)プ ロ グ ラム とライブ ラ リ

(2)プ ロ グ ラムの実行 環境

(3)プ ロ グ ラムの結合 と実 行

(4)プ ロ グ ラムの共 同 と制 御

2.1.7入 出力制御 とデー タ管 理機能

(1)入 出力制御 の機構

く2)入 出力監 視の プロ グラム

(3)デ ー タ編 成 とア クセ ス法

(4)入 出力装 置 とボ リュームの管理

(5)排 他制 御

(6)擬 似 ア クセス法(ス プール 制御 、仮想 入 出力)

2.1.7記 憶 装置 の管理機 能

(1)主 記 憶装 置管理(単 一連続割 当て方式 、固定 区画方 式 、可

変 区画方 式 、再 配置 を伴 う可能 区画方式)

(2)仮 想 記憶 システム(ペ ー ジング方式 、セ グメ ンテ ー シ ョン

方 式)

(3)プ ログ ラム 動作

(4)仮 想記 憶 システ ムの記憶域管 理

2.1.8タ ス ク管理 機能

(1)タ ス ク とは

(2)タ ス ク制 御 ブロ ック

(3)タ ス クの実行 監視機 能

2.1.9安 全 保護 の管理機 能
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(1)安 全保護 とプ ライバ シー

(2)安 全保護機構

(3)身 元確認 の機能

2.1.10障 害対策

(1)障 害の 種類

(2)冗 長性 技術(ハ ー ドウェア冗長性 、ソ フ トウェア冗長性 、

時間冗 長性)

(3)障 害 回復(制 御プ ログラムに よる回復 機能 、入 出力割込 み 、

機械 チ ェ ック割込 み 、プ ログ ラム割込 み 、障害記録)

(4)保 守機 能(機 能縮小 、障害記録分析 、オ ンライ ン診断 、

診 断ル ーチ ン、マイ クロ診 断 、診断プ ロセ ッサ)

2.2サ ー ビス ・プログ ラム の種 類 と機能

2.2.1サ ー ビス ・プロ グラム の概 要

(1)サ ー ビス ・プロ グラム の種 類 と位置づ け

(2)'プ ログ ラム開発支援用サ ー ビス ・プログ ラム

(3)サ ー ビス ・プロ グラム の使 用条件 を指 示す る情 報

2.2.2テ キス ト編集 プ ログラムの機能

(1)全 画 面編集機 能

(2)画 面 の構成 とテキ ス トの作成

(3)テ キス トの修 正の仕方

2.2.3連 係 編集 プロ グラムの機 能

(1)連 係 編集 プロ グラム とは

(2)目 的モ ジ ュール とロー ド ・モ ジュールの構造

(3)連 係 編集 プ ログラムの機能
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(4)ロ ー ダの機 能

2.2.4デ バ ック支援用 プ ログ ラムの機能

(1)デ バ ック支援 用プ ログ ラムの特徴

(2)デ バ ック支援 用プ ログ ラムの利用 手順

(3)デ バ ック命 令で指 定で きる機能

(4)対 話式 デバ ック機能

2.2.5ラ イブ ラ リ管 理プ ログ ラムの機能

(1)プ ロ グラム ・ライブ ラ リの種類

(2)プ ロ グ ラム ・ライ ブラ リの構造

(3)ラ イブ ラ リ管理 プ ログ ラムの種類 と機 能

2.2.6分 類 ・併合 プ ログ ラムの仕組 み と機能

(1)フ ァイル の分類 と併合の概要

(2)分 類 ・併合 の段階

(3)内 部分 類 と外部分類

(4)分 類 ・併 合プ ログラムの適用例

2.2,7そ の他 のユ ーテ ィリテ ィ ・プ ログ ラム

(1)ユ ーテ ィリテ ィ ・プ ログ ラムの範 囲

(2)媒 体変換 ユ ーテ ィリテ ィ ・プ ログ ラム

(3)フ ァイル比 較プ ログ ラム

(4)初 期 値化 プ ログ ラム

2.3多 重仮想 記憶 用オペ レーテ ィング ・システム(MVS)

2.3.1MVSの 概 要

(1)MVSの 機 能 と構 成
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(2)多 重 ア ドレス空 間(多 重仮 想記憶 システム)

(3)ジ ョブのス ケジ ュー リング と実行

(4)デ ータ管理

(5)回 復終 了処理

(6)複 数 プロ セ ッサ ・サポー ト機 能

(7)シ ステム資源 の管 理

(8)安 全保護

2.3.2ジ ョブ管理 機能

く1)ジ ョブ管 理の構 成 と機能

(2)サ ブシステム ・インタ フェー スの機能

(3)ジ ョブ入 力サ ブ システム(JES)の 構成

(4)JESの 機能 とジ ョブ処理の 流れ

(5)ネ ッ トワー キ ングの構成 と適 用分野

(6)TSOの 機能 と構 成 、適用 分野

2.3.3監 視 プ ログ ラムの 役割

(1)実 行状態 に入 った ジ ョブの制御

(2)割 込み処理 とデ ィスパ ッチ ング

(3)多 重環境 での資源 の逐次 化

2.3.4記 憶域管 理機能

(1)概 要(記 憶域 の概 念 、仮想 記憶域 の概観 、ペ ー ジン グ、動

的 ア ドレス変 換 、スワ ッピング)

(2)記 憶管 理プ ログ ラムの構成 と役割

(3)仮 想記憶管理 プ ログ ラムの 仕組み と機能

(4)実 記憶管理 プ ログ ラムの仕 組み と機能

(5)補 助記憶管理 プ ロ グラムの仕組み と機能

(6)ペ ー ジ不在 の処理
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2.3.5入 出力処理 と管 理機能

(1)入 出力オペ レー シ ョンの仕 組み

(2)入 出力処 理ス テ ップ

(3)入 出力監 視プ ログ ラムの機 能

(4)チ ャネル ・サ ブ システム の機能

(5)仮 想入 出力の機能 と使用法

2.3.6回 復終 了管理機 能

(1)回 復終 了処理 の考 え方 と目的

(2)ハ ー ドウ ェア回復機能 とソ フ トウ ェア回復 機能

(3)回 復終 了管理 プロ グラム の構成 と処理機能

(4)ABENDダ ンプ とSVCダ ンプ

(5)多 重 システム の信頼性 お よび使 用可能度 向上の機 能

2.3.7シ ステ ム資源管理 プ ログ ラム(SRM)の 構 成 と機能

(1)SRMの 概念 と役割

(2)SRMの 構成 とイ ンタフ ェー ス

(3)作 業負荷管 理 プロ グラム

(4)資 源使用 アル ゴ リズム と資 源管 理機能

(5)SRM制 御 機能(ア ドレス空 間の制御 、多重 プログ ラ ミン

グ ・、レベル の制御 、資源監 視 プロ グラム 、ス ワ ップ分析

プ ログ ラム)

2.3.8シ ステム初 期設定 機能

(1)シ ステ ム初 期設 定の 目的 とその 流れ

(2)初 期プ ログ ラム ・ロー ダ(IPL)

(3)中 核初期設 定 プロ グラム(NIP)

(4)マ ス タ ・ス ケジ ュー ラの 初期設 定
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(5)ジ ョブ入力サブシステムの初期設定と開始

2.3.9安 全保 護機能

(1)安 全保 護機能 の概 観

(2)シ ステム使用 者 の識別

(3)シ ステム資源 の使 用者 の識別

(4)使 用者相 互の 分離

2.3.10シ ステ ムの導 入

(1)シ ステ ム導入 の概要 と導入 作業手順

(2)シ ステム生 成 マ クロの定義(機 械 構成関連の マ クロ、制御

プ ログラム関連 のマ クロ 、その他のマ クロ)

(3)入 出力構成 プ ログ ラム の概要 とマ クロの定義(10CPの

概要 、IOCPの マ クロ 、10CPと システム生成)

(4)ジ ョブ入力サ ブシステム の初期 設定(ジ ョブの流 れ と ジ ョ

ブ入 力サ ブシス テム 、初 期設定 、主要機能 とパ ラメー タ)

2.4仮 想計算 機用オペ レー テ ィング ・システム(VM)

2.4.1VMシ ス テムの概 要 と利用形 態

(1)VMシ ス テム とは

(2)仮 想計算機 の資源

(3)VMデ ィレ ク トリ

(4)VMシ ス テムの ソ フ トウ ェア構 成

(5)VMシ ステム の利用形 態

2.4.2制 御 プ ロ グ ラ ム(CP)の 機 能

(1)CPコ マ ン ド
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(2)仮 想 計算機 の制 御

(3)実 計 算機 の制 御

(4)CPの サ ー ビス機能

2.4.3会 話 型モ ニ タ ・シス テム(CMS)の 機能

(1)CMSの 特徴

(2)CMSの 基本的使用法

(3)CMS仮 想計算機 の記憶装 置

(4)フ ァイル 管理

(5)EXECプ ログラムの特徴 と用途

(6)対 話管理 機能

(7)CMSバ ッチ

(8)CMSに よる システム の運用 と管理

2.4.4ネ ッ トワー キ ングの機 能

(1)VMシ ステ ムにお け るネ ッ トワー キ ング

(2)VM/グ ル ープ制御 システ ム(GCS)の 概要 と機能

(3)VM/SNAネ ッ トワーキ ングの構 成 と種類

2.4.5ゲ ス ト ・オペ レー テ ィング ・システム

(1)ゲ ス トOS用 仮想計 算機の 構成

(2)コ ンソール の使用法

(3)ユ ニ ッ ト ・レコー ド装置 の使用

(4)共 用DASDの 使用

(5)端 末装置 の使用

(6)チ ャネル 間ア ダプ タ(CTCA)の 使 用

(7)CMSと ゲス トOSの 連 係

2.4.6資 源 管 理 とパ フ ォ ー マ ン ス
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(1)CPに よるCPU資 源の管 理

(2)CPに よる記憶 装置の管 理

(3)ゲ ス トOSの パ フ ォーマ ンス

2.4.7VMシ ス テムの導 入 とテー ラ リング

(1)導 入手順

(2)仮 想計算機 の登 録

(3)シ ス テム定義 フ ァイル とCP/CMS中 核 の作成

(4)そ の他 のテー ラ リング作 業

2.4.8VMシ ステ ムの保守

(1)保 守の概要

(2)PUTの 適 用

(3)修 正サ ー ビスの適 用

(4)ZAPサ ー ビス ・プ ログ ラム

2.5UNIXオ ペ レ ー テ ィング ・シ ス テ ム

2.5.1マ イ ク ロ コ ン ピ ュ ー タ用OS

(1)OSの 概 要

(2)フ ァ イJレ

(3)OSの コマ ン ド

(4)タ ー ミナ ル

(5)ユ ー ザ

2.5.2UNIXシ ステ ムの概要

(1)UNIXシ ステムの歴史

(2)UNIXシ ス テムの基本 構成

(3)フ ァイル
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(4)デ ィレ ク ト リ

(5)シ ェル

(6)コ マ ン ドと コ マ ン ドの 形 式

2.5.3'シ ス テ ム の 始 動

(1)ロ グ イ ン

(2)コ マ ン ド

(3)タ ー ミナ ル 特 性

(4)ド キ ュ メ ンテ ー シ ョン

(5)フ ァ イル ・シ ス テ ム

(6)シ ェル

2.5.4フ ァイル ・シ ス テ ム とそ の 内部 構 造

(1)デ ィレ ク ト リ

(2)フ ァイ ル の 共 用

(3)デ ィレ ク トリの 作 成 と利 用

(4)iリ ス トとiノ ー ド

(5)ブ ロ ック の ガ ー ベ ッジ ・コ レ ク シ ョン

(6)フ ァ イル ・シ ス テ ム の バ ッ ク ア ップ

2.5.5シ ェ.]yの 使 い方 とコマ ン ド

(1)タ ー ミナルか らの使 い方

(2)高 度な使 い方

(3)シ ェル ・ス ク リプ トの作 成

(4)標 準 シェル手続 き

(5)組 込 み コマ ン ド

2.5.6フ ァ イル の編 集

(1)エ デ ィタ の概 要
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(2)UNIXの 行 エ デ ィタ(edとex)

(3)UNIXの 画 面 エ デ ィタ(vi)

2.5.7UNIXの 基 本的な コマ ン ド

(1)ユ ーザ ・アクセスの制御用 コマ ン ド

(2)通 信用 コマ ン ド

(3)オ ンライ ン ・マニ ュアル用 コマ ン ド

(4)フ ァイル の操作 用 コマ ン ド

(5)デ ィレク トリとファイル名 の操作用 コマ ン ド

(6)プ ログ ラムの操作用 コマ ン ド

(7)状 態 の報告 用 コマ ン ド

(8・)タ ー ミナル の取扱 い用 コマ ン ド

(9)情 報 の処理 用 コマン ド

2.5.8文 書 の 作 成 。 処 理 、 出 力

(1)nroffとtroff

(2)文 書 の 作 成 方 法

(3)nroffの コ マ ン ド

(4)マ ク ロ ・ラ イ ブ ラ リ

(5)文 書 処 理 用 ツ ール

(6)文 書 出 力 用 ツー ル

2.5.9UNIXシ ステム でのプロ グ ラム作 り

(1)引 き数 の書 き方

(2)基 本的 な入 出力機能

(3)フ ァイル ・システムの補 足

(4)高 度な 入 出力機 能

(5)プ ロセ ス

(6)シ グナル と割込 み
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2.5.10UNIXシ ステム の導入 と運 用

(1)UNIXシ ステム の導入 の仕 方

(2)UNIXシ ステム の運用

(3)ネ ットワー ク機能 と導入 と運用

(4)UNIXシ ステ ムの拡張
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2.6シ ス テ ム ・プ ロ グ ラ ミン グ

2.6.1モ ジュールの設 計

(1)プ ログ ラム分割 の必要性

(2)プ ログ ラムの結 合方法

(3)プ ログ ラムの構造(単 純構造 、計画的 オーバ レ イ構造 、動

的直 列構造 、動的並 列構造)

(4)プ ロ グラムの属性

(5)仮 想 記憶 装置の管 理

2.6.2動 的直 列構造 プロ グラムの作成の仕方

(1)動 的直 列構造 とは

(2)LINKマ クロ

(3)LOADマ クロ

(4)DELETEマ クロ

(5)XCTLマ クロ

2.6.3動 的 並列 構造 プロ グラム の作成の仕方

(1)動 的並列 構造 プロ グラム とは

(2)ダ ス ク ・デ ィスパ ッチ ング

(3)ATTACHマ クロ

(4)DETACHマ クロ

(5)WAIT/POSTマ クロ

(6)EVENTSマ クロ

(7)EXTRACTマ クロ

(8)CHAPマ クロ

〈9)モ ジ ュ'一ルの探索 の仕方

2.6.4連 係編集 プ ログ ラム の使 用法
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(1)概 要

(2)機 能 と制 御 ステ ー トメ ン トの指定

(3)モ ジュール属 性

(4)処 理 オプ シ ョン

(5)出 力 オプ シ ョン'

2.6.5ロ ー ダの 使用法

(1)概 要

(2)ジ ョブ制 御言語 とローダめ機能

2.6.6監 視 プ ログ ラムのサ ー ビスを要求 す るその他 のマ クロの

使 用法

(1)割 込 みの 整理

(2)SPIEマ クロ

(3)ENQ/DEQマ ク ロ

(4)タ イマ ・マ クロ

(5)ダ ンプ 取得用 マ クロ

"

2.6.7デ バ ック技 法

(1)コ ンソール ・メ ッセー ジの確認の仕 方

(2)ABENDコ ー ドの分析 の仕方

(3)ダ ンプ ・リス トの見方 と利用法

(4)ロ ー ド ・モ ジュールの つ き とめ方

(5)ト レース ・テー ブルの利 用法

(6)レ ジス タ保 存域 の利用 法

(7)ENQイ ンター ロ ックの分析 の仕方

2.7プ ロ グ ラム言 語 の処理一 言語 プロセ ッサ
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2.7.1プ ログ ラム言 語の記述

(1)概 説

(2)プ ログ ラム言 語の形式 的記述

(3)構 文 の記述(バ ッカ スナウア記法)

(4)意 味の記述(公 理 的定義 、2段 階文 法 、普遍的言語定 理)

2.7.2言 語処 理系 の種類

(1)コ ンパ イラ

(2)イ ンタプ リタ

(3)プ リプ ロセ ッサ

(4)マ クロプ ロセ ッサ

(5)ジ ェネ レー タ

2.7.3コ ンパ イル技 法

(1)字 句解 釈

(2)構 文解 析(ト ップダ ウン法 、ボ トムア ップ法)

(3)記 憶割 当て(静 的デー タ、動的デ ー タ)

(4)コ ー ド生成(実 行 時 シス テム 、前方参 照 、式の処理 、手続

き呼び 出 し)

(5>コ ンtN"イラの 移植(ク ロス ・コンパ イ ラ、イ ンタプ リタ)

2.7.4最 適化 技法

(1)プ ログ ラムの 分析(制 御分 析 、デー タの流れ の分析)

(2)最 適化 の手法(定 数 の計算 、共通式 の除去 、ル ープ不 変式

の移動、ループの制御変数の最適化、その他の最適化の

。手 法)
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用 語

〈2・1節 〉

システム資 源 、スル ー プ ッ ト、ター ン ・ア ラウ ン ド ・タイム 、利用 可能

度 、制御プ ロ グラム 、処理 プ ログ ラム 、監視 プ ログ ラム 、ジ ョブ ・スケ

ジュー ラ、マス タ ・ス ケジ ュー ラ 、サー ビス ・プ ロ グラム 、多重プ ログ

ラ ミング、連 続 ジ ョブ処理 、割込 み 、プ ログ ラム状 況 ワー ド、PSW、

遠 隔 ジ ョブ入 力 システム 、優 先式 ジ ョブ ・スケ ジュー リング 、タイム シェ

ア リング ・システム 、RAS、RASIS、 入 出 力制御 システム 、IO

CS、 プロ グ ラム ・ロー ダ 、ダ ンプ ・プ ログ ラム 、ユー テ ィリテ ィ ・プ

ログ ラム 、ジ ョブ制御 言語 、入力 ジ ョブの流れ 、中核 プ ログ ラム 、基本

モ ニ タ、監視ル ーチ ン、タス ク管理 、多重 タスキ ング 、ス プール 、多重

処理 形態 、コ ンピュー タ ・ネ ッ トワー ク、対話 型計算 シス テム 、セ キ ュ

リテ ィ、保全性 、仮想 記憶装 置 、実記憶 装置 、多重仮 想記憶 、仮 想計算

機 、機械 チ ェ ック割込 み 、プ ログ ラム割 込み 、LPSW命 令 、監 視 プロ

グラム呼 出 し割込 み 、入 出力割 込み 、外 部割込 み 、マス ク状態 、割込み

可能状 態 、監視 プ ログ ラム状態 、問題 プロ グラム状態 、特権命令 、作動

命令 、待 ち状 態 、保護 キー 、読取 りプログ ラム 、開始 プ ログラム 、終止

プ ログ ラム 、出力書 出 しプ ログ ラム 、ジ ョブ管理 、常駐監視プ ログ ラム 、

入 出 力監視 プ ログ ラム 、非 常駐監 視プ ログ ラム 、デ ィスパ ッチ ング ・ル

ーチ ン 、タス ク、ジ ョブ、 ジ ョブ ・ステ ップ 、多重 ジ ョブ処理 、デー タ

・セ ッ ト、物 理 レコー ド、論理 レ コー ド、ブ ロ ック、ボ リューム ・ラベ

ル 、デ ー タ ・セ ッ ト ・ラベ ル 、DSCB、VTOC、 カ タログ ・システ

ム 、カ タログ 、カ タロ グ管理 ルー チ ン、DASDス ペ ース管理ル ーチ ン、

世 代別 デー タ群 、OPENSVCル 一一チ ン、ア クセ ス方 式ルー チ ン、

CLOSESVCル ーチ ン 、デ ー タ制御 ブロ ック(DCB)、 タス ク ・

デ ィス パ ッチ ング、 タス ク制御 ブロ ック(TCB)、 内容登録 簿 、作 動可

能状 態 、活動状 態 、待 ち状態 、ATTACHル ー チ ン、DETACHル

ー チ ン、要求 ブ ロ ック〈RB)、 サ ブ タス ク 、監視 プ ログラム呼 出 しくS
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VC)、 保護 機構 、割 込み分析 プロ グ ラム 、単一連 続割 当て方式 、固定

区画方式 、可変 区画 方式 、再配 置 を伴 う可 変 区画方 式 、コンパ リシ ョン 、

ペ ー ジング方式 、ア ドレス空 間 、仮想 空間 、論理 空 間、物理空 間 、実空

間 、動的 ア ドレス変換 機構(DAT)、 ペー ジ置換 、スラ ッシング現 象 、

セ グメ ン ト方式 、局所 参照 、LRU、 ワー キ ング ・セ ット、オ■・一・一バ レイ

構造 、チ ャネル ・プ ログ ラム 、DDR、APR、 ペー ジ固定化 、排他制

御 、擬似 アクセス 、ス プール制御 、仮想入 出 力 、権 限 リス ト、アクセ ス

制御 リス ト、 ドメ イ ン、 リング保護 、合言葉 、身 元 確認 、障害 許容 シス

テム 、動作 障害 、設 計障害 、ハ ー ドウ ェア冗 長性 、 ソフ トウ ェア冗長性 、

時間 冗長性 、再 試行 、チ ェ ックポ イン ト ・リス ター ト、機能縮小 、ウォ

ーム ス ター ト、オ ン ライ ン診断 、診断ル ーチ ン、マ イクロ診断 、診 断プ

ロセ ッサ

〈2.2節 〉

サー ビス ・プ ログ ラム 、テキス ト編集 プ ログ ラム 、連係編集 プログ ラム 、

デバ ック支 援プ ロ グラム 、ライブ ラ リ管 理プ ログ ラム 、ライブラ リア ン、

分 類 ・併 合 プ ログ ラム 、ユーテ ィリテ ィ ・プ ログ ラム 、指 令 、副指 令 、

全 画面編 集機 能 、編 集用指令 、テ キス ト、入 力モー ド、編集 モー ド、修

正用 指令 、外部 記号 、デ ィクシ ョナ リ、外部 名 、外 部参照 、再 配置 デ ィ

クシ ョナ リ、RLD、 ア ドレス定数 、混成外 部記 号 デ ィクシ ョナ リ、ロ

ー ダ
、連係 ロー ダ 、デバ ッギ ング ・プ ロ グラム 、デバ ッギ ング ・エ イ ド、

ダ ンプ機能 、ス ナ ップ シ ョット ・ダ ンズ 追跡 機 能 、変更機能 、対 話式

デバ ック、デバ ック指令 、デバ ック副指令 、プロ グ ラム ・ライ ブラ リ、

マ クロ ・ライブ ラ リ、原始 プロ グラ ・ライブ ラ リ、 目的モジ ュール ・ラ

イブ ラ リ、ロー ド ・モ ジュール ・ライ ブラ リ、区分 データ ・セ ッ ト、メ

ンバ 、登録 簿 、分類 、併合 、制御 キ ー 、昇順(正 順)、 降順(逆 順)、 内部

分 類 、外部 分類 、挿入分 類法 、選択 分類 法 、交換分 類法 、バ ランス型分

類 法 、媒体変 換ユ ー テ ィリテ ィ ・プ ログ ラム 、フ ァイル比較プ ログ ラム 、

初 期値 化プ ログ ラム 、デ ー タ変換 プロ グ ラム 、 フ ァイル複写 プ ログ ラム 、
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ボ リューム複 写 、フ ァイル 照合 プ ログ ラム 、準備 プロ グラム 、独 立ユー

テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラム 、

〈2.3節 〉

単 一 仮 想 記 憶 シ ス テ ム 、単 一 ア ドレス 空 間 、多 重 仮 想 記 憶 シス テ ム 、多

重 ア ドレ ス空 間 、 ジ ョブ 入 力 サ ブ シ ス テ ム(JES)、 ジ ョブ ・ス ト リー

ム 、 ス プ ー ル ・ボ リ ュー ム 、EXCPプ ロ セ ッサ 、 回復 終 了 管 理 プ ロ グ

ラ ム(RTM)、 複 数 プ ロ セ ッサ ・サ ポ ー ト、マ ル チ ・ア ク セ ス ・ス プ ー

ル 、 シ ス テ ム 資 源 管 理 プ ロ グ ラ ム(SRM)、 許 可 プ ロ グ ラ ム 機 能(AP

F)'、 イ ニ シ エー タ 、サ ブ シ ス テ ム ・イ ン タ フ ェー ス 、 機 能 サ ブ シ ス テ

ム 、 ジ ョブ ・ク ラス 、 内 部 読 取 りプ ロ グ ラム 、外 部 書 出 しプ ロ グ ラ ム 、

ス プ ー ル ・オ フ ロー ド機 能 、 グ ル ー バ ル ・プ ロ セ ッサ 、ロ ー カ ル ・プ ロ

セ ッサ 、 ホ ッ ト ・ス タ ー ト、 ロー カ ル ・ス ター ト、依 存 ジ ョブ 制 御 、締

切 ジ ョブ ・ス ケ ジ ュー リン グ 、動 的 シ ス テ ム 切 替 え(DSI)、TSO、

コ マ ン ド ・プ ロ シ ジ ャ 、サ ブ ミ ッ ト機 能 、資 源 測 定 機 能(RMF)、 端 末

監 視 プ ロ グ ラム(TMP)、 端 末 制 御 ア ドレ ス空 間(TCAS)、 ア ド レス

空 間 制 御 ブ ロ ッ ク(ASCB)、 ア ド レス 空 間拡 張 ブ ロ ック(ASXB)、

領 域 制 御 タ ス ク(RCT)、SVCダ ンプ ・タス ク 、STCタ ス ク 、 ペ ー

ジ可 能 連 係 パ ッ ク域(PLPA)、LINKラ イ ブ ラ リ 、 ジ ョブ ・パ ック

域(JPA)、 修 正 用 連 係 パ ック域(MLPA)、 固 定 連 係 パ ック域(FL

PA)、24ピ ッ ト ・、ア ドレ シ ン グ ・モ ー ド、31ビ ッ ト ・ア ドレ シ ング ・

モs・・・…一ド、サ ー ビ ス要 求 ブ ロ ッ ク ・ル ー チ ン(SRBル ー チ ン)、 仮 想 記 憶

間 連 絡 機 能(CMS)、 逐 次 再 使 用 可 能 資 源 、逐 次 化 機 能 、再 始 動 割 込 み 、

イ ン ター ロ ック 、多 重 処 理 、プ レ フ ィク シ ン グ 、 ロ ック 、共 用DASD、

大 域 資 源 逐 次 化(GRS)、 ペ ー ジ ・フ レー ム 、 ス ロ ッ ト 、ペ ー ジ不 在 割

込 み 、ペ ー ジ イ ン 、 ペ ー ジア ウ ト、ペ ー ジ ング 、ス ワ ップ イ ン 、 ス ワ ッ

プ ア ウ ト、ス ワ ッ ピ ン グ 、セ グ メ ン ト ・テ ー ブ ル 、ペ ー ジ ・テ ー ブ ル 、

利 用 可 能 フ レー ム 待 行 列(AFQ)、 ペ ー ジ固 定 、仮 想 ア ド レス 、 実 ア ド

レ ス 、仮 想 記 憶 管 理 プ ロ グ ラム 、実 記 憶 管 理 プ ロ グ ラム 、 補 助 記 憶 管 理
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プ ロ グ ラム 、SQA、PBLDL、 共 通 域 、私 用 域 、LSQA、SWA、

サ ブ プ ー ル 、 ユ ー ザ 領 域 、 シス テ ム 領 域 、 中核 域 、PSA、 ペ ー ジ ・フ

レー ム ・テ ー ブル 、ペ ー ジ ・ス テ ィー リン グ 、ペ ー ジ 再 使 用 、外 部 ペ ー

ジ ・テ ー ブ ル 、ペ ー ジ ・デ ー タ ・セ ッ ト、ス ワ ップ ・デ ー タ ・セ ッ ト、

CAW、CCW、CSW、UCB、 チ ャ ネ ル ・サ ブ シ ステ ム 、10Sド

ラ イバ 、エ ク ス テ ン ト、DEB、 論 理 チ ャ ネル 待 行 列 、VIO、 要 求 時

ペ ー ジ ン グ 、未 着 割 込 み処 理 ル ー チ ン(MIH)、 動 的 装 置 再 構 成 ル ー チ

ン 、機 械 チ ェ ック割 込 み 処 理 ル ー チ ン(MCH)、 代 替CPU回 復 ル ー チ

ン(ACR)、 機 能 別 回 復 ル ー チ ン(FRR)、PRB、SCB、SVRB、

ABENDダ ンプ 、SVCダ ンプ 、 ス タ ン ド ・ア ロ ー ン ・ダ ンプ 、 作 業

負 荷 管 理 プ ロ グ ラム 、サ ー ビス 量 、 トラ ンザ ク シ ョン 、サ ー ビ ス率 、パ

フ ォー マ ン ス 目標 、資 源 使 用 アル ゴ リズ ム 、CPU負 荷 バ ラ ン ス 、AP

G管 理 、記 憶 域 負 荷 バ ラ ンス 、入 出 力 負 荷 バ ラ ンス 、SRM制 御 、CV

T、 多 重 プ ロ グ ラ ミン グ ・レベ ル 、 ドメ イ ン 、ス ワ ップ 分 析 プ ロ グ ラ ム 、

シス テム生 成 、配布 ライ ブ ラリ、システム初期設定パ ラメー タ 、初期 プ

ログラム ・ローダ 、中核初期設 定プ ログ ラム 、システム生成 マ クロ 、入

出力構 成プ ログ ラム(IOCP)、IOCPマ クロ

〈2.4節 〉

制 御 プ ロ グ ラム(CP)、 仮 想 コ ン ソー ル 、 仮 想 ユ ニ ッ ト ・レ コ ー ド装 置

仮 想 デ ィス ク装 置 、実 計 算 機 、仮 想 計 算 機 、動 的 ペ ー ジ ン グ域 、CPス

プ リー リ ン グ 、仮 想 装 置 ア ドレス 、実 装 置 ア ドレ ス 、 ミニ デ ィス ク 、V

Mデ ィレ ク ト リ、仮 想 計 算 機ID、 会 話 型 モ ニ タ ・シス テ ム(CMS)、

グル ー プ 制 御 シ ス テ ム(GCS)、 ゲ ス トOS、CPコ マ ン ド、特 権 ク ラ

ス 、保 管 シ ステ ム 、VM環 境 、CP環 境 、一 時 ミニ デ ィス ク 、 ミニ デ ィ

ス クの 共 用 、LINKパ ス ワ ー ド、代 替 ア クセ ス ・モ ー ド、ス プ ー ル ・

フ ァ イル 、 ス プ ・・一ルID、CPス プ ール ・ボ リュー ム 、仮 想 プ リン タ 、

仮 想 カ ー ド ・パ ン チ 、仮 想 カ ー ド ・リー ダ 、 コ ン ソー ル ・ス プ リー リン

グ 、 資 源 識 別 番 号 、実 デ ィス ク装 置 、CP所 有 ボ リ ュー ム 、 実 デ ィス ク
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・ボ リ ュー ム 、実 カ ー ド ・リー ダ 、 実 プ リン タ 、実 カ ー ド ・パ ンチ 、

Diagnoseイ ン タ フ ェー ス 、CMSセ ッシ ョン 、 フ ァ イル ・モ ー ド、A

CCESSコ マ ン ド、 フ ァイル 識 別 名 、ユ ー テ ィ リテ ィ ・コ マ ン ド、 フ ァ

イ ル ・デ ィレ ク ト リ、 エ デ ィタ 、編 集 サ ブ コマ ン ド、接 頭 部 サ ブ コマ ン

ド、CMSマ ク ロ 、EXECプ ロ シ ジ ャ 、CMSフ ァイ ル 、CMSラ イ

ブ ラ リ、マ ク ロ ・ラ イ ブ ラ リ、 テ キ ス ト ・ラ イ ブ ラ リ、 ロー ド ・モ ジ ュ

ー ル ・ラ イ ブ ラ リ
、EXECプ ロ グ ラム 、EXEC言 語 、対 話 管 理 機 能 、

CMSバ ッチ 、RSCSネ ッ トワ ー キ ン グ 、VM/パ ス ・ス ル ー 、VM

パ ス ・ス ル ー 計 算 機(PVM) 、SNAネ ッ トワ ー キ ン グ 、 ジ ョブ ・サ ブ

ミ ッ ト

〈2.5節>

UNIXシ ス テ ム 、UNIXフ ァ イル 、デ ィレ ク ト リ 、 シ ェル 、 コマ ン

ド形 式 、 ロ グ イ ン 、 フ ァ イル ・シ ス テ ム 、iリ ス ト、iノ ー ド、 ガ ー ベ ッ

ジ ・コ レ ク シ ョ ン 、 シ ェル ・ス ク リプ ト、組 込 み コ マ ン ド、エ デ ィタ 、

行 エ デ ィタ 、画 面 エ デ ィタ 、制 御 用 コ マ ン ド、通 信 用 コ マ ン ド、 マ ニ ュ

ア ル 用 コマ ン ド 、操 作 用 コマ ン ド、状 態 報 告 用 コ マ ン ド 、情 報 処 理 用 コ

マ ン ド、マ ク ロ ・ラ イ ブ ラ リ、文 書 処 理 用 ツ ー ル 、 文 書 出 力 用 ツ ー ル 、

ネ ッ トワ ー ク機 能 、 ウ ィ ン ド、エ ス ケー プ 記 号 、親 デ ィレ ク ト リ名 、キ

ー ワ ー ド ・パ ラメ ー タ
、親 タス ク 、 子 タス ク 、 コマ ン ド体 系 、 ス ー パ ー

・ブ ロ ック
、正 規 表 現 、総 称 文 字 、 デ ィレ ク ト リ構 造 、デ ィレ ク トリ名 、

テ キ ス ト ・エ デ ィタ 、 入 力促 進 記 号 、パ ス 名 、バ ッ ク グ ラ ウ ン ド ・ジ ョ

ブ 、 フ ォ ア グ ラ ウ ン ド ・ジ ョブ 、 フ ァイル 転 送 、 フ ァイ ル 管 理 表 、 フ ァ

イル ・ポ イ ン タ 、 フ ィル タ型 コ マ ン ド、 プ ロ ン プ ト、保 護 モ ー ド、現 用

デ ィレ ク ト リ 、 多重 タス キ ン グ

〈2.6節 〉

単 純構 造 、計 画的 オーバ レイ構造 、動的直列 構造 、動的並 列構造 、再使

用 不可 能 、逐 次再使用 可能 、再入可 能 、記憶 域の暗 黙的要求 、記 憶域の
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明 示 的 要 求 、サ ブ プ ール 、GETMAINマ クロ 、FREEMAINマ

ク ロ 、LINKマ ク ロ 、利 用 ラ イ ブ ラ リ 、LOADマ ク ロ 、DELET

Eマ ク ロ 、CALLマ ク ロ 、LLE、XCTLマ クロ 、サ ブ タ ス ク 、 タ

ス ク ・デ ィス パ ッチ ン グ 、 デ ィス パ ッチ ン グ優 先 順 位 、指 名 順 位 、ア ド

レ ス 空 間 優 先 順 位 、 タス ク 優 先 順 位 、限 界 優 先 順 位 、ATTACHマ ク

ロ 、 親 タ ス ク 、 多重 タス キ ング 、ECB、DETACHマ ク ロ 、WAI

Tマ ク ロ 、 多 重WAIT、POSTマ ク ロ 、完 了 コー ド、EVENTS

マ ク ロ 、EXTRACTマ ク ロ 、CHAPマ ク ロ 、 タス ク ・ラ イ ブ ラ リ 、

JPA、LPA、 カ タ ロ グ 式 プ ロ シ ジ ャ 、 自動 ライ ブ ラ リ呼 出 し機 能 、

制 御 セ ク シ ョン 、・共 通 域 、SPIEマ ク ロ 、割 込 みサ ー ビス ・ル ー チ ン 、

PICA、PIE、ENQマ ク ロ 、DEQマ ク ロ 、QCB、 排 他 使 用 、

共 同 使 用 、 排 他 的要 求 、共 用 的 要 求 、 イ ン ター ロ ック 、 タ イ マ ・マ ク ロ 、

TODク ロ ッ ク 、 イ ン ター バ ル ・タ イマ 、 ク ロ ック,・コ ンパ レー タ 、C

PUタ イマ 、TIMEマ ク ロ 、STIMERマ ク ロ 、 タ イマ ・エ グ ジ ッ

ト ・ル ー チ ン 、TTIMERマ ク ロ 、SNAPマ ク ロ 、ABENDマ ク

ロ 、 コ ン ソ ール ・メ ッセ ー ジ 、ABENDコ ー ド、ダ ンプ ・リス ト、C

ANCELコ マ ン ド、DUMPコ マ ン ド、徴 候 ダ ン プ 、 トレー ス ・テ ー

ブル 、 ブ ラ ン チ ・トレ一一ス 、 レ ジ ス タ保 管 域 、ENQイ ン ター ロ ッ ク

〈2.7節 〉

互換性 、言語 の仕様 、形 式的 記述 、構 文解析 、バ ッカスナ ウア記法 、超

言語 、.二段階 文法 、生成 規則 、超生成規 則 、表明 と推 論規則 、公理 的定

義 、普遍 的言語 定義 、抽象 構文 、抽象 プ ログ ラム 、抽象機 械 、具象構 文 、

木構 造 、言語処理 系(言 語プ ロセ ッサ)、 中間 コー ド、中間 言語 、イン タ

プ リタ、 コンパ イ ラ、ジェネ レー タ、ク ロス ・コンパ イラ 、手続 き型 プ ・

ログ ラム言語 、記述型 プ ログ ラム言 語 、 コンパ イラ ・コンパ イラ 、コ ン

パ イ ラ ・ジ ェネレー タ、分割 コンパ イル 、 シ ミュレー タ、エ ミュ レー タ 、

プ リプ ロセ ッサ 、マ クロプ ロセ ッサ 、閉 じたサ ブルーチ ン、開 いたサ ブ

ル ー チ ン、マ クロ、マ クロ言語 、字句 解析 、シラブル 、コー ド生成 、字
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句 解析 部 、スキ ャナ 、シ ラブル ・リー ダ、 トップ ダウ ン法 、ボ トム ア ッ

プ法 、表探 索 、順探索法 、二分探索 法 、ハ ッシ ュ法 、実 行時 システム 、

前 方参照 、再帰 呼 出 し、手続 きパ ラメー タ、移植 、基本 ブ ロ ック、フロ

ー グ ラフ、相 対定数 、制御変数 、副 プロ グ ラム
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第3章 デー タベー ス

国
今 日では 、情 報処 理 システムの開発 に あた って 、デー タベ ースにつ い

ての知 識は必 要かつ 不可欠 にな って来 て い る。 この章では 、まず デー タ

ベー スの原理 ・特 徴 、フ ァイル ・システ ム との違 いを説明 し、また 、デ

ー タベー ス ・システ ムを利用す る上で必 要 とな る基本知識 として 、関連

す る用語 を解説 す る。

次 に 、テ クニカルSEを 対象 に 、デー タベース の設 計に必要な知識 、

物 理的 な実現 方法 、デー タベ ース ・シス テム に必要 とされ る機能 につ い

て説明 す る6

ア プ リケー シ ョンSEは 、この章 のデ ー タベ ースの基本 を学 習 し、デ

ー タベー スの論理 設計 をす る上 で必要 とな る事項 を覚 え、デ ー タベー ス

の原理 、特 に ファイル ・システ ム との違 いを りか いす るこ とを目標 とす

る。

テ クニカルSEは 、この章全 部 につ いて学 習 し、デー タベー スの構 築

に必 要 な理論 、物理 的な実現方 法 、デー タベー ス ・システムの諸 機能 に

つ いて 理解す るこ と、また 、デー タベー ス ・システムの導入 にあた って 、

導 入す るデ ー タベ ー ス ・システ ムの評価及 び 、情報処理 システ ム全体 に

与 える影響 を把握 す るため に必要 な知識 を身 につ けるこ とを 目標 とす る。

回
3.1デ ー タベ ースの基本

デ ー タベ ー スの原理 ・特 徴 、 ファイル ・システム との違 い 、成 り立

ち 、デ ー タベー スを利用 す るため の仕組 み

3.1.1デ ー タベ ー ス の 原 理
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(1)デ ー タベ ース の定義 、目的 、情報処理 システ ムでの役割

(2)デ ー タベ ースの 原理 、特徴 、フ ァイル ・システ ム との違

い

(3)デ ー タベ ースの 歴史

3.1.2デ ー タベー ス ・システムの基 本的な考 え方

(1)デ ー タベー ス ・シス テムの種類

(2)デ 一一タベ ース ・システムの構成 要素

① デー タベ ー ス利用の ための考 え方

②情報 処理 シス テム と しての構成

(3)デ ー タベ ー ス ・システ ムに必要 な基本機能

① 情報処 理 シス テム と しての機能

② デー タベー ス ・シス テム として特徴的な機 能

3.・2デ ー タベ ースの実 現方 法

デー タベ ー スを コン ピュー タの シス テム と して実現す るため の理論 、

論理 的 、物理 的な実現 方法

3.2,1デ ー タ ・モデ リング

(1)デ ー タの型 、デー タの構造

① デー タの型

② デー タの基本 構造

(2)デ ー タ設計

① デー タ抽 象化 の方法 、情 報代数 、関係代 数

② デー タベ ース の論理 設計 とデー タモデル

(3)デ ー タモデ ル

① デー タモ デル の系譜

② 関係 モ デル 、関係代 数

③ 階層 モ デル
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④ ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル 、CODASYL方 式

⑤実体関連モデル

⑥各モデルの特徴と評価

(4)デ ータベースの再構成

①設計時の留意点

②再構成の方法

3.2.2デ ー タの コンピュー タでの記憶法

(1)レ コー ドの構造 、レコー ド内構造 、レ コー ド間構造

(2)論 理 レ コー ドと物理 レコー ド

① ソフ トウ ェアでの レコー ド表現

②ハ ー ドウ ェアでの レコー ド表現

(3)デ ー タベ ー スの物 理的編成 方法

①デー タベ ース と して有効 な フ ァイル 編成

②各編 成方 法の特徴 と評 価

3.2.3情 報の探 索方法

(1)情 報探索 の アル ゴ リズム

(2)シ ステム に必 要な機能 、ソフ トウ ェア上 の考慮点

3.3デ ー タベ ーース ・システ ムの機 能

デー タベ ース を利用 す るため の システム機 能

3.3.1デ ー タ制御

(1)完 全性制 御(一 貫性制 御)

①正 当性 確認

② 同時実行制 御

⑧ 障害 回復

(2)呼 び 出 し制 御
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デ ー タセ キ ュ リテ ィ、 プ ライ バ シ ー 保 護

3.3.2・ デー タベ ース支援

(1)デ ー タベ ース生 成 、再編成

(2)障 害 処理

① 障害 の発見 、通報

② 障害 への対処 、システムの停 止 ・縮 退

③障害 の 回復 、システム の復 旧

(3)分 散処理 支援機能

(4)そ の他の 支援機能

①運 行管理 、統計

② 開発 ・テス ト支 援

3.3.3デ ー タベー ス ・ソフ トウ ェア

(1)デ ー タベ ース とソ ラ トウ ェア

①DBMS(デ ー タベ ー ス管理 システ ム)

② デー タベース のため の言語

(2)デ 一 夕ベ一一ス言語 の例

①DDL、DML、 問 い合 わせ 言語 、第4世 代言 語

② 各言 語の特徴 と評価

3.3.4デ ー タベ ニス ・システム の例

(1)階 層 モデル 、ネ ッ トワー ク ・モ デル の例

(2)関 係 モ デルの例

(3)各 モデル の システムあ特 徴 と評 価

(4)分 散型 デー タベ ース ・シス テムの例

3.4デ ー タベ ー ス ・システムの導 入

デー タベー ス ・システ ム を導入す る際 に必要 な手順 、ポ イ ソ ト
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3.4.1導 入 までの手順 と注意事 項

(1)デ ー タベー ス ・シス テムの評価 、評価基 準

(2)ハ ー ドウ ェア構 成の検討

(3)ア プ リケー シ ョンとの適 合性

3.4.2シ ス テ ム ・ソ フ トウ ェ ア との 関連

(1)オ ペ レー テ ィン グ ・シス テ ム

(2)ネ ッ トワ ー ク 、通 信 制 御 プ ロ グ ラム

(3)デ ー タ 操 作 ユ ー テ ィ リテ ィ

3.4.3導 入 の実例

ポ実 際の システム を例 に とって導入手順 を解説す る 。

用 語

デ ー タベ ー ス 、 フ ァ イ ル ・シ ス テ ム 、デ ー タの 独 立 性 、デ ー タ の 一 貫 性 、

同 時 更 新 、デ ー タ ・ア クセ ス 、デ ー タベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム

(DBMS)、 論 理 設 計 、物 理 設 計 、三 層 モ デル 、ス キ ー マ 、概 念 ス キ ー

マ 、外 部 ス キ ー マ 、 内部 ス キ ーーマ 、 デ ー タベ ー ス管 理 者(DBA) 、分 散

型 デ ー タベ ー ス 、 デ ー タベ ー ス ・マ シ ン 、デ ー タ 記 述 言 語(DDL)、 デ

ー タ操 作 言 語(DML)
、 デ ー タ操 作 、検 索 、更 新 、 新 規 、追 加 、削 除 、

デ ー タ制 御 、完 全 性 制 御 、一 貫 性 制 御 、 呼 出制 御 、正 当性 確 認 、 同 時 実

行 制 御 、障 害 回 復 、 デ ー タベ ー ス 支 援 、生 成 、再 編 成 、ガ ー ベ ッジ ・コ

レ ク シ ョン 、 ユ ー テ ィ リテ ィ、 ロ ー ド、 ア ン ロー ド、 ダ ンプ 、 バ ッ ク ア ッ

プ 、 リカ バ リー 、 シ ス テ ム 停 止 、縮 退 運 転 、デ ー タモ デル 、エ ンテ ィテ ィ

階 層 モ デ ル 、 ネ ッ トワ ー ク ・モ デ ル 、実 体 関 連 モ デ ル 、関 係 モ デ ル 、 論

理 領 域 、抽 象 化 、デ ー タ構 造 、 配 列 、 リス ト、ス タ ック 、 チ ェ ー ン 、 ト ゥ

リー(木)、 デ ー タ項 目 、 レ コー ド、 レ コー ド内構 造 、 レ コ ー ド間 構 造 、
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ポ イ ン タ 、情 報 代 数 、属 性 、事 象 、値(属 性 値)、 順 序 木 、親 子 集 合 、 パ ッ

ク マ ン ・ダ イ ヤ グ ラム 、定 義 域 、正 規 化 、第1正 規 形 、第2正 規 形 、第

3正 規 形 、関 係 代 数 、 関 係 従 属 性 、射 影 、 選 択 、結 合 、組(タ プ ル)、 表 、

物 理 レ コー ド、 論 理 レ コ ー ド、ア ド レ ッシ ン グ 、 位 置 決 め 、キ ー 、キ ー

値 、ハ ッ シ ン グ 法 、ハ ッシ ュ関 数 、割 り算 法 、掛 け算 法 、桁 分 析 法 、基

数 変 換 法 、 中 央 二 乗 法 、 シ ノニ ム 、オ ー バ ー フ ロ ー 領 域 、 オ ー プ ン ・ア

ドレ ッ シ ン グ 、溢 れ バ ケ ツ 法 、索 引 法 、B--TREE、 多重 索 引 編 成 法

(lnvertedFile)、 転 置 索 引(lnvertedIndex)、 排 他 制 御 、サ イ フ ァ リ

ン グ 、 デ サ イ フ ァ リ ン グ 、パ ス ワー ド、 デ ー タ デ ィク シ ョナ リー 、 メ タ

デ ー タ 、 親 言 語 、独 立 言 語 、問 い合 わ せ 言 語 、 第4世 代 言 語 、分 散 デ ー

タ 、 同 期 デ ー タ 、非 同 期 デ ー タ 、複 写 デ ー タ 、 サ ブ セ ッ トデ ー タ 、 再 編

成 デ ー タ 、 区 分 デ ー タ 、個 別 ス キ ー マ デ ー タ 、非 互 換 デ ー タ 、 ネ ッ トワ

ー ク 、 ネ ッ トワ ー ク ・ア ー キ テ クチ ャ 、 シ ス テ ム ・ジ ェ ネ レー シ ョン 、

ネ ッ トワ ー ク ・ジ ェ ネ レ ー シ ョン 、 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム 、 ネ ッ トワー ク

制 御 プ ロ グ ラ ム 、磁 気 デ ィス クの 容 量 、 ア ク セ ス タ イ ム の 計 算 、 レ ス ポ

ンス ・タ イ ム 、ANSI-SPARC、CODASYL、COBOL
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第4章 通 信 ネ ッ トワー ク

国
ネ ッ トワー ク、通 信技術 は 、情報 シス テムの神経 と して情 報 コ ミュニ

ケー シ ョンを広範 化 、即 時化す るため に 、情 処理報技術者 が注 目 しシス

テ ム化 を考慮 しなけれ ばな らない重点項 目で ある。

本 章 にお いては 、広 が る情報 通信技術 を情報処理技術 に加 えて高 度情

報化 シス テム を具体化 で き る要員 を育 成す るため に 、その基本 とな る知

識 、技術 を修 得す る。 さ らに 、それ らを応用 して高 度な通信 ネ ットワー

ク ・システム を開発 、運用 す る方法 を修得す ることを目的 とす る。

この 目標 を達成す るため に、次 のテー マについて考慮 して いる。

1.デ ー タ通信 の基 本

2.シ ステム分析 ・設計

3.交 換 、伝 送の基 本(有 線 、無線)

4.標 準 化動向

5.LAN、WAN、VAN

これ らの うち、特 に1項 の 内容 を豊 富 に盛 り込 む ことを第 一 に考慮 し

た 。

また 、2項 は他章 との拘 わ りがあ り、重複 を避け るため に 、ネ ッ トワー

ク設計 に閉 じた内容 に して い る。

その他 、3.4.5.に つ いては基本知 識 と して必要 と考 え る項 目を

一定 の グル ープ化の もとに展 開 して い る。

回
4.1通 信 ネ ッ トワー ク

4.1.1通 信 ネ ッ トワ ー ク の 役 割
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(1)通 信 と情報処理 の融合

(2)通 信 ネ ットワー クの役割

(3)通 信 ネ ッ トワー クの展望

4.1.2通 信 ネ ッ トワ ー クの適 用 シ ス テ ム

(1)オ ン ライ ン ・リアル タ イ ム ・シ ス テ ム

(2)オ フ ィス ・オー トメ イ シ ョ ン ・シ ス テ ム

(3)フ ァ ク トリ ・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ス テ ム

(4)ラ ボ ラ ト リ ・オ ー トメ ー シ ョン ・シス テ ム

(5)ホ ーム ・オ ー トメ ー シ ョン ・シ ス テ ム

(6)情 報 検 索 シス テ ム

・(7)パ ソ コ ン 通 信

4.2通 信技 術

4.2.1情 報 の表現 と符号化

(1)情 報 の表現

(2)情 報 の符号 化

(3)符 号 の標準 化

4.2.2通 信 方式

(1)並 列 伝送 と直 列伝送

(2)半 二 重 と全 二重

(3)伝 送 路

(4)通 信 速度

(5)網 構 成

4.2.3デ ー タ伝 送 方 式

(1)ア ナ ロ グ ・デ ー タ伝 送 とデ ィジ タル ・デ ー タ 伝 送
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(2)同 期方式

(3)変 調方式

(4)多 重化方 式

4.2.4交 換方式

(1)回 線交換

(2)バ ケ ッ ト交 換

4.2.5伝 送誤 り

(1)伝 送品質 の劣 化要 因

(2)デ ー タ誤 りの検 出 と修正

4.3通 信 ネ ッ トワー クの種 類 と特徴

4.3.1通 信 ネ ッ トワー ク と電気 通信事 業者

(1)通 信 ネ ッ トワー クの種類

(2)電 気 通信事業 者

4.3.2

(1

(2

(3

(4

ワイドエリア ・ネットワーク

専用回線の種類と特徴

交換回線の種類と特徴

衛星通信の種類と特徴

付加価値ネットワークの種類と特徴

4.3.3ロ ー カ ル エ リア ・ネ ッ トワ ー ク

(1)バ ス 型 ロ ー カ ル エ リア ・ネ ッ トワ ー ク の種 類 と特 徴

(2)リ ン グ型 ロ ー カル エ リア ・ネ ッ トワ ・一ーク の種 類 と特 徴

(3)ス ター 型 ロ ー・・+カル エ リア ・ネ ッ トワ ー クの種 類 と特 徴

(4)簡 易 無 線 の 種 類 と特 徴
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4.4通 信 ネ ッ トワー ク構成 機器

4.4.1端 末装置

(1)端 末装置 の種類

(2)端 末装置 の機能

4.4.2通 信処 理装置

(1)通 信処 理装置 の種類

(2)通 信種 類装置 の機能

4.4.3回 線終端 装置

(1>回 線終端 装置 の種類

(2)回 線終 端装置 の機 能

4.4.4網 制御 装 置

(1)網 制御 装置 の種類

(2)網 制御 装置の機 能

4.4.5分 岐装 置

(1)分 岐装 置 の種 類

(2)分 岐装 置 の機能

4.4.6多 重化 装置

(1)多 重化 装置 の種類

(2)多 重 化装置 の機能

4.4.7回 線 切換装 置

(1)回 線切換装 置の種 類
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(2)回 線切換装置の機能

4.4.8交 換 機

(1)交 換機 の種類

(2)交 換機 の機能

4.4.9網 診断/監 視装置

(1)網 診断/監 視装置の種類

(2)網 診断/監 視装置の機能

4.5伝 送制御 手順 とネ ットワー ク アーキテ クチャ

4.5.1伝 送制 御手 順

(1)伝 送 制御手 順の役割

(2)無 手順

(3)基 本型伝 送制御手 順

(4)ハ イレベル ・デー タ リン ク コ ン トロ ー ル

4.5.2ネ ッ トワー ク ・アー キテ クチ ャ

(1)ネ ッ トワー ク ・ア一-eeテ クチ ャの役 割

(2)ネ ッ トワー ク ・アーキテ クチャの標 準化動 向

(3)ネ ッ トワー ク ・アーキテ クチャの機 能 階層

(4)物 理 制御 層の役割 と機能

(5)デ ー タ リンク制御 層の役割 と機能

(6)転 送制 御層 の役割 と機能

(7)網 制御 層 の役 割 と機能

(8)セ ッシ ョン制御層の役 割 と機能

(9)プ レゼ ンテー シ ョン制御層 の役割 と機能

(10)ア プ リケー シ ョン制 御層の役割 と機 能
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1

4.6通 信 ネ ッ トワ ー ク ・ソ フ トウ ェ ア

4.6.1通 信 ネ ッ トワー ク ・ソ フ トカ ェ ア の 種 類

4.6.2ホ ス ト ・ノー ド ・ソ フ トウ ェ ア

(1)ホ ス ト ・ノー ド ・ソ フ トウ ェア の 種 類

(2)ホ ス ト ・ノー ド ・ソ フ トウ ェア の 機 能

4.6.3中 継 ノ ー ド ・ソ フ トウ ェア

(1)中 継 ノ ー ド ・ソ フ トウ ェア の 種 類

(2)中 継 ノ ー ド ・ソ フ トウ ェア の 機 能

4.6.4端 末 ノ ー ド ・ソ フ トウ ェ ア

(1)端 末 ノ ー ド ・ソ フ トウ ェ ア の 種 類

(2)端 末 ノー ド ・ソ フ トウ ェア の 機 能

4.7通 信 ネ ッ トワ ー ク 設 計

4.7.1シ ス テ ム 分 析

(1)現 状 シ ス テ ム 診 断

(2)エ7ド ユ ー ザ 診 断

(3)将 来 構 想 検 討

4.7.2通 信 ネ ッ トワ ー ク構 築 要 件 の 設 定

(1)機 能 要 件 設 定

(2)性 能 要 件 設 定

(3)信 頼 性 要 件 設 定

(4)接 続 ノー ド要 件 設 定
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(5)拡 張要件設定

(6)経 済性要件設定

4.7.3通 信 ネ ッ トワー ク設計

(1)通 信 回線選択

(2)通 信 ネ ッ トワー ク構成 の検討

(3)通 信 ネ ッ トワー ク構成機 器選択

(4)通 信 ネ ッ トワー ク信頼性 検討

(5)通 信 ネ ッ トワー ク安全性 検討

(6)通 信 ネ ッ トワー ク ・ソフ トウェア設計

(7)通 信 ネ ッ トワー ク性能予 測

4.7.4通 信 ネ ッ トワー ク導入評 価

(1)通 信 ネ ッ トワー ク案の評 価点設定

(2)通 信 ネ ッ トワー ク最適案 の検討

4.8通 信 ネ ッ トワー クの導入 と運用

4.8.1通 信 ネ ッ トワー クの導入

(1)通 信 ネ ッ トワー クの利用 契約

(2)通 信 ネ ッ トワー ク接続工事

(3)通 信 ネ ッ トワー ク ・ソフ トウェア製造

(4)ノ ー ド ・シス テム生成

(5)通 信 ネ ッ トワー ク評価

4.8.2通 信 ネ ッ トワー クの運用管 理

(1)通 信 ネ ッ トワー クの信頼 性管理

(2)通 信 ネ ッ トワー クの性能管 理

(3)通 信 ネ ッ トワー クの評価/改 善
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(4)通 信 ネ ッ トワー ク利用者 の管理

(5)通 信 ネ ッ トワー クの安全 性の管理

用 語

高度情報 化社会 、コ ンピュー タとコ ミュニ ケー シ ョン、モ ダ ン ・コ ミュ

ニ ケー シ ョン 、イン フラス トラクチ ュア 、統合通 信 ネ ッ トワー ク、マル

チメ デ ィア 、デ ィジ タル化 、デ ィジタル ・ネ ッ トワー ク 、統合 デ ィジ タ

ル ・ネ ッ トワー ク、ISDN、 デ ィジ タル1リ ンク、通信衛 星 、オ ン ラ

イ ン、オ ンライ ン処理 、デー タ通信 、デー タ通 信 システ ム 、即時性 、即

時処 理 、応答 時間 、スルー プ ット、オ ンライ ン処理 プ ログ ラム 、照 会応

答 、取 引処理 デー タ収 集 、デー タ配 信 、会話 処理 、メ ッセー ジ、メ ッセ

ー ジ交換 、 トランザ クシ ョン、 トラ ンザ ク シ ョン処理 、 トランザ ク シ ョ

ン処理 シス テム 、TSS、RJE、 電子 メ■一一・ル 、ボイス メール 、電 子帳

票 、BBS、 意志決 定支 援 システム 、テ レコンフ ァレンス 、電話 会議 、

ドキ ュメ ン ト ・サ ーバ 、デ ィバ イス ・サ ーバ 、テ レテ キス ト、パ ソコン

通信 、CAE、CAD、CAM、CAT、MRP、FMS、 ビデオテ ッ

クス 、CATV、 周波数 、帯域 、帯域 幅 、位相 、信号速 度 、有 線 、無線 、

マ イ クロウエ ー ブ 、装 荷 ケーブル 、無装 荷 ケーブル 、2線 式 、4線 式 、

同軸 ケー ブル 、光 ケーブル 、広帯域伝送 路 、デ ィジタル伝送 路 、変調方

式 、星状網 、複合 網 、網状網 、変復調 装置 、振 幅変調 、周 波数変調 、位

相 変調 、パ ル ス符号変 調 、多重化 、時分割 多重 、周波 数分 割多重 、マル

チメデ ィア多重 、呼 中継 、アナ ログ交 換 、デ ィジタル交換 、PBX、E

PBX、 雑音 、歪み 、規則 歪み 、不規 則歪 み 、白色 雑音 、インパル ス性

雑 音 、反 響 、 レベル変 動 、フェー ジ ング、減衰 、位 相歪 み 、周波 数ずれ 、

誤 り率 、ブロ ック誤 り率 、バー ス ト誤 り、誤 り検 出 、VRC、LRC、

CRC、 順次 選択 、予知 選択 、整合 選択 、直結 回線 、分岐 回線 、WAN、

LAN、VAN、 通 信衛 星 、第1種 電気 通信事業 者 、第2種 電 気通信事

業者 、特別 第2種 電 気 通信事 業者 、一般 第2種 電気通 信事業 者 、DDX、
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バ ケ ッ ト、 ノ ンバ ケ ッ ト、 ア ナ ロ グ ・ネ ッ トワ ー ク 、デ ィジ タル ・ネ ッ

トワ ー ク 、 高速 デ ィジ タル 伝 送 、 ポ イ ン トツ ウ ポ イ ン ト、 マル チ ドロ ッ

プ 、 多 重 構 成 、チ ャ ネル 、閉 域 接 続 、バ ケ ッ ト多重 、相 手 通 知 、 トラ ン

ス ポ ン ダ 、CS-2、CS-3、 地 上 局 、パ ラボ ラ ア ンテ ナ 、KAバ ン

ド、KUバ ン ド、プ ロ トコル 変 換 、 異 手ll頂変 換 、符 号 変 換 、 フ ォー マ ッ

ト変 換 、異 速 度 変 換 、 ブ ラ ン チ 型 、 リ ン グ型 、ス タ ー 型 、ル ー プ 型 、C

SMA、CSMA/CD、 トー ク ン 、 トー ク ンフ レ ー ム 、簡 易 無 線 、 イ

ン ラ イ ン 、 イ ンハ ウス 、 汎 用 端 末 、 専 用 端 末 、イ ン テ リ ジ ェ ン ト端 末 、

簡 易 端 末 、 オ ン ラ イ ン機 能 、 オ フ ラ イ ン機 能 、イ ン テ リ ジ ェ ン ト機 能 、

KB/CRT、OCR、OMR、IKB、IDカ ー ドリー ダ 、FDD、

磁 気 デ ィス ク 、 光 デ ィス ク 、 マ ウ ス 、 プ リン タ 、CCU、FNP、 バ イ

ト ・バ ッ フ ァ リ ング 、 コー ド変 換 、機 能 分 散 、DCE、DSU、MOD

EM、 カ プ ラ モ デ ム 、NCU、MM型NCU、MA型NCU、AA型N

CU、CA型NCU、 モ デ ム 内蔵 電 話 、交 流 分 岐 装 置 、直 流 分 岐 装 置 、

TDM、FDM、MMM、 手 動 型 回 線 切 換 装 置 、 自動 型 回 線 切 換 装 置 、

ア ナ ロ グ交 換 機 、 デ ィジ タ ル 交 換 機 、 電 子 交 換 機 、JIS-7単 位 符 号 、

JIS-8単 位 符 号 、USASCII、 メ ッセ ー ジ 、 メ ッセ ー ジ ・フ ォ

ー マ ッ ト、デ リ ミ ッ タ符 号 、調 歩 同 期 、独 立 同期 、 ス タ ー トビ ッ ト、 ス

ト ップ ビ ッ ト、制 御 符 号 、SYN符 号 、 フ レー ム 、 コ マ ン ド、 レ ス ポ ン

ス 、 一 次 局 、二 次 局 、複 合 局NRM、ARM、ABM、 透 過 性 、 フ ラ グ 、

ア ドレス フ ィー ル ド、制 御 フ ィー ル ド 、Pビ ッ ト、Fビ ッ ト、 フ レー ム

連 続 転 送 、電 文 編 集 、待 ち行 列 フ ァ イル 、処 理 待 ち 行 列 、 送 信 待 ち 行 列 、

ル ー テ ィン グ 制 御 、伝 送 制 御 、電 文 制 御 、待 ち 行 列 制 御 、 ネ ッ トワ ー ク

管 理 、 通 信 管 理 、バ ス ス ル ー 、ゲ ー トウ ェ イ機 能 、プ ロ トコル 、プ ロ ト

コル 変 換 、Vイ ン タ フ ェー ス 、Xイ ン タ フ ェー ス 、CCITT勧 告 、 ノ'

一 ド、 リン ク 、 ドメ イ ン 、プ ロ セ ス 、PU、LU、NAU..ネ ッ トワ ー

クパ ス 、論 理 ネ ッ トワ ー ク 、 トラ ン ス ポ ー ト ・サ ー バ 、 トラ ンス ポ ー ト

・ユ ー ザ 、 セ ッ シ ョン 、Nバ ス 、Lバ ス 、デ ー タ フ ロー 制 御 、セ ッ シ ョ

ン制 御 、プ レ ゼ ンテ ー シ ョン ・サ ー ビス 、 プ レゼ ンテ ー シ ョン ・ク ラ ス 、
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X.25、 経 路 制 御 、呼 制 御 、JCA、JUSTPC、 全 銀 協 、 フ ァ イ

ル 転 送 、 端 末 エ ミュ レー タ 、端 末 ユ ー テ ィ リテ ィ、 ク ロ ス ソ フ ト、マ イ

ク ロ ・メ イ ン フ レ ー ム リン ク ・ソ フ トウ ェ ア 、 回線 バ ッ フ ァ 、 リル ー ト、

フ ォー ル バ ッ ク 、 リ コ ン フ ィギ ュ レ ー シ ョ ン 、遠 隔制 御 、ル ー プ バ ック 、

遠 隔 診 断 、 自己 試 験 、エ ベ ン トモ ニ タ 、 ア ク テ ィビ ィテ ィモ ニ タ 、稼 動

実 績 情 報 、 プ ロ トコル ・ア ナ ラ イザ 、 ネ ッ トワ ー ク管 理 シ ス テ ム
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第5章 意思決定支援システム

国
意思決定支援システムは、「経営者や管理者、あるいは経営スタッフ

の人達が、半構造的ないしは非構造的な意思決定や判断、情報分析など

を行 う場合に、その作業を効果的かつ効率的に遂行できるようにコンピュ

ータの各種ツールを用いて有用な情報を提供し、意思決定や判断を強力

に支援するシステム」といえる。社会環境や経済環境の変化が激 しく、

かつ低成長経済社会で企業競争が激化 し経営リスクが多様化する現在の

状況にあっては、意思決定支援システムによる強力な経営サポー トがい

ずれの企業にとっても急務になってきている。それだけに、今後の情報

システムの重要な役割機能として、すぐれた意思決定支援システムを構

築 ・維持管理し、その有効活用を促進していくことが必要になってきて

いる。そのためには、意思決定支援システムに関する高度なSE的 人材

の育成確保が必要条件である。

この章の学習を修了することによって、学習者はSE的 人材として、

意思決定支援システムに関連した次の事柄ができるようになることを目

標にしている。

1.意 思決定支援システムを構成す る各要素の役割と機能を把握し、自

社における適用業務や応用業務分野を発掘する。

2.代 表的な意思決定支援システム用のパッケージの機能を知 り、その

導入をすると同時に関係者に対する活用指導をする。

3.自 社用のDSS用 データベースやモデルベースな どを構築 し、ニー

ズに合ったDSSを 開発 し、導入する。

4,DSSの インテ リジェン ト化を目指 したプロジェクトに参画し、研

究開発にあたる。
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回
ら.1DSSの 概 要

5.1.1DSS出 現の背 景

(1)OAの 進展

(2)企 業 ニー ズの高 ま り

く3)技 術 シー ズの革 新

5.1.2DSSの シス テム構成

(1)デ ー タベ ー ス とデ・一一タベ ース管理 システム(デ ー タベース

・コンポー ネン ト)

①戦 略 的デー タベ ㌣ ス

②管 理 的デー タベ ース

⑧ 業務 的デー タベ ース

④ 外部 デー タベ ース

(2)モ デルベ ース とモデルベ ース管理 システム(モ デル ・コン

ポー ネ ン ト)

① 戦略 モデル

② 戦術 モデル

⑧ 業務 モデル

④ モデル ビルデ ィング ・ブロ ック とサ ブルー チ ン

(3)ユ ーザ ・イ ンタフ ェー ス ・コンポ ー ネン ト(ダ イアロー グ

コンポ ーネ ン ト)

5.1.3DSSの 適 用業務

(1)半 構 造的 ・業務的適 用業務
』
(2)半 構 造的 ・管理的適 用業 務

(3)半 構 造的 ・戦略的適 用業務
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(4)非 構造的 ・業務 的適用業 務

(5)非 構造的 ・管理 的適用業 務

(6)非 構造的 ・戦 略的適用 業務

5.1.4DSSの 業務 分野 の例

(1)販 売 関連の業 務分 野

(2)生 産 関連の業 務分 野

(3)財 務 関連の 業務 分野

(4)人 事 関連の 業務 分野

(5)調 査 ・企画 関連 の業務分 野

5.2判 断 ・決定 のため の情報 の加工 と提供

5.2.1情 報の加工 と提 供

(1)意 思決定 の支援

(2)デ ー タの準備 と加工

(3)情 報の提 供

(4)情 報 を駆 使 した判断 と決 定

5.2.2DSSの 開 発 と導 入 上 の 考 慮 点

(1)ユv・ ・一ザ 層

(2)DSS専 用 デ ー タ ベ ー ス

5.3DSS用 パ ッ ケー ジの 例

5.3.1パ ッケ ー ジの 概 要

(1)パ ッケ ー ジの 概 観

(2)パ ッケ ー ジの 特 徴

(3)パ ッケ ー ジの 主 要 機 能
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5.3.2操 作方法 と実行の仕 方

(1)操 作 方法

① 操作誘 導方式

② 機能選 択方式

③ 手順 編集 方式

(2)実 行 の仕 方

①対 話式 実行 と修正実 行

②一 括 実行

③定 期実 行

④ 新規実 行 と登録 手順 によ る実行

5.3.3主 な機 能の具 体的 内容 、お よび その指示 と実行

(1)検 索

(2)デ ー タ入 力編 集

(3)デ ー タ加工

(4)作 表

(5)グ ラフ作 成

(6)シ ステ ム生成

(7)使 用権 限 と機 密保持

5.4DSSの 開発 と導入

5.4.1推 進 計画

(1)DSSの 対 象分野 、対象範 囲等 の計画

(2)導 入基本 方針 の策定

(3)DSS提 案計 画書の作 成 と提言

5.4.2管 理 項 目の調査

一208一



(1>経 営者 、部門管 理者 の管理 項 目、管理ポ イン トの調 査 ・

設 定

(2)ス タ ッフ専門職 が 必要 とす る情報の調査

5.4.3DSSに 役立 つ ツール の選択

(1)開 発方針(自 社 開発/発 注/パ ッケー ジ利用/外 部サ ー ビ

スの利用 な ど)の 決 定

(2)DSSを サポー トす る ソフ トウ ェアの検討 と選択

5.4.4DSSの ための 情報 要件 の確認

(1)情 報提 供プ ロ トタイプの作 成

(2)デ ー タベー スのプ ロ トタイプ の作成

(3)ユ ーザの情報要 件 の確認

(4)操 作 に関す るテ ス トと確 認

5.4.5ユ ーザ ・イ ンタフ ェー スの計 画

(1)導 入 ソフ トウ ェアの機能 テ ス ト

(2)ユ ーザ言語 、グ ラフ機能 の範 囲 、内容 の選 別 と設計

5.4.6DSS用 デー…タベー スの作 成

(1)定 型業務 用デ ー タベ ース か ち必要 デー タを抽 出す る仕 組

みの設計

(2)DSS用 デー タを維持 す る仕組 みの設計

5.4.7利 用 促進 とシステ ムの評 価

(1)利 用 方針 、サ ー ビス内容 の教 育

(2)ユ ーーーザ言語 の教 育

(3)利 用 につ いての援 助

(4)シ ステ ムの維 持管 理
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(5)シ ステ ムの評 価

5.4.8DSS開 発 上の課 題

(1)DSS機 能 を備 えた ワー ク ・ステー シ ョンの開発

(2)各 種分析 予測 モデル の開発

(3)内 部 デー タベ ース の充実

く4)外 部 デ一一タベー スの活用

(5)使 い易 さ と柔軟性 の確保

(6)意 思決定者 の訓練

(7)DSS導 入 の効果 測定

5.5DSSの イ ンテ リ ジ ェ ン ト化

5.5.1DSSの インテ リジェン ト化 の方向

(1)操 作 上のヘル プ機 能充実 の レベル

(2)DSSの 構 成要素(コ ンポ ー ネ ン ト)の イ ンテ リジェン ト

化 の レベ ル

(3)DSSト ー タル と して の イ ンテ リジェン ト化 の レベル

5.5.2DSS構 成 要 素 の イ ンテ リ ジ ェ ン ト化

(1)モ デ リン グ ・コ ンポ ー ネ ン トの イ ン テ リ ジ ェ ン ト化

(2)ベ ー タベ ー ス ・コ ン ポ ー ネ ン トの イ ンテ リジ ェ ン ト化

(3)ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ ー ス ・コ ン ポ ー ネ ン トの イ ン テ リ ジ ェ

ン ト化

5.5.3DSSト ー タル と して の イ ンテ リ ジ ェ ン ト化

(1)意 思 決 定 ノウ ハ ウの ル ー ル 化

(2)DSSの エ キ ス パ ー ト ・シス テ ム 化
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「

5.5.4イ ンテ リジ ェン トDSSの 問題 点 と課題

(1)導 入 上の 問題 点

(2)今 後 の課題 と展望

用 語

意 思 決 定 支 援 シ ステ ム 、DSS(DecisionSupportSystem)、OA(Offi

ceAutomatlon)、MIS(ManageraentlnformationSystem)、RDB(Re

lationalDatabaseSystem)、 関 係 デ ー タ ベ ー ス ・シス テ ム 、通 信 イ ン

フ ラ ス トラ クチ ャ 、 デ ー タベ ー ス ・コ ンポ ー ネ ン ト、戦 略 的 デ ー タベ ー

ス 、管 理 的 デ ー タベ ー ス 、 業 務 的 デ ー タベ ー ス 、外 部 デ ー タベ ー ス 、 デ

ー タベ ー ス管 理 シ ス テ ム 、 モ デ ル ・コ ンポ ー ネ ン ト、 戦 略 モ デ ル 、戦 術

モ デル 、業 務 モ デ ル 、モ デ ル ・ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム 、ユ ー ザ ・イ ン タ フ ェ

ー ス ・コ ン ポ ー ネ ン ト、 ダ イ ア ロー グ ・コ ン ポ ー ネ ン ト、半 構 造 的 適 用

業 務 、 非 構 造 的 適 用 業 務 、 ビ ジ ネス ・プ ロ フ ェ ッシ ョナ ル 、DSS専 用

デ ー タベ ー ス 、操 作 誘 導 方 式 、機 能 選 択 方 式 、手 順 編 集 方 式 、対 話 式 実

行 、一・括 実 行 、定 期 実 行 、デ ー タ検 索 、 デ ー タ入 力 編 集 、 デ ー タ加 工 、

グ ラ フ作 成 、使 用 権 限 、 イ ンテ リジ ェ ン トDSS、 エ キ ス パ ー ト ・シ ス

テ ム 、受 動 的DSS、 能 動 的DSS、 グ ル ー プDSS、 ス トラ クチ ャ ー

ド ・デ シ ジ ョン ・シ ス テ ム 、 デ シ ジ ョン ・サ ポ ー ト ・シス テ ム
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第6章 セ キ ュ リテ ィとシステム監査

口
高 度情報化 社会 に 向けて 、コ ンピュー タ ・システムへ の依存度 が拡大

し、その利 用の質 的変化 が著 しい 。前者 の事例 と しては 、国民 生活 に不

可欠 な交通 機関や 銀行 等の システム の定着 、信用 取引 に利 用 され るク レ

ジ ッ ト ・カー ドやICカ ・一一・ドの急増 、企業 内や 企業間通 信 ネ ッ トワー ク

の進展 、等が あ る。後 者の質 的変化 には 、 コンピュー タの社会 生活や家

庭 生活 までの浸 透 、巨大 システムや 社会 システムの増大 とその利用等 が

あ る。

こ う した情報 化の環 境 にあ って 、情報 システムの機 能の不 完 全 さや停

止が 及ぼす影 響 にははか り知 れ な い もの が ある。それ ゆ えに 、高 度情報

化社 会の健全 かつ 円滑な進 展の ため には 、信頼性や 安全性 、それ に シス

テ ムの有効性 の確保 が不 可欠 にな って きて いる 。この要請 は 、各経営体

の 内部的要請 で あ ると同時に 、社 会的 な強 い要請 で もある 。 したが って 、

情報 システム に関係 す る専門的技 術 者 ともい うべ きアプ リケー シ ョンS

Eや テ クニカルSEは 、コン ピュー タ ・セ キ ュ リテ ィや シス テム監査 に

関す る認識 を深め 、これ らに対 す る適 切な対 策 を提言 した り、 システム

に組 み込 む こ とがで きな けれ ばな らな い。

この章 の学習 を修 了す るこ とに よって 、学習者 は 、コン ピュー タ ・セ

キ ュ リテ ィとシステ ム監査 に関連 した下記 の三つ の事柄が遂 行 で きるよ

うに な るこ とを目標 にす る 。

1.コ ンピュー タ ・セキ ュ リテ ィとシステム監査 の 自社 にお け る実施状

況 を評価 す る 。

2.自 社 で実施す る必要 の あるセキ ュ リテ ィ対策 を提案す る。

3.シ ステム監査 に応 えるこ とので きる基本 的な対応策 を策定 す る 。
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国
6.1セ キ ュ リテ ィとシズ テム監査の概観

6.1.1セ キ ュ リテ ィの 概 観

(1)コ ン ピ ュー タ ・セ キ ュ リテ ィの 定 義

(2)コ ン ビ.z.一一タ ・セ キ ュ リテ ィの 位 置 づ け

(3)デ ー タ ・セ キ ュ リテ ィの 定 義

6.1.2シ ス テム監査 の概観

(1)シ ス テム監査 の定義

(2)シ ス テム監査 の位置 づ け

(3)シ ス テム監査 の背景 と必要性

(4)「 システ ム監査 基準 」の策定 に至 る経 緯

(5)セ キ ュ リテ ィとシステム監査 との関係

6.2セ キ ュ リテ ィの対 象範 囲

6.2.1安 全 を脅かす もの

(1)自 然災害

(2)ハ ー ド/ソ フ トのエ ラー と運用上 のエ ラー

(3)コ ンピ ュー タ関連 の不正及び犯罪

6.2.2プ ラ イ バ シ ー

(1)プ ラ イ バ シ ー一・の 定 義

(2)プ ラ イ バ シ ー 保 護 の た め の 原 則

(3)プ ラ イ バ シ ー と コ ン ピ ュー タ ・セ キ ュ リテ ィの 関 係
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6.3セ キ ュ リテ ィ対 策

6.3.]物 理 的 保 護

(1)建 物

(2)コ ン ピ ュー タ ・ル ー ム

(3)通 信 施 設 と端 末 装 置'

(4)デ ー タ 保 管 施 設

(5)入 退 室 の コ ン トロー ル

6.3.2技 術 的 保護

(1)ユ ーザ お よび機 器の識別

(2)識 別 ユ ーザの確 認

(3)デ ー タ/プ ログ ラムの使 用許可

(4)ロ グ ・ジ ャーナル

(5)デ ー タの 暗号化

(6)入 出力 デー タの チ ェ ック

(7)回 復 ・再 始動

く8)二 重 化 と分散処理

(9)保 護 の ための ソフ トウ ェア

6.3.3管 理 面で の保護

(1)組 織体 制(責 任 ・権限の分 割)

(2)要 員管 理

(3)手 続 き 、基準 の制定 と徹底

(4)事 故対 策の計 画 と実施

6.3.4社 会 的 保 護

(1)法 令 ・政 令

(2)保 険 制 度
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「

6.3.5セ キ ュ リテ ィ対策推 進上の考慮点

(1)セ キ ュ リテ ィ対策 のポ イン ト

(2)セ キ ュ リテ ィ対策 の費用 と効果

6.4シ ス テム監 査の基 本

6.4.1シ ス テム監査 の概念

(1)シ ス テム監査 の分野

(2)シ ス テム監 査主体

(3)シ ス テム監 査の手順

(4)マ ネ ジメ ン ト監査

(5)内 部 統制監 査

(6)セ キ ュ リテ ィ監査

6.4.2段 階別 システ ム監 査 とシステム監査 基準

(1)三 段階 に よる段階別監査

(2)シ ステ ム監査基 準の構成

(3)シ ステ ム監査基 準の特徴

6.5シ ステム監 査 の実施技法 と考慮点

6.5.1質 問 書 法

6.5.2ド キ ュメ ン ト法

6.5.3異 常 ・変 更 の 監 査

(1)エ ラー ・デ ー タ の 分 析

(2)プ ロ グ ラム の 変 更 ・訂 正
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(3)デ ー タベ ー ス/デ ー タ フ ァイ ル の 変 更 ・訂 正

6.5.4従 来か らの 監査技 法

6.5.5コ ン ピ ュ ー タ利 用 監 査 技 法

(1)テ ス ト ・デ ー タ法

(2)ITF法(総 合 テ ス ト法 、 ミニ ・カ ン パ ニ法)

(3)平 行 シ ミ ュ レー シ ョン 法

(4)組 込 み 監 査 デ ー タ収 集 法

(5)監 査 用 ソ フ トウ ェ ア ・パ ッケ ー ジ

6.5.6シ ス テム監査 へ の対応上 の考慮点

(1)組 織体 制 の見 直 しと強 化

(2)内 部統 制 の 見直 し

(3)適 用業務 開発 過程 の局面化

(4)ド キ ュメ ンテー シ ョンの整備

(5)効 果 的な企 画 ・開発 ・運 用技法の 導入

(6)シ ステム 監査体 制の確 立

用 語

コ ンピュー タ ・セキ ュ リテ ィ、デー タ ・セキ ュ リテ ィ、システ ム監査 、

監 査主体 、外部監 査 、 内部監査 、電 子計 算機 システム安 全対 策 基準 、シ

ステ ム監査基準 、コ ンピ ュー タ関連犯罪 、プ ライバ シー 、プ ライバ シー

保護 、セキ ュ リテ ィ対策 、物理 的保護 、技術 的保護 、管理 的保 護 、社会

的保 護 、パ ス ワー ド、IDカ ー ド、ログ ・ジ ャー ナル 、暗号 化 、回復 ・

再 始動 、情報化保 険 、 コン ピュー タ総合保 険 、情 報処理 業者 総合 賠償 責

任 保険 、セキ ュ リテ ィ保護 管理 責任者 、リス ク 分析 、マ ネジメ ン ト監査 、

内部統 制監査 、セキ ュ リテ ィ監査 、有効性 ・効 率性 監査 、信頼 性監査 、
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「

安 全 性 監 査 、 シ ス テ ム 監 査 人 、 シス テ ム 監 査 人 の 独 立 性 、 質 問 書 法 、 ド

キ ュ メ ン ト法 、 テ ス ト ・デ ー タ法 、ITF(lntegratedTestFacility)

法 、総 合 テ ス ト法 、 ミニ ・カ ンパ ニ 法 、 平 行 シ ミュ レ ー シ ョン法 、組 込

み 監 査 デ ー タ収 集 法
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第2部 プロジ ェク ト管 理

囲
プ ロジ ェク ト管理 は情報 シ ステム の構築 を効率 的 、効果 的 、かつ 目標

通 りに行 うにあた ・)て、中心 とな る業務 であ る。この プ ロジェク ト管理

は 、プロ ジェ ク ト計画 、プ ロジェ ク ト実施 段階の 管理 、プ ロジ ェク ト評

価の三つ に 大別 して と らえるこ とがで さ る。

プ ロ ジェ ク ト計画は 、調査 、立案段 階の概 略計画 、プ ロ ジェク ト基 本

計画 お よび プロ ジェ ク ト管理 実行計画 に 分け るこ とがで きる。特 に 、円

滑 なプ ロ ジェク ト推進 をす るため には 、裏 付けの あ るプロ ジェク ト計画

を立 案 してお く必要 が ある 。

プ ロジ ェク ト実施 段階の管 理 には 、進捗 管理 、品質管 理 、変更 管理 そ

して標準 化の 推進 な どが あ る。これ らの 管理で重 要な こ とは 、指標の 設

定 、管理 方法 の決 定 、定量 的な問 題分析 と確実 な問題 対応 であ る。

プ ロ ジェ ク ト評価は 、推進 した プロ ジェ ク ト管理 の成否 を確かめ てお

くこ とが大 切で あ る。特に 、プロ ジェ ク ト管 理は 、経 験 に よる要素 が多

い 。評価結 果 と して得 られ る 各種の管 理指 標や 、発生 した問題 とその解

決策 な どは 、次 プ ロ ジェク ト推進へ の 貴重 な財産 とな る 。

した が って 、第2部 の学 習 目標は 、情 報 シス テムの 開発段階 に併せ て

プ ロジ ェク ト管理 をと らえ、それ ぞれ の段階 で実行す る管理 内容及び 効

果 的な技 法 、標準 化の 方法な どにつ いて理解 す るこ とに ある 。

国
内 容 時 間 数

第1章 プ ロ ジェク ト計画 3

第2章 プロ ジェ ク ト実施 段階 の管 理 12～30

第3章 プ ロジェ ク ト評 価 3

合 計 18～36

*上 記 の時 間数 は 、講 師が 講義 を行 った場 合の講 義時間 数の 目安で ある.
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第1章 プ ロ ジェク ト計画

回
プ ロジェク トの 成否は 、計画段 階 にあ り、裏 付けの ある計画策 定 をす

る必 要が ある 。特 に 、シス テム化 要求 の確定状 況に合わせた プ ロジェク

ト計 画 を段階 的に 推進 して い くこ とが重 要で あ る。

この章では 、プ ロ ジェク ト概略 計画 、プ ロジ ェク ト基本計画 、プ ロジ ェ

ク ト実 行計画 の立案方法 につ いて 理解 す るこ とを目標 とす る。

回
1.1調 査 ・立案段階のプ ロ ジェ ク ト概 略計画

システム化要求分析や現状分析からま、とめられたシステム構

想をもとにしたプロジェクト概略計画立案の方法

(1)概 算 規模見積 り

(2)開 発工程 の想 定

(3)プ ロジ ェク ト推進体 制の 立案

(4)開 発環境 および開 発資源 の想 定

(5)開 発費用の想 定

1.2プ ロ ジ ェ ク ト基本 計 画

目標システムの概念計画をもとにしたプロジェクト基本計画

立案の方法

(ユ)プ ロ ジェク ト編成 とプ ロ ジェク ト推進体制の確 立
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(2)対 象 テー マの 選 定 と実 施 順 位 の 決 定

(3)基 本 ス ケ ジ.y.'一一ル の 設 定

1.3プ ロ ジ ェ ク ト実 行 計 画

推進システムの概念設計をもとにした詳細なプロジェクト実

行計画立案の方法

(1)規 模見積 り

(2)開 発工程 の決 定

(3)プ ロジェ ク ト推進 体制 の確 定 と責任 分担の明 確化

(4)要 員投 入計画

(5)開 発環境お よび資 源の確 保計画

(6)開 発要 員の育成 計画

(7)開 発スケ ジュールの決 定

(8)プ ロジェ ク ト管理 目標お よび プロ ジェク ト管 理方 法の立

案

(9)開 発基準の 立案

用 語

プ ロ ジェ ク ト管理計画 、プ ロジェ ク ト概 略計画 、プ ロジ ェク ト基 本計画 、

プ ロ ジェ ク ト実行 計画 、要 求分析 、現状 分析 、 シス テム 化構想 、概算 規

模 見積 り、開 発工程 、プロ ジ ェク ト推進 体制 、開発環境 、開 発資 源 、開

発 費用 、 ゾロジJ:ク ト基 本61画 、概 念設 計 、基本 ス ケジュール 、プロジ ェ

ク ト実行 計画 、規模 見積 り、要 員投入 計画 、開発 ス ケジ ュール 、プロジ ェ

ク ト管理 目標 、プ ロジェ ク ト管 理方 法 、開 発基準
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第2章 プロ ジェク ト実施段階の管 理

国
プロ ジェク ト管理 内容 と しては 、プ ロジ ェク ト計画の見 直 し、管理 目

標 の詳細化 、進捗管 理 、品 質管理 、変更管 理 、標準化 の推進 があ る。こ

の章で は 、詳細設 計 、プ ログ ラム設計 、プ ログラ ミング 、総 合テ ス トお

よび システムテ ス トの各段 階での プロ ジェク ト管理 の内容 に ついて理 解

す るこ とを目標 とす る。

回
2.1プ ロ ジェク ト実行 計画 の見直 し

基本設計書をもとにした詳細な見積りとプロジェクトの実行

計画の見直し

(1)規 模 お よび工 数再 見積 り

(2)工 程お よび 期間配 分の見直 し

(3)要 員体制 お よび 開発ス ケジュールの調整

2.2進 捗 管理

開 発ス ケジュール や管理 目標に そった プロ ジェ ク トの進 捗管

理方法

(1)開 発 スケジ ュー ルの作 り方

① 全 休 スケ ジ ュール

②サ ブ シス テム別ス ケジ ュール
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③ 要員別 スケジ.ズ ー・ル

(2)進 捗管 理 目標 とデー タの取 り方

(3)進 捗報 告の方 法

①進捗報 告書 の作 り方

②進捗報 告書 の 体制

⑧進捗報 告の タイミング とア ラームの あげ方

(4)進 捗遅れ の対処

2.3品 質 管 理

品質指標の設定と設計段階からテスト段階における品質管理

方法

(1)晶 質指 標 とデー タの取 り方

(2>レ ビューに よ る品質管 理

① レビュー〃)種類

② レビュー 体制

③ レビ ュー 対 象物 とま とめ 方

④ レビューの タ イミング とまとめ 方

(3)テ ス ト段 階 での品質管理

① テス ト方法

② テス ト体制

③ テス ト仕 様 書

④ テス トデー タ 作成

⑤定量 的管理 に よ る品質管理

⑥障害 管理 の方法

2.4変 更管 理
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仕様 変更 、改 善要求 、設計 変更 、エ ラーによ る変更 に対す る ド

キ.エメ ン トお よび プ ログ ラムの変更管理の 方法

(1)ド キュメ ントの変更管理

①設言1書および仕様書の変更

② ドキュメントの世代管理

(2)プ ログラムの変更管理

①プログラム修正

②プログラムの世代管理

③プログラム修正の確認テスト

2.5要 員管理

(1)自 社要 員の 管理

(2)外 注要 員の 管理

2.6標 準 化の推進

効率化、品質向上を図るためのソフトウェア開発の標準化推

進の方法

(1)作 業標準 の設定

(2)ド キ ュメン ト標 準の設 定

(3)規 約 、チ ェ ックポ イン トの設定

(4)方 法論 、技 法の 適用

(5)ツ ールの適 用
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囲
管 理 目標 、進捗 管理 、品質管 理 、変更 管理 、標準 化 、基本 設計 、詳細 設

計 、プ ログ ラム設 計 、プ ログ ラミング 、総 合 テス ト、システム テス ト、

プ ロ ジェク ト管理 、基本 設計書 、規 模見積 り、工 数見積 り、工数 配分 、

期間 配分 、要 員体 制 、開発ス ケ ジュール 、全体 ス ケジ ュール 、サ ブ シス

テ ム別 スケ ジュール 、要員別 スケ ジュール 、 ドキ ュメ ン ト枚数 、開発 ス

テ ップ数 、テ ス ト項 目数 、エ ラー発生数 、エ ラー解決数 、0.1管 理 、

テ ス ト消化 率 、 ク リテ ィカル パス 、PERT図 、進捗 報告書 、機能縮小 、

工程 遅延 、品質 指標 、エ ラー率 、テス ト項 目設定 率 、テス ト項 目消化 率 、

テ ス ト深耕 率 、エ ラー収散 華 、ゴンペ ル ツ曲線 、QCの7つ 道具 、レビュ

ー 、工程 別 レ ビュー 、工程 内 レビュー 、システム設 計 レビ ュー 、プロ グ

ラム設 計 レ ビュー 、テス テ ィング ・レビュー 、定 量的管理 、テ ス ト体制 、

テス ト仕様書 、障 害管理 、 テス トデー タ、仕様変 更 、設計変 更 、正式 ド

キ ュメ ン ト、 ドキ ュメ ン ト訂正票 、プ ログ ラム修正 、確認 テス ト、テ ス

ト報 告書 、正式 プ ログラム 、世代管 理 、作 業標準 、工程名 称 、工 程別作

業 標準 、工程 別 チ ェ ックポ イン ト、 ドキ ュメ ン ト標準 、プ ログ ラム設計

書 、 ドキ ュメ ン ト作成規 約 、プ ログ ラム作 成規 約 、方法 論 、技法 、計画

立 案技 法 、要求 分析法 、構造化設計 技法 、表記 法 、 レビュー技 法 、テ ス

ト技法 、プ ロ ジ ェク ト管 理技法 、設計支援 ツール 、 ラ イブラ リ管理支 援

ツー ル 、テス ト支援 ッール
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第3章 プ ロジェ ク ト評価

国
プ ロジ ェク トの結果 は計 画通 りで あ ったか 、プロ ジェク ト遂行 の妨げ

にな った ものは何か 、 どの よ うに対応 したかな ど、プ ロジェ ク トの 経過

にそ って結果 をまとめ 、更 に結果 の分析 やプ ロジェ ク トで取 り入れ た技

法/ツ ール な どの導 入評価や 新 しくプ ロ ジェク トで生 んだ プ ロジ ェク ト

管 理技法 を次 プロ ジェ ク トへ の財 産 と して残す必要 があ る。

この章 では 、プ ロジ ェク ト完 了報告 、お よびプ ロ ジェク トの実績 評価

の まとめ方 につ いて理 解す るこ とを目標 とす る。

回
3.1プ ロ ジェク ト完了報 告

プロジェクト終了時点でのプロジェクトの概要、予定と実績

および成果を残す方法

(1)開 発 シス テムの概 要

(2)開 発 プ ロジ ェク トの概要

(3)予 定 と実績

3.2プ ロジ ェク トの実績 評価

プロ ジェク ト推進 の過程 か ち貴重 なデー タ を分析 し、次期 プ

ロジェ ク トへ の参考 デー タを作成

7

(1)予 定 と実績の差異分析による管理指標の作成
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(2)プ ロジ ェク ト推進中の問 題 と対 策お よび反省点

(3)適 用技 法/ツ ールの導入 評価

(4)プ ロ ジェク ト管理の方法

用 語

プ ロ ジェ ク ト完 了報 告 、差異 分析 、生 産性 指標
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第3部 情報処理システム分析 ・設計

嗣
本部の学習は、ニーズに合致 した効率のよい、運用のしやすい情報処

理システムを開発する能力を修得させることを狙 う。このための重要な

ポイントは次の通りである。

1.情 報処理システム開発上の問題点を把握させる。

2.情 報処理 システムの開発を効率 よく行うための作業の構造化、文書

の標準化の必要性を理解させ、その手法を理解させる。

3.ユ ーザニーズに合致 した情報処理 システム分析技法と要件定義技術

を理解させ、問題解決への適用力を向上させる。

4.シ ステム要件の段階的詳細化を行いながら、システム構築を行う設

計手法と、それに必要な設計技法を能力として体得させる。

画
内 容 時 間 数

第1章 情報処理 システム開発上の留意点 15～30

第2章 情報処理 システム分析と要求定義 35～70

第3章 情報処理システムの外部設計(基 本設計) 40～80

第4章 情報処理システムの内部設計(詳 細設計) 45～90

第5章 移行 とシステム保守 15～30

合 計 150～300

*上 記の時間数は、講師が講義を行った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 情報処理システム開発上の留意点

国
本章では、情報処理システムやその開発作業における問題点とその背

景を学習し、情報処理システム開発を効率よく行うための作業の構造化

と段階分け、および各段階における作業要件の明確化と文書化の必要性

を理解させる。特に、情報処理システム開発時における文書の体系化 ・

構造化能力を体得させる。

回
1.1情 報処理 システ ムの 問題点

11.1情 報処 理 システ ムの品質

11.2情 報処理 シス テム開発 ・保守 の困難性

113情 報 処理 システ ム開発の生 産性

114情 報処理 システム開発 の進捗 管理

1,2情 報 処理 システム開 発 手順

12.1情 報処理 システム開発 目標 の明確化

12.2情 報処理 システ ム開発作 業の段 階分け と作 業の構造 化

12.3情 報処理 システム開発 作業 の進め方
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1.2.4情 報処理 システム 開発 手法体系

1.3情 報処理システム開発における文書化技法

1.3.1文 書 化 の 目的 と問題点

1.3.2文 書 化 の 要 件

1.3.3文 書化 の体系 と各文書 の概要

1.3.4文 書 作 成 ・変 更 の 管 理

用 語

情報処理 シス テムの ラ イフサ イクル 、ル ー ビンρ システ ムの ライフサ

イクル 、情 報処理 シス テムの複 雑 さ とその評 価尺度 、IPT(IBM社)、

PRIDE(MBA社)、STEPS(日 本電気)、HIPACE(日 立製

作 所)、NUPS〈 ユ ニ パ ック)、SDEM(富 士通)↓ モ ジ ュール ・イン

タフェースの数 、情 報処 理 システム開発 の生産性 、情報 処理 シス テムの

品質 、情報 処理 システ ム開発 の進捗管理 、情報処理 システ ム開発の段 階

分 け、情報 処理 システ ム開発 手法 、文書 化 、情報処理 シス テム開発 にお

け る文 書化の 目的 、情 報処理 システム開発にお ける文 書化 の要件 、情報

処理 システム運用 に必 要な文 書 、情報処 理 システム 開発段 階で作成 され

る文書 、文書の標 準化 、文書 の作成 ・変 更管理 、システム 要件書 、情 報

要件 、処理要件 、品質 要件 、外部 システム設計書 、業 務サ ブ システム 、

内部 システム設 計書 、プ ログ ラム機 能仕様書 、プログ ラム 構造 図 、共通

テー ブル仕様書 、デ ー タ ・フ ァイル仕様 書 、テ ス ト計 画書 、オペ レー シ ョ

ン ・マニ ュアル 、オ ペ レー シ ョン ・シー ト、プ ログ ラム仕 様書 、モ ジュ
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一ル構造 図 、モ ジュール機 能記述書
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第2章 情報処理 システム分析と要求定義

国
ユ ーザの システム要件 を分 析 し、どの よ うな立場 で情 報処理 システ ム

を開発す べ きか 、つ ま り、ユ ーザ 要件 を どの よ うに実 現す るか を 、開発

す るシステム と現状 とのギ ャ ップ を明確 にす ることに よ り認識 し、新 シ

ステムの要求仕 様 を作 成す る能 力 を体得 させ る。また 、このため の各 種

調査技 法 、分 析技法 、あ るいは要 求仕様 定義技術 につ いて も、その狙 い 、

内容 、効果 な どを知識 と して学 習す る とともに、代 表的な もの を選 んで 、

演習 な どを実 施 して実 践的 能力 を体得 させ る。

回
2.1情 報処理 システ ム分析 と手法

2.1.1シ ス テ ム 分 析 の 要 件

2.1.2シ ス テ ム 分 析 の ス テ ップ

2.1.3シ ス テ ム 分 析 の 要 素

2.1.4シ ステム調査 とその手法

2.1.5シ ス テ ム 分 析 の 手 法

2.1.6シ ス テ ム 分 析 用 ツ ー ル

2.2予 備 調査
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2.2.

2.2.

2.2.

2.3

2.3.

2.3.

2.3.

2.3.

2.3.

2.3.

2.4

2.4.

2.4.

2.4.

1シ ステム開発 目標の明確化と意志統一

2シ ステムの調査分析

3シ ステムの実行可能性検討

ニーズ分析と現状の分析

1

2

3

4

5

6

現行システムの分析 ・調査

現行システムの把握

新システムとのギャップの発見

新システムの構想の明確化

[目的 、構想の背景、概要な ど]

代替案 、類似システム との比較

新 システムの評価

新 システ ムの 要求定義

1全 システ ムに対す る新 システムの位 置づ けの明確化

2シ ステ ムの特徴 と機 能の決 定

3ハ ー ドウ ェア(通 信 、ネ ッ トワー ク関連 を含 む)の 要件定
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義

2.4.4ソ フ トウ ェ ア の 要 件 定 義

2.4.5他 シス テ ム との イ ン タ フ ェー ス の 明 確 化

2.4.6要 求 仕様 定義技 法

2.5新 システムの ソ フ トウ ェア要求 定義仕様書 の作成 とレ ビュー

2.5.1要 求定義 仕様 書の要 件

2.5.2要 求定 義仕様 書の構 成 と内容

2.5.、3要 求 定 義 仕 様 書 の レ ビ ュ ー

用 語

システ ム開発 、システム開 発の 目標 、システムのニーズ 、ニーズ分 析 、

開 発 目標 の明確化 、現 行 システ ムの分析(現 行分析)、 発想法 、環境 、コ

ミュニ ケー シ ョン、情 報要 求 、情 報 システムの役割 、シス テム分 析 、予

備 検討 、 システム分析 の ス テ ップ 、評価 基準 、業務 分析 、代替案(作 成 、

評 価 、選 沢)、 システム 分析 手法 、面 接技術 、KJ法 、ゴー ドン法 、オ

ズ ボー ン法 、事務 分析 、NOMA式 、 目籠式 、能大式 、特 性要 因図 、パ

レー ト図 、工程分析 、価 値分析 、時間分 析 、機能分析(ワ ー クデザ イン

等)、 客観 的予測 、主観 的予 測 、 システム的 予測 、産 業関連 モデル 、シ

ステ ム ・ダイナ ミックス 、クロス ・イ ンパ ク ト ・マ トリックス 、シナ リ

オ ・ライテ ィング 、シ ミュレー シ ョン、調査技法 、ア ンケー ト調査 法 、

資料調 査法 、インタビ ュ調査法 、システムの効果 、直接効 果 、間接 効果 、
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シ ス テ ム の 費 用 、経 済 性 評 価 、収 益 額 評 価 法 、資 本 回収 法 、 回収 期 間 法 、

ROI(ReturnOnInvestment)法 、 コ ス ト/効 果 分 析 、 レ ー ダ ・チ ャ

ー ト、新 旧 シ ス テ ム の ギ ャ ップ 、要 求 定 義 、 要 求 定 義 技 法 、ISDOS

(ミ シ ガ ン大 学)、SREM(TRW社)、SADT(Softech社)、HOS(M

ITDraper研)、SAMM(BoeingComputerServiceCompany)、C-

NAP(富 士 通)、FRAME(日 立 製 作 所)、ADS(NCR)、TAG(I

BM)、PSL/PSA、 要 求 定 義 仕 様 書 、帰 納 的 アプ ロ ー チ 、 演 練 的

ア プ ロ ー チ 、 ブ レ ー ン ス トー シ ン グ
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第3章 情報処理システムの外部設計(基 本設計)

国
この設計段階では、ユーザの立場かちみたシステムが具現すべき要件

を分析し、それを開発するシステムの構造や機能に的確に反映させなが

ら、システムの外部設計が遂行できる技術の修得を目指す。

開発するシステムが、業務遂行を効果的に効率よく支援するか、ユー

ザとのインタフェースが、業務運用やシステムの操作上問題がないか、

さらには、システムの機能や保存性、拡張性、内部統制など、いろいろ

な立場から十分検討されているかをチェックしながち作業が進められる

ような手順と評価尺度の設定、そのための各種技法についても学習する。

回
3.1情 報処理 システムの外部設計の概要

3.1.1外 部設 計の要件

3.1.2外 部設計 の問題点

3.■.3外 部設計手順の構造化 と設計作業の標準化

3.1.4外 部設計作業 の進め 方

3.2新 適用業務 の分析

3.2.1適 用業務 の要件分析 と要 件の構造化

P用 業務/ハ ー ドウエア ソフトウエアの機能・㈱
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■

レ ータの分散 集中、保全性河 能性、内部統制など

3.2.2開 発 システムの 要件 の整理 と、その明確化

3.2.3ハ ー ドウェア 、ネ ッ トワー ク 、ソフ トウ ェアの構 成 と仕

様 の検 討

3.2.4他 システム との イ ンタ フェースの検 討

3.2.5適 用業 務のサ ブ システム分 割 と、各サ ブシステ ムの機能 、

サ ブ システム間の イ ン タフェース の明確化

3.2.6適 用業務 フローの作 成

3.2.7適 用業務 フロー の レビ ュー

3.2.8適 用業 務運用の ス ケジ ュール の設 計

3.2.9移 行 設計

3.3コ ー ド設 計

3.3.1コ ー ド化 の 目的 と コー ド化 の 要 件

3.3.2コ ー ド化 対 象 項 目の 検 討

3.3.3他 シ ス テ ム の コー ド化 項 目 と の 整 合 性 検 討

3.3.4コ ー ド設 計 作 業
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3.3.5コ ー ド の 種 類

3.4画 面 設計 と報告書 設計概要

[詳細 は 、基礎編 参照]

3.4.1画 面設計 の要件 と概要

3.4.2報 告書 設計の要件 と概要

3.5フ ァイル とデ ー タベー スの論 理設 計 と分散 デー タ設計

3.5.1フ ァイル設計

(1)フ ァイル論理 設計の要件

(2)フ ァイル論 理設計の手順

(3)入 出力デ ー タとその関連 の把 握

(4)フ ァイル必 要項 目とファイル論理構造 の決定

3.5.2デ ー タベ ース設計 と通信 方 式の設計

(1)デ ー タ集 中 ・分散化 の要件

(2)デ ー タ分散化の 問題点

(3)デ ー タ分 散化 の定 性 ・定量 分析

(4)集 中 ・分散デ ー タの論理設 計

(5)集 中 ・分散 デP・・一夕の運用管 理 の設計

(6)集 中 ・分散 デー タの安全対 策 、バ ックア ップ対策 、障害

回復対 策の設計

3.6外 部 設計仕様書 の作成 とレビュー

3.6.1内 部設計 におけ る作業要 件 の検討
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3.6.2外 部設 計仕様 書の構成

3.6.3外 部設 計仕様 書の 内容 検討

3.6.4外 部設計仕 様書 の レビュー

用 語

情 報 処 理 シ ス テ ム の 外 部 設 計 、 新 適 用 業 務 、業 務 分 析 、可 能 性 、 内 部 統

制 、他 シ ス テ ム との イ ン タ フ ェー ス 、サ ブ シ ス テ ム 、サ ブ シ ス テ ム 分 割 、

デ ー タ分 散 化 の 問 題 点 、デ ー タ集 中/分 散 の 要 件 、 コ ー ド、 コ ー ド設 計 、

コー ド化 対 象 項 目 、 コ ー ドの 種 類 、順 番 コー ド、桁 別 コー ド、グ ル ー プ

分 類 コー ド、 均 等 余 量 コー ド、 区分 コー ド 、ブ ロ ッ ク分 類 コ ー ド、表 意

コ ー ド、10進 コー ド、チ ェ ッ ク ・デ ィジ ッ トコー ド、合 成 コ ー ド、 コ ー

ド ・フ ィー ル ドの 設 計 、 コ ー ド定 義 書 、 コ ー ド管 理 基 準 書 、 コー ドブ ッ

ク 、適 用 業 務 運 用 ス ケ ジ ュ ー ル 、移 行 設 計 、入 力 方 式 、 キ ー 入 力 方 式 、

ワ ン タ ッチ 入 力 方 式 、直 接 文 字 、 マ ー ク入 力 方 式 、会 話 型 入 力 方 式 、複

合 入 力 方 式 、媒 体 入 力 方 式 、 セ ンサ 入 力 方 式 、集 中 入 力方 式 、分 散 入 力

方 式 、デ ー タ収 集 方 式 、 リモ ー トバ ッチ入 力 、オ ン ラ イ ン ・リア ル タ イ

ム 入 力 、音 声 入 力 、デ ー タ ・チ ェ ック方 式 、人 間 一 機 械 系 に よ るチ ェ ッ

ク 、ベ リ フ ィケ ー シ ョン 、モ ニ タ リ ング ・チ ェ ック 、 プ ル ー フ リス ト ・

チ ェ ック 、件 数 チ ェ ッ ク 、 トー タル ・チ ェ ッ ク(グ ル ー プ 、バ ッチ 、ハ ッ

シ ュ)、 機 械 系 に よ るチ ェ ック 、 配 列 チ ェ ック 、重 番 チ ェ ック 、欠 番 チ ェ

ッ ク 、ア ンマ ッチ ・チ ェ ック 、バ リデ ィテ ィ ・チ ェ ッ ク 、 デ ィジ ッ ト ・

チ ェ ック 、 フ ァ イル 設 計 、 プ ロ グ ラ ム ・フ ァ イル 、マ ス タ ・フ ァイル 、

ト ラ ンザ ク シ ョ ン ・フ ァイル 、サ マ リ ・フ ァ イル 、デ ィテ ィル ド ・フ ァ

イ ル 、 デ ー タの 活 動 性 、デ ー タ の 揮 発 性 、デ ー タの 成 長 性 、 デ ー タ ・フ

ロ ー 、 デ ー タ ・ス トア 、 フ ァイ ル の 論 理 設 計 、デ ー タ ベ ー ス の論 理 構 造
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設計 、外部設 計仕様 書 、局面化 開発 、要件業務 フロー 、デ ー タ ・フロー

・ダ イヤ グ ラム 、デー タ ・フロー記 述 、デ ー タ ・ス トア記述 、新適用業

務 フロー 、入 出力仕様 、フ ァイルの論理仕様
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第4章 情報処理システムの内部設計(詳 細設計)

口
この設計段階では、情報処理システム内部の構造を設計する。各種装

置や通信設備の上に、システムをどのように構成していくかを分析 し、

システムの最適化という立場から、さらには、システムそのものの柔軟

性や拡張性、保守容易性、保全性という立場から、作業が見落としなく、

矛盾なく実践できるような能力を修得させる。具体的な技術力、応用力、

各種技法の適用力を体得させるための演習を十分活用するのが効果的で

ある。

回
4.1情 報処理 システムの内部設計概要

4.1.1内 部 設 計 の 要 件

4.1.2内 部 設計 の問題 点

4.1.3他 シス テ ム と の イ ン タフ ェー ス の 検 討

4.1.4既 存 ソ フ トウ ェアの有効利 用の 検討

4.1.5適 用 技 法 、 ツ ー ル の 検 討

4.1.6内 部 設 計 の 手 順

4.2フ ァイル とデー タベー スの物理設計概 要
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4.2.

4.2.

4.3

4.3.

4.3.

4.4

4.4.

4.4.

4.4.

4.4.

4.4.

4.4.

4.4.

4.5

1フ ァイルの物理 設計概 要

2デ ー タベ ースの物理設 計概 要

入 出力 レコー ドの レイア ウ トとチ ェ ック方式 の設計

1入 出力 レコー ドの レイアウ ト設計

2入 出 力 レコー ドのチ ェ ック方式 の設計

処理方式 の詳 細設計

1

2

3

4

5

6

7

処理サブシステムの定義

処理サブシステムの機能とインタフ ェースの検討

例外処理の設計

処理サブシステムの詳細設計

ネットワーク設計(概 要)

匡 制御　 信方　 手　 トコヨ
他 シス テム との インタ フェースの設 計

プロ グ ラム機能 仕様 の作成

性能とキャパシテ ィの予測評価
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4.5.1キ ャ パ シ テ ィ管 理 とそ の 構 成

4.5.2パ フ ォー・一マ ンス 管 理

4.5.3キ ャ パ シ テ ィ計 画

4.5.4キ ャ パ シテ ィ管 理 用 ツ ール

4.5.5キ ャ パ シテ ィ計 画 と性 能 の 予 測 評 価

4.6テ ス ト計 画 と シス テ ム の 品 質 管 理

4.6.1品 質 目標 と管 理 基 準

4.6.2テ ス トフ ェ ー ズ の 設 定

4.6.3モ ジ ュ ー ル テ ス ト、 総 合 テ ス ト、 シス テ ム ・テ ス ト、運

用 テ ス ト

4.6.4テ ス ト ・ツ ー ル とテ ス ト技 法

4.6.5レ ビ ュー 概 要

4.6.6障 害 対 策(事 前 ・事 後)

4.6.7バ ッ ク ア ップ 対 策

4.7プ ロ グ ラ ム 開 発 ・テ ス ト、お よ び 、 シ ス テ ム移 行 の 詳 細 設 計
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4.7.1開 発計画要件 の明確化

4.7.2費 用 計 画 立 案

4.7.3設 備 、 資 源 、 ス ケ ジxル 計 画 、立 案

4.7.4テ ス ト計 画 立 案

4.7.5移 行 計画 とシステ ムの最終評 価計画 立案

4.8内 部設計仕 様書 の作 成 とレビ ュー

4.8.1内 部設 計仕様書 の要件

4.8.2内 部 設計書 の構成 と内容

4.8.3内 部 設 計 書 の レ ビ ュー

用 語

情報 処理 シス テムの外部 設計 、フ ァイル の物理構 造 、ファイル編成 法の

選択 、オ ンライ ン ・フ ァイル 、 レコー ド ・タイプ 、レコー ド ・レイアウ

ト、情 報サ ブ システ ム 、メ ッセー ジの設 計 、端末入 力方式 、出力制御方

式 、メ ッセ ー ジ分配方 式 、セ ンタ運用 プ ログ ラム 、会話制御 、チ ェ ック

ポ イ ン ト、 リカバ リ方 式(範 囲 、デー タ保 障内容)、 バ ックア ップ対策 、

サ ブ シス テム間 イ ンタフェース 、障害 対策 、例外処 理 、ネ ットワー ク設

計 、キ ャパ シテ ィ、キ ャパ シテ ィ管理 、キャパ シテ ィ計画 、パ フ ォーマ

ンス管理 、性能 予測 、テス ト計画 、 システムの 品質 、システムの 品質 目
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標 、 テ ス ト ・ツ ー ル 、 内 部 設 計 仕 様 書 、プ ロ グ ラ ム構 造 図 、 プ ロ グ ラム

機 能 仕 様 、 トップ ダ ウ ン展 開 、簡 略 仕 様 書 、IPO記 述 、デ シ ジ ョ ン ・

テ ー ブ ル 、画 面 フ ロ ー 、デ ー タ要 素 、主 要 デ ー タ 、一 時 デ ー タ ・フ ァイ

ル 、 入 出 力 メ ッセ ー ジ ・フ ァ イル 、 ロ グ ・フ ァ イ ル 、チ ェ ッ クポ イ ン ト

・フ ァ イル 、バ ック ア ップ ・フ ァイ ル 、情 報 サ ブ シス テ ム 、HIPO、

図 式 目次 、 ダ イヤ グ ラム 、 アー カ イ ブ
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国

第5章 移行 とシステム保守

移行 に必 要な要 件 を明確 にす るとと もに 、移行 方式 、スケ ジュール 、

移行 計画 、移行要 員計画 と教育 、さちには 、移行計 画の周知 徹底 な ど、

移 行作業 全体の流れ を理 解 させ るとと もに 、新 シス テムの最 終評価手 順

を学 習 する 。

さちに 、新 シス テム運 用時 の シス テム保 守 、プログ ラム保 守の要件 、

体制 、管理 、教育 ・訓練 の 内容 を理解 さ せる 。

回
5.1移 行 と新 シ ス テ ム 評 価

5.1.1移 行 の 問 題 点

5.12移 行 作 業 の 要 件

5.13移 行 実 施 形 態 と移 行 方 式

5.1.4移 行 言1画 作 成 と その 周 知 徹 底

5.1.5移 行 要 員 言1画 と教 育

5.1.6移 行 用 プ ロ グ ラム や デ ・一・・タの 作 成

5.1.7移 行 実 施 と フijロ ー ア ッ プ
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5.

2

25

5

●2●5

2

2

2

2

5

5

5

5

3

35

5

3

3

5

5

3●5

1.8開 発 シス テムの最終 評価

(1)開 発実績 総括

(2)開 発 シス テム評価

(3>開 発プ ロ ジェ ク ト評 価

(4)開 発 プ ロ ジ ェク ト完 了報告書作 成

システム の保 守

!シ ス テム 保守の管 理上の要件

2シ ス テム 保守 体制 の確立率 と要 員計 画

3保 守発 生要 因 とその対策

4シ ス テム 保守 手順 の設計 と保 守履歴管 理

5シ ス テム 保守の影 響把握 とその管理

6シ ス テム 保守要 員の教育 ・訓練

プロ グ ラムの 修正 と保守

1プ ログ ラム修正 ・保 守管理上 の要件

2プ ログ ラム保守体 制 とプログ ラム 保守要 員計画

3プ ログ ラム保 守 と文書

4プ ログ ラム修正 ・保守の管理
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5.3.5プ ロ グ ラム 修 正 ・保 守 の 手順

5.3.6プ ロ グラム保 守用 文書 の変更管 理

用 語

移行 、移行 ス ケジュール 、移 行実施 形態(全 面的実 施 、段階的実 施)、 移

行方 式(新 規稼 動力式 、並行移行 方式 、切替移行方 式 、先行移 行方 式)、

移行用 プロ グラム(デ ー タ変換 、デ ー タ創成 、デー タチェ ック、JCL

変換/JCLリ ス トア ップ 、デ モ ンス トレN・一ーーシ ョン ・トレー ニ ング等)、

移行計 画 、移行計 画の周 知徹底 、移行 要員計画 と教 育 、移行実 施過 程の

フォロー アッ プ 、移行実 施過程 にお け る トラブル の解決 、新 旧 システ ム

の処理 結果 の比較 ・評価 、新 システ ムの最終評 価 、シス テム 保守 、シス

テム 保守範 囲 、シス テム保 守対 象 フ ァイル 、システム保 守対 象文 書 、 シ

ステム保守 発生要因 、シス テム保守 発生要 因別対策 、システム保 守用J

CL、 シス テム保守 手順 、システム 保守手 引書 、システム保守要 員計 画 、

システム 保守要員教育 と訓 練 、システム保 守の影響 把握 、シス テム変 更

管理 、シス テム保 守体制 、プ ログ ラムの修 正 ・保 守 、プログ ラム保 守用

文書 、プロ グ ラム保守用文 書の作 成 、プ ログラム の変更管理 、プ ログ ラ

ム変更 手順 、プログ ラム保 守用文 書の変 更管理 、プ ログラム保 守体 制 、

プ ログ ラム保 守要 員計画 、プ ログ ラム 保守要 員管 理
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レ

第4部 情 報 処 理 シ ス テ ム の 運 営

面
企 業体等 の経 営 合理化 、 事務改善 な どを効果 的 に推 進す るため に 、 合

理 的 な情報処 理 システム の運営 を企 画 し、円滑 な運 営 を進め る必 要があ

る 。この ため には 、情報処 理 シス テム を構成す るコ ンピュー タ ・ハー ド

ウ ェア 、 ソフ トウ ェア、要 員 、資金 な どの諸資 源 を計画 的か つ効 率的 に

分 配 し、それ ちが経 営 に どの よ うに貢献 して い るか を評 価 し、 さらに、

その評 価結果 を次の 運営 企画に反映 させな けれ ばな らない 。

この 部では 、情報処 理 シス アムの運 営 を、運 営計画 の立 案 、お よび運

営 管理 の実施 の二 つの観点 か ら、実際 に運営す るため に必 要 とす る知識

技術 を習得す るこ とを日的 とす る。

酬
内 容 時 間 数

第1章

}一'

情報処理システムの運営計画 15～20

第2章 情報処理システムの運営 25～40

合 計 40～60時 間

*上 記の時間数は 、講師が講義を行 った場合の講義時間数の目安である。
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第1章 情 報 処 理 シ ス テ ム の 運 営 画

国
情報 処理 シス テム の運 営計画 は 、 さらに 、情報処理 システ ム全般の 機

能 を どの よ うに管理す るか を計 画 する管 理計 画 と、コンピュー タ ・ハ ー

ドウェア 、ソ フ トウェア、要員 、資 金 、な ど情 報処理 システム の機能 を

支 える諸 資源 の管理 を言1画す る資源計画 の二つ の計画業務 か ら成 り立 っ

てい る。

この章の 学習 目的は 、情報 処理 シス テムの運 営計 画 を構 成 してい るこ

れ らの諸機 能 その ものの 内容 を理解 す るこ と、お よび、一連の情 報処理

シス テム開 発の進 捗段階 とこれ ちの諸機能 との相互 の関連性 を理解 す る

こ とにあ る 。

回
1.1情 報処理システム運営のための諸機能の構成

情報処理システム部門の所要機能、組織などの構成の概略

1.2運 営 計 画

1.2.1諸 機能の管 理 計画

(1)管 理 計画 、現行 管理 シス テムの見直 し

基準 、 丁続 、体制 、方法の 明示

解決 策の効果 、優先順 位 、概算 、見 積費用 、期 間な どの明確

化

計画 の経済性の評 価 、優先順位 づ け

(2)管 理 シス テム監 視

実 績 デー タの収集 、基準 値 との比 較
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■

差異の原因解明

改善提案

1.2.2資 源計画

(1)処 理能力計画

サービス負荷 と情報処理システムの負荷との関連の解析

処理能力の明確化

処理方式計画

バ ッチ処理、オンライン処理などの適用範囲

オペレーションの自動化

オーバフロー時点の予測

代替案の比較検討

処理能力計画の文書化

(2)要 員計画

現有の職種別要員数 と計画達成のために必要な要員数との対

比

不足要員、および所要技術、知識の明確化、および解決案の

検討

教育計画、要員計画作成

(3)予 算計画

予算措置の検討(代 替案の比較)

部 門別 予算 の決定

用 語

管 理計 画 、基 準 、手続 、優先 順位 、見積 費用 、実績 デー タ、経 済性評価 、

基準値 、改善 提案 、資源計 画 、処 理能 力 、 サー ビス 負荷 、処理 方式計 画 、

オ ーバ フロー時点 管理 、代 替案 、文書 化 、要員計画 、教 育言{画、予算 措

置
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第2章 情 報 処 理 シ ス テ ム の 運 用

画
情報処理システムの運営管理は、主として情報処理システムの機能を

維持するための狭義の運営管理と、そのために必要となる諸資源を管理

する資源管理の二つの運営管理業務から成 り立っている。

この章の学習目的は、情報処理システムを構成 しているこれらの諸機

能そのものの内容を理解すること、および、 一連の情報処理システム開

発の進捗段階とこれちの諸機能との相互の関連性を理解することにある。

口
2.1運 営 管 理

2.1.1運 営管理(狭 義)

(1)オ ペ レー シtiン 実行

基準 設定 と管理 、手順書 の作成

バ ックア ップ と リカバ リ手 順の設 計

(2)オ ペ レー シ ョン管 理

信頼 性管理 、安全基 準設定 、基準 の レ ビュー

回復管 理 、管 理基準 の設定

外 注管 理基準 の設定 と運用

オペ レー シ ョン管理

コン ピュー タ'オ ペ レー シ ョン

ジ ョブ とデー タ準 備

デー タ ・ライ ブラ リ ・サー ビス

ジ ョブの 後処理
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ドキ ュメ ンテー シ 」シ基準 の設 定 と運用

入 出力管理(ラ イ ブ ラ リ管理)

運 営ス ケジュール管 理

オペ レー タの交替 制 、ロー テー シ ョン管理

(3)保 守管 理

バ ック ・ログ管理

故 障解析 、不 具 合箇所 の解析

保 守管理(ハ ー ドウ ェア 、通信 回線 、基本 ソフ トウ ェア 、応 用

ソ フ トウ ェアな ど)

2.1.2資 源 管理

(1)資 源 デー タ管 理

資源 の運営 デー クの収 集 、解 析 、記録 の更新

安 全制保護 の状 況把握

プ ライバ シー管 理 、デー タ保護 、

(2)ソ フ トウ ェア管 理

デー タベース管 理

ソフ トウエ ア管理

開 発支援 ツ ールの評 価 と導 入

ソフ トウ ェア構 成管理 と変更 管理

ハー ドウェア管理

導 入済 お よび導 入予定 のハー ドウ ェア名称 、種類 、動 作

状況な どの 把握

ベ ンダーの 調査

稼動状 況の 記録 と解析 、性能評 価監視

(3)ネ ッ トワー ク管 理

ネ ッ トワー ク設計 、通 信方式 の評価

ネ ッ トワー ク導入 、管 理

種 類 、方 式の 管理
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トラピ ック量 の状況把 握 、 ピーク時対 策

(4)購 買管理

購入材 料の品質 管理

在庫管 理

(5)利 用部 門 に対 する支援

社 内環 境の整備 、体制 作 り

社 内教 育 、広報活 動

コンサル テ ィング

シス テム化の整理 、総 合調整 、管理

2.2運 営組 織お よび 要員管 理

2.2.1運 営組織

(1)情 報 シス テム部門 の 位置 付 け

情報 シス テム部門 の職務 分担 、利用 部門 との関連

(2)運 営組織

情報 システ ム部門の 組織(縦 割 り、横割 り)

プ ロジ ェク ト組織 、マ トリックス組織な ど

OA推 進組織(支 援 的活 動組織 、管理的活動組織)

2.2.2要 員管理

(1)職 種 の構成

シス テム ・エ ンジニ ア

マネー ジ リアルSE

アプ リケー シStンSE

テクニカルSE

プ ログ ラマ

コンサル タ ン ト

オペ レータ
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9

コ ンソール ・オペ レー タ

周 辺装 置オペ レーク

端 末オペ レー タ

デー タ ・エ ン トリ'オ ペ レー タ

スケ ジ ュー ラ

ライブ ラ リアン

(2)教 育 、訓練

集 合教 育 、OJT、 自己啓 発 、目標管 理

(3)外 注管 理

契 約方 式 、料金体系

2.3資 金 管理

2.3.1賦 課方 式

(1)課 金方 式

(2)料 金 体系

2.3.2経 費管 理

(1)初 度 経費管 理

設 備費 、開発費 、教育 費

(2)経 常経費管理

ハ ー ドウェア費用 、通信 回線費用 、人件費 、外注 費 、消耗 品

費 、開 発費 割掛 、 償却費 、その 他

2.4情 報 処理 システム運 営関連事項

2.4.1シ ステム監査

2.4.2関 連 法規
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用 語

基 準設 定 、手順書 、バ ック ア ップ 、 リカバ リ手順 、信頼性 管理 、安 全基

準 、外 注管理基準 、オペ レー シ ョン管理 、 ドキュメ ンテー ショ ン管理 、

入 出 力管理 、 ライブ ラ リ管 理 、ス ケジ ュール管理 、交替制 、ロー テー シ ョ

ン管理 、バ ック ・ロ ッグ管 理 、故障解 析 、保 守管理 、資源管理 、資 源デ

ー タ、プ ライバ シー管理 、デー タ保護 、データベ ース管理 、 ソフ トウェ

ア管理 、開発支援 ツール 、ハ ー ドウ ェア管理 、ベ ンダー 、稼 動状況 管理 、

性能評 価 、ネ ットワー ク管理 、 トラ ピ ック量 、ピー ク時対策 、購 買管理 、

在庫管 理 、 コンサル テ ィング 、職務 分担 、プ ロジェク ト組織 、マ トリッ

クス組 織 、OA推 進組織 、要 員管理 、システム ・エ ンジニア 、プ ログ ラ

マ 、オペ レ」 タ、コンサ ル タン ト、ス ケ ジュー ラ、 ライブ ラ リア ン、外

注契 約 、料金 体系 、賦課 方式 、初度 経費 、経 常経費 、設備費 、開 発費 、

人 件費 、償却費 、シス テム 監査 、関連法 規
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第5部 関連知識

嗣
情報 処理 の基礎 知識 を修得 し、数 年間 の実務 経験 を有す る ソフ トウェ

ア技術 者が 、中堅 的な シス テム ・エ ンジニ ア と して 、更 に 一・段の レベル

ア ップ をは か るため には 、経験 上得 た技術 的知識や 実務能 力に加 えて 、

種 々の 関連 する知識や 先進的知 識 を正 しく把握 してお くことが望 ま しい 。

そ こで本部 では 、それ ちの 目的 に沿 う関 連知識 と して 、情報 処理 の基

礎 理論 、パ ター ン処 理 、人 工知能の 応用 、情報 処理 システム にお け る人

間 的要 員 、高 度情 報化社 会な どの テー マ をと り上げ 、その基 本技 術 、動

向な どの修 得 を 目標 とす る。

函
内 容 時 間

"一 一 盾

第1章 基礎理論 10～20

第2章 パ ター ン処理 15～25

第3章 人工知能の応用 20～30

第4章 情報処理 と人間的要因 8～15

第5章 高度情報化社会 10～20
一 一 一

合 計 63＼-110

*上 記の時間数は、講師が講義を行 った場 合の講義時間数の目安である。
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第1章 基礎理論

国
情報処理技術のベースを支える種々の基礎理論を修得する

回
1.1情 報理 論

(1>情 報理 論の 発展経 過

(2)情 報量 とエ ン トロ ピー

(3)符 号理 論

(4)各 種 モデルへ の適 用

1.2グ ラフ理論

(1)グ ラフの基礎概 念

(2)連 結 性

(3)双 対 グ ラフ と平面 グ ラ フ

(4>グ ラフとデー タ構 造

(5)グ ラフ理論 の適用

1.3待 ち行列理 論

(i)待 ち行列の 基本概 念

(2)待 ち行 列モデルの 種類

(3)待 ち行列理 論の適 用

14記 号理 論

(1)記 号理 論 の 基 本 概 念

(2)ブ ーー一・ル 代 数
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(3)命 題論 理

(4)述 語論 理

(5)記 号理 論の 適用

1.5オ ー トマ ト ン

(1)基 本 概 念

(2)有 限 オ ー トマ トン

(3)プ ッシ ュ ダ ウ ン オ ー トマ トン

(4)チ ュ ー リン グ マ シ ン

(5)オ ー・b－トマ トン の 適 用

1.6言 語理論

(1)言 語理論 の意 義

く2)形 式言 語

(3)文 脈 自由言語 と文脈 依存 言語

(4)既 存言 語 との対応

1.7プ ログ ラム理 論

(1)プ ロ グ ラム理 論の意 義

(2)プ ロ グ ラムの検 証

(3)プ ロ グ ラみ の意 味論

(4)プ ロ グ ラムの 複雑 さの理論

用 語

情報 理論 、エ ン トロ ピー 、符号 理論 、誤 り訂正符 号 、グラ フ理論 、グ ラ

フ、無 向 グ ラフ、有 向グ ラフ 、連結 グ ラフ 、ツ リー 、双対 グ ラフ 、平面

グ ラ フ、マ ッチ ング 、待 ち行列 、待 ち行 列モ デル 、優先権待 ち行列 、帰

還形待 ち行列 、記 号理論 、 プール代 数 、命題論理 、述語論理 、オー トマ
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トン 、有限 オー トマ トン 、プ ッシュダ ウン ・オー トマ トン、決 定性 、非

決定性 、チ ュー リング ・マ シン 、形式言 語 、文脈 自由言語 、文脈 依存 言

語 、プログ ラムの検 証 、プ ログ ラムの意 味論 、プ ログラムの複雑 さ、N

P完 全 問題 、再帰 的プ ログ ラム 、形 式的 意味論
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第2章 パ ター ン処 理

口
人 間 と コンビxタ の 人 さな能 力差の1つ は パ ターン処理 機能 であ る。

漢字 、図 形 、画 像 、物体 、音声 な ど、人 間 に とって は容易 に確 認 し得 る

これ ちのパ ター ンも曾ては コー ド化文 字が 唯一の認 識手段 であ った 。コ

ンピ ュー タには 全 く処理 不 可能 な対 象で あ 」た.し か しなが ら1970年 代

に入 り、パ ター ン認 識 とその 処理技術 は大 巾に進歩 し、徐 々に実用機 能

と して普 及 しつ ・あ る。

本 章で は 、文 字 、図形 ・画像 、物 体 、音声 等の各 種パ ター ン処理技 術

の 基本機 能 を修得す ることを 目標 と する。

回
2.1パ ター ン認識

(1)パ ター ン認 識技術の 発展経 緯

(2)パ ター ン認識理論 とシステム

2.2文 字認 識

(1)文 字 パ ター ンの認 識

(2)特 徴の 抽 出

(3)印 刷文 字の認 識

(4)手 書 き文 字の認識

2.3図 形 ・画 像 の 認 識

(1)図 形 ・画 像 の 認 識 手 法

く2)図 形 ・画 像 処 理 の ハ ・一一ードウ ェ ア と ソ フ トウ ェ ア

(3)図 形 ・画 像 認 識 の 応 用
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2.4物 体認 識

(1)3次 元 物体 の認識手法

(2)物 体認 識の応 用

2.5音 声 認識 と音声合成

(1)音 声 の物性

(2)音 声 の分析

(3)音 声 の認 識

(4)音 声の合 成

(5)音 声処理 の応用

用 語

パ ター ン処 理 、パ ター ン認識 、文字認識 、図形認 識 、画像認識 、物体 認

識 、音声 認識 、音声 合成 、イメー ジ理解 、音声理 解 、テ ンプ レー ト ・マ ッ

チ ング 、前 処 理 、標 本パ ター ン、特徴空 間 、線型 識別関数 、非 線型識 別

関数 、 ク ラス タ分析 、複合類似 度法 、点演算 、幾 何学的演算 、2値 化 、

音 声の 周波数 分析 、話者認識
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第3章 人口知能の応用

国
人工知 能の研 究は 、 コン ピュー タの 出現後程 な く開始 され 、極め て魅

力あ る テーマ では あ ったが 、実用 化へ の道は きび しか った 。

…方
、1970年 代 に入 り、従来 までの コンピ ュー タの応 用技術 の レベル

に対 す る不満 が徐 々に表面化 し、ハ ー ドウェア技術 の進 歩 と も相侯 って 、

再 び人工 知能 ブームが 到来 した 。

本章 では 、コ ンピュー タに よる人工 知能の基礎 的技術 とその代表的応

用 例 を通 して 、人工知 能技術 の正 しい実態 を把握 するこ とを 目標 とす る。

囹
3.1人 工知能と情報処理.

(1)人 工知能技術の発展の経緯

(2)情 報処理に対する人工知能技術応用の意義

3.2人 工知 能の基礎

(1)問 題解決 と発見 的探 索

(2)知 識 と知識ベ ース

(3)コ ンピ ュー タに よる推論

3.3人 工知識 技術 の応用

(1)エ キ スパ ー ト ・シス テム

(2)自 然言 語処理

(3)機 械翻 訳

(4)知 能 ロボ ッ ト
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3.4バ イオ ニ クス と コ ン ビ ュー一夕

(1)バ イオ ニ クス とは

(2)バ イ オ ニ クス と情 報 処 理

用 語

人 工知能 、知識 、知 識表現 、知識 獲得 、知識 ベース 、推論 、推 論機 構 、問

題 解決 、エ キスパ ー ト ・シス テム 、知識工 学 、プ ロダクシ ョン ・シス テ

ム 、自然言 語処理 、機械翻 訳 、辞書 、知 能 ロボ ット、バイオ ニ クス 、コ

ンサルテ ー シ ョン ・ンステム 、発見的探索 、学習 、意味 ネ ッ トワー ク、

前 向 き推論 、後 向 き推論 、演練推 論、 帰納推 論 、メ タ知識 、デ フォール

ト、デー モ ン、バ ック ・トラッキ ング 、表層 知識 、深層知 識 、ブ ラ ック

ボー ド ・モデル 、 フレーム ・モデル 、ル ール ・モデル 、文 脈 自由型文法 、

文 脈規定型 文法 、意 味解析 、構文 解析 、文脈 解析 、形態学 解析 、 マニ ピュ

レー タ制御 、サ ーボメカニ ズム 、ニ ュー ロン 、神経回路 、原 言 語 、目的

言語 、多言語 翻訳 、文 生成 、世界 モデル 、語彙文法 、一般文 法
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第4章 情報処理 と人間的要因

国
情報化 の進展 につれ 、情 報処理 システムの 利用対象 が個人 ・家庭 を含

め大 巾に拡大 され 、人間 とコンピュー タの よ り親和性 の高 い共存の ため

に も、ヒューマ ン ・イン タフェースの改善 が必要不 可欠 とな った 。ヒュ

ーマ ン ・イ ンタ フェー スの改 善には 、人 間 自体の研 究 が基本 とな ると共

に心 理学 、人間 工学 、行動科 学な ど、学 際的立場 か ち情 報処理 システム

を評価 し直 さね ば な ちな い 。本章は そのため に必要な 知識の 修得 を 目標

とす る 。

回
4.1情 報処 理 システム にお ける人 間的要 因

(1)人 間 的要 因か ら見 た改善項 目

(2)人 間的要 因 とヒ ュー マ ン ・インタ フェース

(3)関 連 す る学 際分 野

4.2心 理学 と情報処理 システム

(1>認 知心理学 と人間の知覚 ・記憶 ・思考機能

(2)教 育心理学 と人間の学習機能

(3)情 報処理 システムにおける心理学の貢献例

4.3人 間工 学 と情報 処理 シス テム

(1)情 報処 理 システム にお ける人 間工学 的諸問題

(2)人 間工学 的改善要 素

(3)改 善 例
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4.4行 動科学 と情報処理 シス テム

(1)情 報処理 シス テム にお け る人間 の行動特性

(2)行 動科 学的改善要 素

(3)改 善 例

用 語

人 間 的 要 因 、 ヒ ュー マ ン ・イ ン タ フ ェ ー ス 、学 際 、認 知 心 理 学 、教 育 心

理 学 、 人 間 工 学 、行 動 科 学 、精 神 分 析 、行 動 の法 則 、知 覚 、認 識 、学 習 、

連 想 、記 憶 、思 考 、 動機 づ け 、行 動 の 再 体 制 化 、パ ー ソ ナ リテ ィ、知 能 、

マ ン マ シ ー ン ・イ ン タ フ ェ ー ス 、マ ン マ シ ン ・コ ミュ ニ ケ ー シ ョン 、短

期 記 憶 、長 期 記 憶 、 グルrプ 討 議 、 イ ノ ベ ー シ ョン
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第5卓 高度情報化社会

口
高度情報化社会とは、政治、文化、教育、医療、サービス等、あらゆ

る分野における情報処理機能が相互に関連付けちれ、各種組織や企業の

みならず、個人や家庭を含め、全ての社会生活に於て多様な情報処理機

能の恩典を容易に享受 しうる社会といわれている。その実現のために、

コンピュータ技術、通信技術の一層 の進展に加えてニューメデaア と呼

ばれ る新 しい媒体の導入と普及が注目されている。

本章では弊害の少ない効果的な高度情報化を実現するために必要な技

術及び社会的環境整備に関 する正しい知識を修得することを目標とする。

口
5.1高 度 情報化 社会の実 現条件

(1)技 術 的条件

(2)社 会的条 件

5.2高 度 情報処理 シス テム

(1)ニ ュー メデ ィアの概 念

(2)新 しい情 報通信 シス アム とその応 用例

5.3社 会経済 的 インパ ク ト

(1)産 業 分 野への インパ ク ト

(2)社 会 ・生活 分野へ の インパ ク ト

5.4高 度 情 報化社 会への課題

(1)ぜ い弱 惟

一266一



(2)プ ラ イバ シー

(3)法 制 度

(4)情 報 化 リテラシイ

(5)相 互 運用性

(6)要 員不足

(7)ソ フ トウ ェア問題

(8)国 際化 問題

用 語

高 度 情 報 化 社 会 、ニ ュ ー メ デ ィア 、 プ ラ イバ シ ー 、情 報 化 リテ ラ シ イ 、

相 互 運 用 性 、 ぜ い 弱 性 、1.SDN、CATV、 双 方 向CATV、STV、

ビ デ オ テ ッ ク ス 、VRS、VAN、 テ レ テキ ス ト、 ア レテ ック ス 、テ レ

メ タ リン グ 、電 子 メ ール 、ホ ー ム バ ン キ ン グ 、EFTS、 テ レ ビ電 話 、

デ ー タテ レホ ン
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標 準 カ リキ ュラムとCAIプ ログ ラム第3編
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第1章

標 準 カ リキ ュ ラ ムのCAIプ ログ ラム開 発 順 位
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第1章 標準カリキュラムのCAIプ ログラム(コーースウエア)開発願位

CAlプ ログ ラムの開発順位決定に当たって は対象 とな る標準 カ リキュラ

ムに関 し、将 来性、担 当教師、 コースウェア化 の可能性及びCAIで の学習

効果 の視点か ら検討す ることとし、7つ の判定基準(下 記)を 設定 した。

その判定基準 に基づ いて、各標準 カ リキュラムを○(2点)・ △(1点)

×(0点)の3段 階 で評点 し、合計点数を もって開発順位を決定 した。

開発順 位 と評点 との関 係は次 のとお りである。

・開発順位A評 点合計10点 ～14点

.〃B〃5点 ～9点

.〃C〃0点 ～4点

ただ し、専門編 の標準 カ リキュラムにつ いて は判定基準の教師不足が全カ

リキュラム とも 「○ 」で変化 ないため・合計点か ら.は除 いてい る・(N/ρ)

なお、参考デ ータ として既在 コースウェアの有無等 につ いてア ンケー ト調

査及び入手資料 か ら抜粋 し、附記 レた。

(判定基準の内容)

※判定基準の説明

★将来性:標 準 カ リキ ュラムに関 し、今後(3～5年 後)教 育 の必要性が高

ま る、あ るいは必要性が継続す る等の程度を表 わす。

○ ……・ 必要性が高 まる。

△ …'… 〃 が変 らない。

× …・… 〃 が低下 する。
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★教師不足:標 準 カ リキュ ラムに関 し、現在 にお ける教師 の質 ・両面に互 た

る不足の程度 を表 わす。

O… ・… 大変不足 している。

△"・ …… .不 足 して い る。

× ・… …'充 足 してい る。

★実現可能性:標 準 カ リキ ュラムに関 し、現在 のCAI技 術水準を基準に し

て コースウェア化 が可能か否かの程度 を表わす。

O… 一… 可能

△ …・… 可能性 あ り

× ……・ 困難

★対話型学習:CAI特 性 の一つである対話型学 習を各標準 カ リキ ュラムに

適用 した場合 に学 習効果が あるか否か の程度 を表 わす。

○ …ニ… 非常に効 果があ る。

△ …・… 効果あ る。

× ・…… 効果が低 い

★ シミュ レー シ、ヨン:CAI特 性 の一つで あるシ ミュ レーシ ョンを各標準カ

リキュ ラムに適用 した場合に学 習効果があ るか否かの

程度 を表 わす。

○ …・… 非常 に効果が ある。

△ ・・…・・ 効果 ある。

× ・…… 効果が低 い

★動的表示:CAI特 性の一つで ある動的表示を各標準 カ リキュラムに適用

した場合 に学習効果があ るか否 かの程度を表わす。

○ …・… 非常 に効果が ある。

△ ・…… 効果 ある。

× ・・…∵i効 果力く{比い 一270一



★マ シン実習:CAI特 性 の一つであるマシン実 習を各標 準カ リキ ュラムに

適用 した場合 に学習効果があ るか否かの程 度を表わす。

O… ・… 非常 に効果 がある。

△'… 一… 効果 ある。

× …・… 効果が低 い
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開 発 順 位 一 覧(表5そ の1)

'

.

教 科 内 容
判 定 基 準

優先度 既存コース
ウェア の型

備 考

8

将来性 教 師
不 足

実現
可能性
対話型
学習

シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン

動 的
表 示

マシン

実習

第1部 情報処理 とコ ンピューク
△ × △ △ × × × C T 1件

第1章 経営活動と情報 △ × △ △ × × ×

第2章 コンピュータによる情報処理 △ × △ △ × × ×

第3章 コ ン ピュータ の利 用 △
、

× △ △ × × ×

第4章 情報化社会の課題 △ × △ △ × × ×

第2部 ハ ー ドウェア O × ○ ○ × ○ × B T・D 3件

{:'D㌶}第1章 コンピュータの基本構造 O × ○ O × △ ×

第2章 データ表現 ○ × ○ ○ × ○ ×

第3章 記憶装置 ○ × ○ ○ ×
、

○ ×

第4章 演算 ・制御装置 ○ × ○ ○ × ○ ×

第5章 入出力装置 ○ × ○ ○ × ○ ×

第6章 コ ンピュータ の種 類 O × △ △ × △ ×

第7章 データ通信 システム ○ × ○ O × ○ ×

第3部 ソフ トウ ェア ○ × ○ O × ○ × B T・D 3件

{:'D㌶}

1

第1章 ソフ トウェアの役割 ○ × △ △ × △ ×

第2章 ソフ トウェア作成手順 O × △ △ × △ ×

第3章 ソフ トウェアの体系 ○ × △ △ × △ ×

第4章 プログ ラム言語 と言語処理プログラム ○ × ○ ○ × ○ ×

第5章 オ ペ レーテ ィング ・システム ○ × ○ O × ○ ×

第6章 サ ー ビス ・プ ログ ラム ○ × ○ ○ × ○ ×

第7章 共通 ソフ トウェアの活用 ○ × △ △ × △ ×

第8章 ソフ トウェア開発環境
,O × ○ O × ○ ×

ll

注1) ○ 〉 △ 〉 × 注2)S:simulationtype,T:tutorialtype,D:drilltype
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開 発 順 位 一 覧 (表5そ の2)

教 科 内 容
判 定 基 準

優先度 既存コース
虹ア の型

備 考
将来性 教 師

不 足
実現
可能性
対話型
学習

シ ミュ レ
ー シ ョ ン

動 的
表 示

マシン

実習

第4部 情報処理 システム ○ △ ○ ○ △ △ × B T・D 2件

{:'Dl㍑}
第1章 処理方式の種類と特徴 O △ △ △ × △ ×

第2章 システム構成 ○ △ ○ ○ △ △ ×

第3章 コ ン ピ ュ ー タ ・ネ ッ トワー ク ・シス テ ム ○ △ ○ ○ △ ○ ×

第4章 デ ー タベ ース ・システム O △ ○ ○ △ ○ ×

第5章 オ フ ィスオ ー トメー シ ョン(OA) ○ △ △ △ × △ ×

第6章 その他の情報処理 システム ○ △. △ △ × × ×

第5部 プ ログラム流れ図の作成 O × ○ ○ O ○ ○ A T・D (2件 、但 し7章 は
な し)

(T・Dタ イプ2件)
第1章 流れ図の基本概念 ○ × ○ ○ O ○ ○

第2章3つ の基本形 とその応用 ○ × ○ ○ O ○ ○

第3章 ファイル処理の基本技法 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第4章 構造造化 したプログラム論理の作成技法 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

』 第5章 複数 フ
ァイル処理の技法 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第6章 表操作と内部分類の技法 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第7章 科学技術計算のための流れ図技法 ○ × ○ ○ ○ O ○

第6部 フ ァイル ○ × ○ ○ ○ ○ ○ A T (3件 、但 し7～9
章 はなし)

{:'D;遮}

1

第1章 ファイルの基本概念 ○ × O ○ ○ × ×

第2章 ファイルの種類 ○ × ○ ○ ○ × ×

第3章 磁気テープ順編成 ファイルの作成 と処理 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第4章 磁気デ ィスク順編成 ファイルの作成 と処理 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第5章 直編成 ファイルの作成 と処理 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第6章 索 引順編成 ファイルの作成と処理 O ×
'○

○ ○ ○ ○

第7章 区分編成ファイルの概要 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第8章VSAMフ ァイルの概要 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第9章 フ レキ シブル ・デ ィスク ・フ ァイル の概 要 ○ × O ○ ○ ○ ○ ll
注1)○ 〉 △ 〉 × 注2)S:simulatiQntype,T:tutorialtype,D:drilltype
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開 発 順 位 一 覧 (表5そ の3)

教 科 内 容
判 定 基 準

優先度 既存 コース
ウェア の型

備 考
将来性 教 師

不 足
実現
可能性
対話型
学習

シ ミ ュ レ
ー シ ョ ン

動 的
表 示

マ シン

実習

第7部COBOL ○ 、 × ○ ○ ○ ○ O A T 6件

{:'D;遮}
第1章COBOL概 説

、

■

○ × ○ O × × ×

・第2章 見出 し部 と環境部 ○ × ○ ○ × × ×

第3章 データ部 ○ × ○ ○ × × ×

第4章 手続き部 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第5章 表操作 ○ × ○ ○ σ ○ ○

第6章 順フ ァイルの取 り扱い ○ × ○ ○ O
'○

O

第7章 相対 ファイルの取 り扱い ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第8章 索引ファイルの取 り扱い ○. × ○ ○ O ○ ○

第9章 整列併合 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第10章 プログラム間連絡機能 ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第8部FORTRAN ○ × ○ ○ ○ ○ ○ A T. 4件

{:'D;遮}

1

第1章FORTRAN概 説 ○ × ○ ○ × × ×

第2章FORTRANプ ログラムの形式 ○ × ○ ○ × × ×

'

第3章 プログラムの構造 ○ × ○ ○ × × ×

第4章 直線形 のプログラム ○ × ○ ○ ○ O ○

第5章 選択形 のプログラム ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第6章 反復形のプ ログラム(1) ○ × ○ ○ O ○ ○

第7章 反復形のプ ログラム(2) ○ × ○ ○
'○

○ ○

第8章 反復形のプログラム(3) ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第9章 反復形のプ ログラム(4) ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第10章1次 元配列とプログラム ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第11章2次 元配列 とプログラム ○ × ○ O ○ ○ ○

第12章 文関数を引用す るプログラム O × ○ ○ ○ ○ ○ 　

第13章 関数副プログラムの引用 ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ll1
注1)○ 〉 △ 〉 × 注2)S:simulationtype,T:tutorialtype,D:drilltype
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一

開 発 順 位 一 覧(表5そ の4)

教 科 内 容
判 定 基 準

優先度 既存コース
ウェアの型

備 考
将来性 教 師

不 足
実現
可能性

対話型
学習

シ ミュ レ
ー シ ョ ン

動 的
表 示

マシン

実習

第14章 サブルーチ ン副 プログラムを引用するプログラム ○ × ○ ○ ○ ○ ○

第9部 アセ ンブラ
、

-

△ ○ ○ ○ ○ ○ × A T 1件

・第1章 アセ ンブ ラ言 語 プ ログ ラ ミング概 説 △ O ○ ○ ○ × ×

第2章 マシンの構造 と動作 △ ○ ○ ○ ○ ○ ×

第3章 機械語命令 ∨ △ ○ ○ O O ○ ×

第4章 アセ ンブラ言語 △ ○ ○ ○ ○ ○ ×

第5章 基本プ ログ ラミング △ ○
b

O O ○
・○

O

第6章 応用プ ログ ラミング △ ○ ○ ○ ○ O ○

ψ

1
1

1
1

i'

』

注1)○ 〉 △ 〉 × 注2)S:simulationtype,T:tutorialtype,D:drilltype

`

,
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開 発 順 位 一 覧 (表5そ の5)

教 科 内 容
判 定 基 準

優先度 既 存 コース'

ウエア の 型

備 考
将来性 教 師

不 足
実現可能性 対話型学習 シ ミュ レ

ー シ ョ ン
動 的
表 示

マシン

実習

第10部 システム開発 と運用 ○ △ ○ ○ △ △ △ A T・D (2件 、但 し2～6
章 はな し)

{:◆D;蕊}

第1章 システム開発の手順 とシステム設計

'

O △ ○ O △ △ △

第2章 プ ログラム開発技法 O △ △ O O ○ ○

第3章 プログラムのテス トと品質管理 ○ △ △ ○ ○ ○ ○

第4章 文書化 ○ △ ・ △ ○ ○ ○ ○

第5章 システム運用 ○ △ ○ ○ △ △ △

第6章 情報システム部門の機能と情報処理技術者の位置づけ ○ △ ○ ○ × × ×

関 連 矢口 言語き

第11部 情報処理一般 △ × △ △ ×' × × C T・D (2件 第1章 のみ有
り)

(T・Dタ イプ2件)
第1章 標準化 △ × △ △ ×' × ×

第2章 法制度,指 針,基 準 △ × △ △ × × ×

第12部 エ レク トロニ クスの基礎 △ × ○ △ × × × C

第1章 電子回路の基礎 △ × 』 ○
、

△ × × ×

第2章 半導体素子と集積回路 △ × ○ △ × × ×

第3章 インタフェース技術の基礎 △ × O △ × × ×
"

第4章 計測と制御 △ × ○ △ × × ×

第13部 商工業に関する一般知識 △ × ○ ○ × × × C T (第1章 の うち簿記
3級 のみ5件 あり)

{:'㌘:}
第1章 商業' △ × ○ ○ × × ×

第2章 工業 △ × ○ ○ × × ×

'

1 ! 1 Illll

注1)○ 〉 △ 〉 × 注2)S:simulationtype,T:tutorialtype,D:drilltype
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)6俵覧一位順

 

発開編〔専Pヨ

教 科 内 容
判 定 基 準

雌 塒
コース虹ア
の型

備 考
将来性 教師不足

(N/C)
類
可能性
対話型
学習

シミュレーション 動的表示 マシン

実習

第1部 共通システム資源の導入及び活用技術

第1章 ハー ドウェア O ○ ○ ○ × △ × B

第2章 ソフ トウェア ○ ○ ○ ○ △ △ ○ A

第3章 データベース ○ ○ ○ O O △ △ A

第4章 通信ネ ッ トワー ク O O ○ ○ △ △ △ A ※

第5章 意思決定支援システム ○ ○ ○ O △ × ○ B

第6章 セキ ュリテ ィとシステム監査 ○ ○ ○ △ × × × B

第2部 プロジェク ト管理

第1章 プロジェク ト計画 O ○ × × O
'

× × C

第2章 プロジェクト実施段階の管理 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × A S

第3章 プロジェクト評価 ○ ○ △ ○ △ ○ × B

第3部 情報処理システムの分析 ・設計

第1章 情報処理システム開発上の留意点 ○ 、 ○ ○ ○ △ △ × B
、

第2章 情報処理システム分析と要求定義 O ○ O ○ △ △ × B

第3章 情報処理システムの外部設計(基 本設計) ○ O ○ O ○ △ × A 学習対象者が非常に

多い第4章 情報処理システムの内部設計 儲細設計) ○ ○ ○ ○ ○ △ × A

第5章 移行 とシステム保守 ○ ○ ○ ○ △ △ × B

第4部 情報処理システムの運営

第1章 情報処理システム部門の運営計画 ○ ○ ○ ○ .△ × × B

第2章 情報処理システム部門の運営 ○ ○ ○ ○ △ × × B

第5部 関連知識

第1章 基礎理論 △ ○ △ ○ × × × C

第2章 パターン認識 ○ ○ △ ○ ○ ○ × B

第3章 人工知能の応用 ○ ○ △ ○ ○ ○ △ A

第4章 情報処理 の人間的要因(ヒ ューマ ン ・ファクタ) △ ○ △ ○ △ ○ × B

1第5章 高閲醐 斑会101 10△101△ ○ × B

※新しい技術であり、かつ将来性の点で特に重要
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第2章

CAIプ ログラム開発上の留意事項





第2章CAIプ ログラム開発上の留意事項

既に実施 したCAIシ ステムに関す る調査資料 の中か らCAIプ ログラ

ムに関す る事項を一部抜粋 し、列挙す る。

当該調査では情 報処理 教育用CAIを 実際 に開発また は運用 している企

業、学校等(下 記)を 対象 として ア ンケー ト方式で調査 してお り、CAI

プ ログラム開発上 の留意点 につ いては多数の貴重な意見が収集 されている。

ここで はその量 も花 道 で きるよ うに、あえて重複表記す る。

o調 査対象

区 分 企業数

メ ー カ 6

シス テ ム/ソ フ トウェ アハ ウ ス 5

ユ ー ザ 2

教 育 機 関 3

合 計 16
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2.1CAlシ ステム構成 上の留意点

(1)CAIシ ステムの あり方

●システムの位 置付 けを明確にす る。

知識定着用 かぺ応用のためか。従来 型 の(講 義)授 業 との関連を

どのよ うにす るか。教師の立場を如 何 に考 え るか。具体的運用方

法な どに も配慮が必要 である。

●学 習者 の レベル、投資効果 も考 えた システ ム構成 とす る。

ニューメデ ィアの採用、教育 の レベル、品質 の設定 をど こに決 め

るか。

●教材作成 学 習者管理 などのための操作 の レベル

学校 の教師 に簡 単に使 える システムの可否

●CAIの 将来方 向について留意す る。移行 を容易 にす る。(人 工

知能型 等)

●システムの拡張性を考慮

●理解度 によ り進路選択可能 な システム

●CAI教 材及び コースウェアの作成 ・変 更 ・管理 が容易 な システ

ムであ る こと

●利用 目的 の明確化、細分化

②視聴覚 メデ ィア等 との 結合

●テキ ス ト、 グ ラフ ィック、 イメー ジ、音声、動画 などのメデ ィア

をユ ーザが選択で きるようにす ること

●視覚、聴覚 に訴 える システム(理 解度 の向上).

●静止画 に対す る音声 のサポー ト

●音声処理、画像処理機能の充実

●概念説 明や語学(特 に英語)教 育で は音声 のサポー トが必要
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●ニュー メデ ィアをサ ポー トす ることによ り、画面 の迫真性、大量

情報検索を 可能にす る

●教育 効果の面か ら動画 ・音声 などをなるべ く採用す ること

●変更 したい部分や動画でみせ な くて も良 い部分 などはコ ンピュー

タ ・グ ラフ ィックを使 うこと

●多様 な外部機 器 との接続が容 易(静 止画、動画、音 声)

●高品質な画像を提供で きるデ ィスプ レイ装置、それ と関連 して ス

ーパー ・イ ンポー ズが可能

●教育現 場で幅広 く活用 されて いるAV教 材 を効果的 に活かせ るシ

ステム構成 が重要

●コ ンパ ク ト ・デ ィス クとの連動(音 声出力)

●映 像(動 画、静 止画)、 音 による教材の利用

●高解 像度 と大形画 面、画像 の安定化(ノ ンイ ンター レース)

●AV機 器の組 み込 み方法(必 要な場面、オプ ショナルな利用)や

その役割 を明確 に し、必要不可欠 な機 器 としない。

{3)操イ乍性

●マ ンマ シ ン ・インタフェー スが充実 してい ること

●イ賜 い点 「 ネットワーク操作、教材作成と変更、学習実行に

関して素人でも使用出来る様に工夫をした。]

●解答入力手段 としてタ ッチパネルを採 用す ること

●レーザプ リンタによる高速 フ'リン ト

(4)ネッ トワーク化

●授業運営 をスムーズにさせ るためにもネ ッ トワーク型CAIシ ス

テムが好 ま しい
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●CAI学 習を よ り効果的に行 うために も教師 と学 習著聞 にAVコ

ミュニケー ション機能を持つ ことが よい

●LANと デー タベースを組合わせて 、 フ ロッピ ・デ ィスクや ファ

イル のハ ン ドリングを省力化す る

●ホス トコ ンピュー タとの連携

(ホス ト機能を使え るCAI・ …∴・・例 えば高速 コ ンパ イル&ラ ン)

●ネ ッ トワー クおよび スタン ドア ロンの両形態で あること

㈲ コース ウェア開発支援機能

●ハー ド特性(デ ィスプ レイ、周辺1/0)の 違いを意識 しない

コース ウェア開発 ツールの作成

●AV機 器を連動 させ たコース ウ!一ア開発 ツールの作成

●コー スウェアの作成支援だ けでな く、 コースウェアの設計、デバ ッ

グ、評価に対す る支援機能をサ ポー トす ること

・(6)標準イヒ

●ソフ トの互 換性

●質問を 出す ときの フォーマ ッ トや、 進行 に対 するアク ション箇所

のフ ォーマ ッ トな どを統一す ること

{7)その他

●ハー ドウェア,ソ フ トウェアの低価格化
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2.2コ ースウ ェア作成上 の留意点

{1)開発体制

●企画段階の綿 密な打合せ の実施

●作成者 と利用者が異 なる時 には特 に利用手 引

(仕様書)等 を作成 してお く

●教育対象者を熟知 した者に よるコースウェア設計

●教育 の専門化 と教育 内容 の専門家 の十分 な連携

(2)コース ウェアの位置づ け

●教育 カ リキュラムの中で、集団一斉学習 とCAI学 習の位 置付

を明確 に し、 コースウェアの設計を行 うこと

●CAIと 講師によ る学 習の併用

●コース ウェアの設計段階で各種 の検討(行 動分折、学習 目標 の

定、学 習行動 の場 の設計など)を 亜祝す る こと

●イ ンス トラクタの役割を明確にす ること

●テキ ス トの使 いかた

●副読本 との併用

(3}基本設計

●コースウェアの利用者 の立場 に立 って作成す る

● トライアウ トを十分 に実施す るこ と

●個々の コースウェアに学習 の手 引書 のよ うなものを作成 し学習

題 と各FDの レッスンとの結びつ きを明確 にす る

その他学習効果上 げる上 でのメデ ィア選択 に充分注意す る

(例 として副読本、コーステキス ト、オーデ ィオテープ・ ビデ

テープ、 トレーナが必要 か どうか検討 する)

●校閲方法
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●授業 の補習 として の解説部分、集合教育では不足 しが ちな知識、

技 術の保持、定着部分 などコースウェアの役 割、目標 を明確 にす

るとともに、利用 目的 に併せて、 これ らを分離 、独 立 させ る

●十分 なHELP機 能 の組込 み

(学習者の進度 に合 ったケースバ イケースのHELPメ ッセー ジ)

●学 習者が 自分 のペースで学習が進 め られ るよ うな多 くの工 夫

(メニュ'一、 コマ ン ド、 ファ ンクションキt・・一・、デ フォル ト、ブ ランチetc.)

●現実感 ある情報

●ス ク リー ンデザ イ ンの吟味

●EaseofUse● 学 習者を 引きつ ける工夫

{4)改善

●教育 効果の分折、測定方 法を確立 し、フォ ローア ップ し、 コー ス

ウェア のバ ージ ョンア ップ時にフ ィー ドバ ックす る

●学 習履歴デ ータの分折 によ り、 コー スウェアのバー ジ ョンア ップ

を随 時行 う

●開発、評 価、 改善 は常 に努力 しな けれ ばな らない

●コース ウェアの評価の方 法、 改善 のための情報

●学 習結 果を簡単 にかつ タイム リに分析 ・評価 し、進行中 の学習指

導 に役立て る。また コース ウェア改善 にフ ィー ドバ ックす る

(5)その他

●著作権 の保護対策

市 販教材を参照 した場合の著作権使用許諾

自社開発(オ リジナル)の 場合の著作権登録

第三者 による開発 の場合 の登録

●コース ウェアの流通 が図 れる様 な構造 にす る
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2.3CAlシ ス テム運 営上 の留意点

ω運 用方針

●学 習者優先 に考え る

●個 々の学習者へ の受講条件 の設定

●受講者 のQAチ ェックを行ない、 それをCAI運 用上 に反映 させ

る こと

●学 習行動 の全体 の流れ の申で、 どの場面 でCAIシ ステムを活用

す るかを十 分に検討 してお き運用す る こと

●CAIシ ステムの全体運用(教 材の管理 および流れ、学 習情報、

状況 の流れ、履歴 の取 得、分折 など)を 十分検討 してお くこと

(2)運用体制

●学内 の体制 の問題 の解 決

学校内 で充 分なコ ンセ ンサ スが とられてお らずア ンチCAIの 先

生方 もか な り存在す る

●適切 な る指 導体制

どのよ うな場面で(授 業の導入時、 ま とめ、補習etc)ど のよ う

な使 い方 を(チ ュー トリアル、 ドリル、 シ ミュレー ションetc.)

す るのか 充分な検討な くして運用 されてい る

●CAI学 習を効果的に運用 で きるイ ンス トラクタの養成

●指導体制 の確立

先生方 に知識 ・経験 ・技術が少 ない

●イ ンス トラクタに とって有益な ツールであ ること
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{3)運用方法

●CAI学 習時間 のスケ ジュ'一リング

CAI教 室(1ク ラスだけ、40台)を 数 クラス、複 数講座で利

用す るのが限界。 スケジ ュー リングが重要 に な って きて いる

●プ ログラム(教 材)の 運用、管理 につ いて考慮 してお く

●学 習者端末のオ ペ レー シ ョンは、簡 単で必要最小 限にな ることが

好 ま しい

●コ ンピュータ資源(メ モ リ、 ファイル媒体)の 管理方 法

●コース ウェア ・マスタのホ ス トによ る一元管理

(コー スウェアのダ ウ ンロー ド)

●受講者が外 部環 境 にわず らわされない雰囲気(静 か で、電 話など

●によるイ ンタラプ トがな く、他の受講者にわず らわ されない独立

が保て る)を 作 る こと

●空 き時間(学 習者 の)を 自由 に利用可能 とす る こと

●1つ の教育 メデ ィアに過ぎな いとい う位置付 け

●異機種混在時 の取扱 い

(4)評価、分析、 改善

●経年 データの フォ ローア ップ(長 期的教育効 果の把握)

●学 習の理解度 を個人別 に きめ細か く分抗 す ること

●個々の学習者及 び クラス毎 の履修情報の収集、 評価、 フ ィー ドバ

ック

●教材 の修正及 び管理について容易にす る

●学習結果を出来 るだ け細 か く取 ること。叉 それの整理方法 に注意

を払 った
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●CAI教 材 ・コーiスウエアの ドキュメ ン トは、 きちん と行 い、バ

ー ジ ョン ・ア ップや他への応用が スムーズに行 える様 にする

●システム、 コースウェアの(自 動)評 価 の方法 の確立

■メ ンテナ ンス性向上のためのプ ログ ラム部品化

(アニメー ション機能 などの実現 のためのプ ログ ラムを関数 とし

て標 準化)
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